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いや、つれさる相手間違ってるから！

大滝タクミ

イラストレーション／Ｆ島





お断り

　

　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。





底本カバーデザイン　小久江厚（ムシカゴグラフィクス）





ＣＯＮＴＥＮＴＳ

　


プロローグ　つれさる相手を間違えていませんか？



第一話　翼を持つ魔物の襲撃



第二話　新たな仲間と亜空間の魔物



第三話　トランプの国へ



第四話　騎士団の関所



第五話　洞窟を守る最強で最恐の魔物



第六話　名無しの森



第七話　魔王の城の攻防



第八話　魔王をぶっ飛ばせ！



エピローグ　またつれさる相手を間違っていませんか？






　

プロローグ　つれさる相手を間違えていませんか？

　

　とある噂が、平和に過ごしていた不思議の国を
震
 しん

 
撼
 かん

 させた。

　北の魔王が姫を奪いに来るらしい。

　驚いた不思議の国の王様は、姫の兄であるジーンと、執事のセバスに護衛を命じた。さらに、宮殿を腕利きの兵士で固める。

　そして、数日後。

　北の魔王が魔物の軍隊を引き連れて現れた。

　

「姫はどこだ？　隠しても無駄だぞ」

　必死の抵抗も虚しく、兵士は次々と倒れていく。屈強な魔物の軍隊に為す術が無い。

　そのまま姫を
匿
 かくま

 う部屋へと、魔王の侵入を許してしまった。

「見つけたぞ。大人しく妻となり、魔王の子を産むがよい」

　姫は執事の背中に隠れ、兄のジーンが魔王の前へと飛び出す。

「ひっ、ひっ、姫は、わっ、渡さないぞ！　ぼっ、僕が相手だ」

　ガタガタと足を震わせ、剣をかまえて妹を守ろうとする。魔王を目の前にした恐怖で、ジーンの瞳には涙が溢れていた。
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「フハハハハ！　笑わせてくれる……可愛い顔をしたナイト様だな。か弱い女の様な兵士しか護衛に付けられぬのか？」

「うっ、うるさい！　いっ、妹は、ぼっ、僕が守るんだ」

「妹？」

　魔王は動きを止め考察する。

　いくら何でも宮殿の兵士たちが弱すぎた。それに、美少女と見間違うほど可愛い顔をした男が、泣きながら姫を護衛している。明らかに異常だ。

　目的の姫に視線を移すと、鋭い目付きで睨み返してきた。

　
謀
 はか

 られていると感じた魔王は、一つの答えを導き出す。

「なるほど……替え玉という訳か。フフッ、簡単に騙されると思うな。お前、名は何と言う？」

「えっ？　ジーンだけど……」

　名乗った瞬間、魔王は凄まじい速さでジーンをお姫様だっこした。

「わっ、わわわ！　なっ、何をするんだ!?
 」

「我を
欺
 あざむ

 けると思ったか。優しく潤った瞳、整った鼻筋、ぷっくりとした唇、金色の光を放つ美しい髪……白状したらどうだ、ジーン姫？」

「ひっ、姫？　何を勘違いしてるんだ。ぼっ、僕は……」

「これでもまだ、
僕
 ぼく

 っ
娘
 こ

 を貫き通すと言うのか!?
 　気に入ったぞ。我が嫁に相応しい」

「だから、違うって！　僕は王子だ。執事の後ろに隠れているのが妹のアリスだよっ」

「アリス？　あれが姫だと？　確かに美しい顔立ちをしているが、目付きが鋭すぎる。それに殺気も放っておるではないか。ドレスで姫に変装しているようだが、あちらが王子であろう。だが、念の為に確かめておくか」

　魔王はジーンの肩まである髪をそっとかき分け、耳に優しく息を吹きかける。

「あっ……だめっ……耳は……うっ……」

　ジーンは頬を赤らめ、体を震わせた。

「フッ、これで決まりだな。そんな可愛らしい反応で男と言っても、誰も信じぬ。さあ、婚姻の儀を挙げようぞ」

「ちょっ、だっ、誰か、助けてくれ！」

　アリスが飛び出そうとして、執事のセバスに止められる。

　そして、魔王は機嫌よく帰って行った。

　

「ジーン様は連れ去られてしまいましたが、どうにか助かりましたね」

　セバスが呟く横で、アリスはプルプルと震えている。

「何故なの？　何故、兄上を連れ去ったの？　私より兄上の方が可愛いから？」

「落ち着いて下さい」

「兄上は男なのよ？　おっとりとした可愛い顔をしてるけど、女の私に
敵
 かな

 うはずないわよね？」

「落ち着いて下さい」

「何で兄上は、あんなに頬を赤く染めて、いやらしい声を出したの？　魔王を魅了したかったの？　変態なの？」

「落ち着いて下さい」

「そうよね……私より兄上の方が可愛いもんね……」

「落ち着いて下さい」

　……

　……

「ふっ、ふざけるなあ!!
 　どこの世界に私より可愛い男がいるのよ！　間違えるなんて有り得ない。殺す、絶対に殺す、三回殺す！　魔王をぶん殴って、蹴りを喰らわして、剣で斬り刻んで、ハンマーで粉々にしてやるわ！」

「落ち着いて下さい」

「お前は九官鳥か!?
 　落ち着いて下さいしか言えないの!?
 　落ち着ける訳が無いでしょ！　男に負けたのよ!?
 　私のピュアハートは粉々よ！」

「落ち着いて下さい」

　……

　……

「黙れーーー!!
 」

　アリスの怒号は宮殿中に響き渡った。

　

　
暫
 しばら

 くして落ち着きを取り戻したアリスは、冷静に状況を分析する。

「セバス、あなた随分と落ち着いているわね」

「アリス様がご無事だったので」

「兄上は
攫
 さら

 われたけどいいの？」

「国王様の命令は姫を守る事……問題ありません」

「そう。あなたの考え、嫌いじゃないわ。取り敢えず紅茶でも飲みましょ」

　セバスが紅茶を用意し、散らかった部屋で一息入れる。王子が攫われ宮殿内はパニックに
陥
 おちい

 っていたが、この二人は我関せずだ。

「ねえ、セバス。なんで魔王は簡単に侵入できたの？　腕利きの兵士が守っていたはずでしょ？」

「この国は長きにわたって平和が続き、本当の戦いを知る者などいません。いくら腕利きの兵士と言っても、魔王から見れば赤子の様なものでしょう」

「そこまで知っていても、あなたは冷静だったわね」

「剣術、
槍
 そう

 
術
 じゆつ

 、
弓
 きゆう

 
術
 じゆつ

 、体術など、武芸全般を極めておりますので、アリス様を守るだけならば難しくはありません。それに、昔は魔物との激しい争いが繰り広げられ、私は魔物討伐軍のリーダーをやっていた事もあります」

「魔物討伐軍？　聞いた事の無い話ね。若く見えるけど、セバスは何歳なの？」

「永遠の二十三歳と覚えて下さい」

　……

　……

　名前と職業以外は、全てが謎に包まれていた。

　強いて言うならば、パリッとした
皺
 しわ

 の無い執事服、汚れの見当たらない白の手袋、清潔感ある黒い髪など、几帳面さは見て取れる。身長は高くルックスも良いので相当モテるだろう。

「話が逸れたわね。じゃあ、単刀直入に聞くわ。セバスなら魔王に勝てるの？」

「一対一ならば、恐らく……」

「勝てるのね？　では、一緒に魔王を退治しましょう」

「いえ、結構です」

「聞こえないわ。何て言ったの？」

「光栄ですと言いました」

　二人の茶番は終わらない。

　

「つまり、アリス様はジーン様を助けに行くのですか？」

「私は魔王をぶん殴りたいだけなの。兄上の
貞
 てい

 
操
 そう

 の危機なんてどうでもいいわ。それに、男と分かったら放り出されるはずよ」

「それは無いと思われます。魔族には性転換の秘術があると耳にしました。外見だけで言えば最高クラスの美少女ですから、女にされて元気な魔王の子を産むでしょう」

「兄上が女になって魔王の子を産む？　それはそれで面白そうね。でも、私より可愛い姫なんて許せない。魔王をぶん殴るついでに助けてやろうかしら」

「では、急がねばなりません」

「そうね。セバス、すぐに動くわよ」

「いえ、私は結構です」

「聞こえないわ。何て言ったの？」

「ご指示をと言いました」

　細かい指示を聞き、セバスは部屋を出ていく。

　一人になったアリスは、ショート丈の動きやすいドレスに着替えた。続けて鏡の前に立ち、腰まである金色の長い髪を整え、ふんわりしたツインテールを作る。タイプは違えど、ジーンに引けを取らない可愛らしさだ。

　そして、クローゼットから使えそうな物を選別した。中には短剣や銃など、物騒な物ばかりが転がっている。

　ショルダーバッグに必要最低限のアイテムを詰めていると、セバスが召使いのリリスを連れて戻った。

「アリス様、お呼びでしょうか？」

「リリス、あなたの夢は美味しいものを食べて寝るという、
怠
 たい

 
惰
 だ

 の無限ループよね？」

「なっ、何故それを!?
 」

「その夢を少しだけ叶えてあげるわ。私は
暫
 しばら

 く出掛けるから、あなたはドレスを着て、運ばれてきた食事を取り、ひたすら寝続けなさい。決して、この部屋から出ては駄目よ。誰か来たら泣きそうな声で、一人になりたいの……とでも言って追い返しなさい」

「食べて寝るだけ？　そんな……夢の様な世界が!?
 　お任せ下さい！」

　替え玉と気付いても欲望には勝てない。理由も聞かず、リリスはベッドに飛び込む。

「これで準備はオッケーね。父上は兄上を取り返す事しか考えていないから、暫くは気付かないはず。さあ行くわよ、セバス。期待してるからね」

「いえ、結構です」

「聞こえないわ。何て言ったの？」

「光栄ですと申し上げました」

　城の抜け道を使い、アリスとセバスは宮殿を抜け出した。

　

　城下町を歩くアリスは、セバスに黄金のティアラと走り書きのメモを渡す。

「これを売って、メモに書かれた買い出しを頼むわ」

「宜しいのですか？」

「構わないわ。ただし……」

「足が付かない様に、闇の商人を使うのですね。そして、王様には盗まれたと伝える……」

「話が早くて助かるわ。私はハッタの店に行くから宜しく」

「一時間後に戻ります」

　言葉を切ると同時に、セバスは姿を消した。

　

　アリスは町外れの道具屋まで駆けて行く。

　そこには、ハッタとヘイヤという、アリスの幼馴染の兄妹が暮らしているのだ。

　店に到着したアリスは、勢いよくドアを開けた。

「いらっしゃい……ひっ、姫!?
 」

　使用人らしき少年が驚いて
跪
 ひざまず

 く。

「喉が渇いたわ。紅茶の用意を」

「すっ、すぐに用意します」

　店の隅に置かれた椅子へと座り、運ばれてきた紅茶の味を確認した。

「安物ね」

「申し訳御座いません！　そっ、それで、ご用件は？　魔王軍が攻めてきたと聞きましたが……何か道具が必要なのですか？」

「……ハッ！　喉が渇いたから忘れてたわ。ハッタとヘイヤはどこにいるの？」

「ハッタ様は鏡の町へ、ヘイヤ様は不思議の森へと出掛けています」

「鏡の町と不思議の森……当分、帰って来そうにないわね。では、クッキーを頂ける？」

「えっ？　あっ、はい」

　何をしに来たのだろう？

　早く帰って欲しいという使用人の願いも
虚
 むな

 しく、アリスは居座り続けた。

　

　一時間ほど経過し、店の外に馬車が止まる。馬からセバスが降りて、軽く一礼をした。

「アリス様、準備が整いました。移動用の馬車に食料と水、調理器具に毛布など一通り揃えてあります」

「ご苦労様」

「ハッタ様とヘイヤ様は？」

「いなかったわ。取り敢えず町を出ましょう」

　兵士に見つかれば城へ連れ戻されてしまう。そう
危
 き

 
惧
 ぐ

 したアリスは、馬車に乗って町を飛び出した。

「このまま、魔王の城まで向かうのですか？」

「一対一の状況を作らないと、魔王を倒すのは難しいのよね？　だったら、あの二人の力が必要よ。ハッタは鏡の町に、ヘイヤは不思議の森にいるらしいの。仲間にしながら魔王の城を目指しましょう」

「では、鏡の町に向かいます」

　こうして、アリスは魔王討伐へと旅立つ。

　その目的は、
攫
 さら

 われた兄を助け出す為では無く、個人的な理由で魔王をぶっ飛ばしたいだけだった。





　

第一話　翼を持つ魔物の襲撃

　

　城下町を飛び出して数時間後。

「たまには宮殿の外の空気を吸うのも必要よね」

「おっしゃる通りです」

　特に焦らずのんびりと、仲間を増やすべく鏡の町へ向かって進む。ジーンを助けようとは思わないので、焦る必要など無いらしい。

　道中で魔物に襲われてもセバスがあっさり撃退し、お腹が空けば即席の料理を差し出され、それなりに快適な旅をアリスは満喫していた。

「アリス様、鏡の町に到着しました」

「ご苦労様。少し休憩して、ハッタを探しましょう。騒がしいところを探せばすぐに見つけられるはずよ」

　馬車を宿に預け、町を散策する。

　すると、広場の人だかりが視界に入った。

「さあ、見てくれ。魔物を撃退する様々なアイテムを格安で提供するよ。城に魔物が攻めてきたって噂を聞いただろ？　この町にだって魔物が攻めてくるかも知れない。備えあれば憂いなしだ！」

　シルクハットを抱えた、
癖
 くせ

 
毛
 け

 のやんちゃな少年が商売をしている。アリスよりは年上だろうが、ベストにハーフパンツというラフな服装が幼さを感じさせた。
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　そして、魔王の進軍は人々に恐怖を与えていた為、アイテムは飛ぶように売れている。

　
暫
 しばら

 く様子を見ていると、並べられたアイテムはあっという間に完売した。少年はトレードマークのシルクハットから金貨を取り出し、嬉しそうに見つめて一息入れる。

「へへっ、笑いが止まらないな。魔王に礼を言ってもいいくらいだぜ」

「では、一緒に魔王の城まで行きましょ」

　アリスの言葉に、少年がビクッと振り返る。

「へっ？　あっ、アリス!?
 　それに、セバスさんまで……何でここに？」

「ハッタを探していたのよ」

「俺を？　あっ、用事を思い出した」

　ハッタは逃げ出した。しかし、アリスに回り込まれて逃げられない。

「どこへ行くの？　話を聞きなさい」

「分かったから睨むなよ」

　観念したハッタに、セバスがこれまでの経緯を簡潔に伝える。

「なるほどね。見た目だけで言えば、ジーンは最高クラスの美少女だからなあ」

　ハッタは頬をかきながら苦笑する。

「それでね、ハッタ……」

「断る！」

　アリスの言葉を
遮
 さえぎ

 って、ハッタが大声で断った。

「まだ何も言ってないわ」

「アリスに関わるとろくな事が無いじゃないか」

「失礼ね」

「忘れたのか？　ドラゴンの鱗が高く売れると言って、俺を盾にしたよな？　炎を吐かれて黒焦げになったんだぞ。魔物の
巣
 そう

 
窟
 くつ

 では俺を
囮
 おとり

 に使っただろ？　瀕死になって生死の境を
彷
 さ

 
徨
 まよ

 ったんだ。他にもある。あの時は……」

　よほど恨みがあるのだろう。ハッタの口は止まらなかった。

　

「あなたたち兄妹の力が必要なのよ」

「ヘイヤも連れて行くのか？　どちらにせよ嫌だね。俺は城下町の道具屋を大きくしたいんだ。お前と遊んでる暇は無い」

　ハッタがつれなく断り続ける。

　すると、アリスは身に着けていたネックレスを外し、ハッタに握らせてニヤリと笑う。

「金貨五百枚相当の価値があるわ。あなたが十年働いても手に出来ない代物よ」

　宝石のちりばめられたネックレスは、美しく光り輝いていた。

「……仕事の内容は？」

「北の魔王をぶっ飛ばす」

　……

　……

「えっ？　ジーンを助け出すんじゃないのか？」

「兄上なんてどうでもいいわ。魔王の秘術で女になって、元気な子供を産めばいいのよ。そんな事より……美しい私を差し置いて、兄上を
攫
 さら

 った魔王が許せない」

　そんな事より……そう言われたジーンが
不
 ふ

 
憫
 びん

 で、ハッタは憐れみの表情を浮かべた。

「本当は、ぶん殴って、剣で斬り刻んで、銃で風穴を開けまくって、ハンマーで粉々にしたいのよ。でも、粉々になった魔王ってグロそうなのよね。一発殴って、踏んづけて見下す。これで許してあげるわ」

　アリスがフンッ、と鼻を鳴らす。

「許すって、魔王だろ？　普通の魔物なら敵じゃないけど、魔王は無理だよ」

「心配いらないわ。魔王はセバスが倒してくれるからね。一対一なら勝てるらしいのよ」

「セバスさんが？」

　ハッタが首を傾げていると、セバスは礼儀正しく頭を下げる。

　

　次の瞬間、どこからか悲鳴が聞こえてきた。

「魔物が現れたぞ!!
 」

　広場の奥で町民が魔物に襲われている。

「セバス、周りのザコの邪魔が無ければ魔王に勝てるのよね」

「恐らく、問題無いと思われます」

　町民の叫びなど、この二人の耳には届かない。我関せずだ。

「おいおい、あそこで魔物が暴れてるぞ？」

「どうでもいいわ」

「どうでもいいって……まあ、放っておいてもいいか。キノコの形をした弱そうな魔物だから」

「キノコ？」

　アリスとセバスは、ようやく魔物に視線を向けた。

「ああ、あれね。美味しくなかったわ」

「ええ、不味かったですね」

　……

　……

「食ったのかよ!?
 」

「キノコとは思えない味がしたの」

「あれはキノコの形をした魔物で、キノコじゃないだろ!?
 　気持ち悪いし、毒を持ってたらどうするんだ！」

「セバスが調理して、その辺の魔物に毒見をさせたから大丈夫よ」

　セバスは礼儀正しく頭を下げる。

「礼儀正しく頭を下げる場面じゃないよね!?
 」

「うるさいわね。そんなに食べたいなら、馬車に残ってるから持って行きなさいよ」

「誰が食べたいって言った！　お前、人の話を聞いてないのか!?
 」

　こいつら、色々な意味で危険すぎる。そう感じたハッタは、渡されたネックレスをもう一度見つめた。

　仲間になりたくない。でも、十年分以上の稼ぎが目の前にある。

「……セバスさんが負けたら、俺は逃げるぞ」

「構わないわ」

　欲望には勝てず、ハッタが仲間に加わった。

　

　宿で一泊した三人は、食料の補充をして出発する。

　ハッタの妹であるヘイヤを仲間にする為、セバスは北に向かって馬車を走らせた。

「馬車で移動なんて贅沢だな。まあ、
手
 た

 
綱
 づな

 を取ってるセバスさんは大変だろうけど」

「ねえ、ハッタ。ヘイヤは不思議の森にいるのよね？」

「ああ、そうだよ」

「つまり、結界石を手に入れた……」

　ハッタは体をビクッと浮かび上がらせ、額に汗を滲ませる。

「隠しても無駄よ。発動すれば魔王でも近づけない強力な結界を張れるレアなアイテム。その結界石を発動させる為に必要な聖水は、あの森でしか取れないからね」

「苦労して手に入れたんだ。まさか、使うとか言わないよな？　聖水とセットで金貨三十枚の価値があるんだぞ」

「五百枚分の報酬を払ったでしょ。確か、石の大きさで結界の範囲が変わるのよね？　どれくらいの大きさなの？」

「半径二十メートルくらいは結界を張れる大きさだよ」

　道具袋から結界石を取り出し、アリスに見せつけた。

「つまり、セバスと魔王が対峙した時に使えば一対一の状況を作れる……」

「ああ、なるほど。逆に魔王を結界の中へ閉じ込めるのか。結界の効力が消えるまで、発動者や近くにいた奴も結界の外に出られなくなるからな。それだけで魔王を倒せるなら安く済むかも」

「発動させるには癒しの魔力が必要なのよね。やっぱり、ヘイヤを仲間にしないといけないわ……不思議の森まではどれくらいかかるの？」

「正規ルートなら一週間くらいだ」

「そんなに待てないわ。正規じゃないルートは？」

「裏ルートなら一日もかからないよ。場所的には不思議の国の領土だからな。ただし、魔物の
巣
 そう

 
窟
 くつ

 を抜けないといけない。俺は正規ルートしか通らないから、詳しくは知らないけどね」

「魔物の情報か……セバス、馬車を止めて。少し早いけど昼食にしましょう」

　見晴らしのいい草原に馬車を止め、セバスが昼食の準備を始める。

　体を伸ばしていたハッタから、お腹の鳴る音が聞こえた。

「朝メシも
殆
 ほとん

 ど食べずに出てきたからなあ」

「良かったら、これを食べる？」

　アリスの差し出したお皿の上には、美味しそうなサンドウィッチがある。

「お前が気を使うなんて珍しいな。じゃあ、遠慮なく……まずっ！　何だよ、これ！」

「キノコの形をした魔物のサンドウィッチよ」

「これがそれか！　変な物を食わせるな！」

　ハッタの叫びが草原中に響き渡った。

　

　
暫
 しばら

 くすると簡易テーブルが用意され、セバスの手によって美味しそうな料理が次々に運ばれてくる。

　三人はお腹を満たし、そのままティータイムに突入した。

「ねえ、セバス。私とハッタの話を聞いてたでしょ？　魔物の巣窟の情報を教えて」

「私も直接見たことは無いのですが、ドードーという魔物の住処があると聞きます」

　ティーカップを持つ手がピタリと止まる。ドードーと言えば、誰でも名前くらいは知っている有名な魔物だ。

　驚いたハッタが話を
遮
 さえぎ

 った。

「ドードーって、魔王直属の配下だったよな？　筋肉ムキムキの暑苦しい魔物で、相当強いって聞いた事がある。そいつを倒さないと裏ルートは通れないのか？」

「裏ルートを通る方法は二つあります。一つは、ハッタ様の言うようにドードーとバトルして倒す。もう一つは、ドードーに短距離走で勝つ」

「短距離走？」

「ドードーは百メートルを五秒で走るという、信じられない噂を耳にしました。本当かどうかは会ってみないと分かりませんが、自慢の脚力を見せつける為に、短距離走の勝負を挑んでくるらしいです」

　突然、アリスが目を見開いて不敵に笑う。

「面白そうじゃないの。私の国にそんな魔物がいるなんて知らなかったわ。あらゆる状況から逃げ出す事で
培
 つちか

 った脚力。逃げ足の速さを見せる時が来たわね……出番よ、ハッタ！」

　……

　……

「俺かよっ！　アリスだって逃げ足は速いじゃないか」

「私はドレスなのよ？　脱いで欲しいの？　ハッタは変態なのね」

「変態扱いするな！　そうだ、セバスさんの方が速そうだろ？」

「暑苦しい魔物など、視界にも入れたくありません」

「えっ？」

「私は魔王との戦いに備えねばならないと言いました」

　聞き間違えのレベルを超えている。しかし、得体の知れない恐怖で何も言えなかった。

「頭を使いなさいよ。ハッタには道具があるでしょ？」

「そっ、そうだよな。俺の道具を使えば、どんな勝負だって負けはしない」

「そうよ、あなたなら勝てるわ」

「百メートルを五秒なんて信じられません。噂が大きくなっただけでしょう。ハッタ様なら勝てますよ」

　まるで他人事のようにハッタを祭り上げる。それほどまでに、アリスとセバスは暑苦しい魔物と戦いたくなかった。

「ああ、任せな。レアアイテムの超加速ブーツを使って、ぶっちぎってやるぜ。さあ、行こう」

　調子に乗ってしまったハッタを頼りに、アリス達は裏ルートを選ぶ。

　暑苦しい魔物が待ち構えていると知っても
臆
 おく

 する事など無い。ハッタの妹であるヘイヤを仲間にするべく最短で不思議の森を目指した。

　だが、予想していた通り、進むほどに魔物の襲撃は激しさを増していく。

　少しずつだが、撃退するハッタの顔に疲労が見え始めた。

「ハアッ……ハアッ……。セバスさん、魔物が多くなってるよね？」

　ハッタは小型爆弾をばら撒き、目の前のザコ敵を一斉に吹き飛ばす。

「恐らく、ドードーの住処が近いのでしょう」

　セバスは息を乱さず、涼しい顔のまま残った魔物を
殲
 せん

 
滅
 めつ

 した。

　

「誰も裏ルートを通らない理由が分かったよ。出来る限り先を急ごう」

　単体では大した事無い魔物も、一気に襲いかかってこられると面倒だ。

　撃退し続けてもキリが無く、馬車は思うように進めず足止めされる。予想通り厳しいルートと言うよりは、予想以上に厳しいルートと言った方が正しいのかも知れない。

　そして、アリスはと言うと……馬車の中で爆睡している。これは予想通りだ。

「チッ、仕方がない。勿体無いけど魔除けの護符を使うか」

　道具袋から紫色の護符を取り出し、馬車の荷台に貼り付けた。

「結界石とまではいかないけど、これで弱い魔物は近づけない。効果は三十分……セバスさん、今のうちに進もう」

　セバスが
手
 た

 
綱
 づな

 を取り、勢いよく馬車を走らせる。護符の効果は素晴らしく、見晴らしの良い草原まで一気に駆け抜ける事が出来た。

「これで、少しは休めるな。でも……」

　気持ち良さそうにスヤスヤと眠るアリスを見て、ハッタは大きなため息を吐く。

「こんな状況で寝られるなんて、どういう神経をしてるんだ？　よし、ヒゲを描いてやれ」

　ペンを取り出し、アリスの顔にラクガキをする。それでも起きない。

「あっ、そうだ。セバスさん、質問なんだけど……魔王と一対一なら勝てるって本当なの？　だって、魔王だよ？」

「城で魔王を見ました。膨大な魔力を放っていましたが、あの感じだと接近戦は苦手なはずです。恐らく大丈夫でしょう」

「そっか。アリスのわがままに付き合わされて大変だね」

「いえ、光栄です」

「本音は？」

「家に帰って休みたいです」

　……

　……

　この人も可哀想だ。ジーンの話を聞いた時と同じく、ハッタは再び
憐
 あわ

 れみの表情を浮かべた。

「魔王か……負けそうになったら、俺はジーンを盾にして逃げよう。なんてね、ハハッ」

「賛成です」

　……

　……

「セバスさん？」

「ハッタ様、どうされました？」

「いえ、何でもないです」

　この人は、アリス以外の全てを盾にする。そう感じたハッタは目を背けた。

「怪しい気配がするわ……」

「うわっ!?
 　アリス、起きてたのか？」

「起こされたのよ。感じない？　熱を帯びた怪しい気配を……」

　馬車を降りて辺りを見渡す。しかし、何も見当たらない。

　気のせいだったのか？　そう思った瞬間、羽の生えた魔物の大群が空から襲い掛かってきた。

　間一髪、身構えていた三人は攻撃をかわす。

「何だ、こいつら!?
 」

「ドードーの配下でしょう。ハッタ様、いきますよ」

「ああ、ぶっ飛ばしてやるぜ」

　セバスは攻撃を
避
 よ

 けながら、魔物を一体ずつ確実に倒していく。

　ハッタはブーメランと短剣を駆使して、空に浮かぶ魔物を次々と撃ち落とした。

「ハッタ、やるじゃない。腕は
衰
 おとろ

 えてないようね」

「当たり前だろ？　あらゆる武器とアイテムを華麗に操るのが俺のスキルだからな。それくらい出来ないと、立派な道具屋の店主になれないぜ。まあ、魔力が必要なアイテムは使えないけど……って、おい！　何で紅茶を飲みながらくつろいでるんだよ!?
 」

「セバスが忙しそうだから自分で淹れたのよ」

「そんな事は聞いてない！　お前はいつも……うわっ!?
 」

　突然、大きく地面が揺れる。空から何かが落ちてきたらしく、魔物の群れの中心に砂ぼこりが舞っていた。

　

「騒がしいな。俺のテリトリーで暴れているのは誰だ？」

　魔物の群れが一斉に道を開け、翼を生やしたタンクトップの暑苦しい魔物が近づいてくる。

「これは珍しい客だな。俺は北の魔王様直属の配下、ドードーだ。この辺り一帯の魔物を統括している。何をしに来たのかは後で聞くとして、
先
 ま

 ずは名乗って貰おうか」

　普通の人間なら泣き出してしまうほどの圧力を受け止め、堂々とアリスが答えた。

「アリスとセバスよ。向こうで武器を構えているのが、道具屋のハッタ」

「アリストセバスにハッタか……カッコいい名前じゃないか。それで、お嬢さんは？」

　……

　……

　アリストセバス？

　ボケたのだろうか？　それとも、暑苦しい見た目通りに脳みそまで筋肉なのだろうか？

「名乗らぬか……まあ良い。それで、何をしにここへ？」

「不思議の森へ行きたいだけなの。ここを通してくれる？」

「ダメだ。素直に通したら、魔王様に何を言われるか分からないからな。もっとも、人間どもの頼みなど聞くつもりも無い。諦めて帰れ。それが嫌なら俺と勝負だ」

「勝負？」

「あれを見ろ」

　ドードーの指差す先には、大木が雄大にそびえ立っている。

「あの大木まで走り、俺より早くゴール出来たらここを通してやろう。それとも、拳と拳で語り合うか？」

　自慢の筋肉を見せつけるドードー。自信に満ち溢れた顔がウザい。

「少々時間を頂けるかしら？」

「好きにしろ」

　ドードーから距離を取り、アリスを中心に作戦会議が進められた。

「予想以上に暑苦しい筋肉バカのようね。あんなのと普通に戦いたくないわ。ハッタ、倒してきなさい」

「嫌だよ。汗でヌルヌルしそうだしな。魔王を倒せるセバスさんなら楽勝だろ？」

「無理です。触れたくないですから。視界に入るだけで不愉快です」

　誰も戦おうとしない。強そうだからではなく、暑苦しいから。

「じゃあ、短距離走で勝つしかないわね。セバス、勝てるかしら？」

「このまま勝負すれば勝つ可能性は低いでしょう。あの自信と魔力を見る限り、百メートルを五秒で走るという噂は真実だったと思われます」

「ハッタの道具を使ってもダメなの？」

　ハッタの履く超加速ブーツに視線が集まった。見た目は羽飾りの付いた普通のブーツだ。

「ハッタ様、超加速ブーツの性能を教えて頂けますか？」

「簡単に言えば、倍の速さで走れるブーツさ。スイッチを入れるだけで誰でも使える。メチャクチャ疲れるけど、短距離走くらいなら問題無いよ」

「では、百メートルのタイムを教えて下さい」

「十二秒台で走れるぜ」

「つまり、ハッタ様が超加速ブーツを使っても勝てませんね」

　ドードーの噂が本当ならば、たとえ超加速ブーツを使用しても、もともと百メートルを十秒以内で走れなければ勝ち目はない。

「どんな手を使っても構わないわ。セバス、勝てる作戦を出しなさい」

　勝ち目のない状況かと思われたが、取り乱さず冷静に頭を下げた。

「お任せ下さい」

　作戦会議が終わり、セバスがドードーと交渉する。

「作戦会議は終わったのか？　三人
纏
 まと

 めて走ってもいいぞ。誰か一人でも俺より速く走る事が出来れば通してやる」

「ありがとうございます。もう一つ、お願いをしても宜しいでしょうか？　スタートの合図は私にやらせて貰えませんか？」

「合図？　構わんよ」

「では、少々お待ち下さい」

　ハッタをスタートラインに立たせ、その後ろにアリスを配置した。そして、アリスに手鏡を握らせる。

「こちらの準備は整いました」

「よし、いつでも好きな時に合図しろ」

　セバス以外は何をしているのか分からない、悪魔の作戦が実行されようとしていた。

　

「ハッタ様、超加速ブーツのスイッチを入れて下さい」

「入れたぜ」

「では、アリス様。手鏡でお顔の確認をして下さい」

「顔？　何か付いてるの？」

　手鏡を覗き込むと、ハッタの描いたラクガキのヒゲが映し出された。

　プルプルと震え、鏡が割れて飛び散り、黒いオーラがアリスを包み込む。

　
禍々
 まがまが

 しいオーラに気付いたハッタが振り返った。

「殺す……殺す……殺す……殺す……殺す……殺す……」

「ちょっ、ちょっと待っ……」

　一触即発の二人を無視して、セバスが声を上げる。

「スタート！」

　勢いよくドードーが駆け出した。

　少し遅れてハッタも飛び出す。

「ウワァァァァァ！」

　そして、あっという間にドードーを追い抜いた。

　しかし、追走するアリスは離せない。

「許さない……許さない……許さない……許さない……」

「助けてくれーーー！」

　限界を超えた脚力を見せ、超加速ブーツの効果も加えているのに振り切れないハッタ。ヒールで追い掛けるアリスの速さは、神の領域と言っても過言ではない。

　二人はゴールの大木で止まらず、地平線の彼方へと消えて行った。

「おっ、お前たち……本当に人間なのか？　ヒゲのお嬢さんなんて、悪魔の様な顔をしてたぞ」

　呆気に取られたドードーが呟くと、セバスは優しい瞳を見せる。

「さあ？　私にも分かりません」

　こいつが一番怖い。

　ドードーは腰を抜かし、ガタガタと震えていた。

　

　三十分後。

　アリスがハッタの足を掴み、引きずりながら戻って来た。

「勘弁して下さい……勘弁して下さい……」

　うわ言を繰り返すハッタ。意識は無い様だ。

　ボロ雑巾となったハッタを馬車の荷台にぶち込む。

　アリスはヒゲのラクガキを消して、身なりを整えた。

「さてと……通っても良いかしら？」

「勿論だ。それと、一つ教えてやろう。魔王様直属の配下には可愛らしい少年のような姿をした魔物がいる。チェシャという魔物なのだが、見た目に騙されるな。出会ってしまったら、とにかく逃げるんだ。チェシャは亜空間を自由自在に作り出す。二度と出られない空間へ引き込まれてしまうぞ」

「亜空間？　面白そうね。では、ごきげんよう……」

　こうして、不思議の森を目指して再び動き始める。

　ドードーの支配する魔物は大人しくなり、
暫
 しばら

 くは何事も無く馬車を進められた。

　アリスは優雅に紅茶を楽しむ。

　ドードーとの勝負は圧勝に終わり
順
 じゆん

 
風
 ぷう

 
満
 まん

 
帆
 ぱん

 ……に見えたが、ハッタは瀕死の重傷を負っていた。

　

＊　＊　＊

　

　その頃、魔王にお姫様抱っこされていた兄のジーンは……

　

「もう逃げ出さないから、お姫さまだっこは止めてくれよう」

「フフッ、顔を真っ赤にして……可愛い姫だ」

「だから姫じゃないって！」

「安心しろ。命の限り、人間どもから守り抜くと誓おう」

「……えっ？」

　何故かキュンとした自分に絶望を覚えるジーン。

　しばらくして、ようやくお姫様だっこから解放された。

　用意されていた馬車に乗せられ、隣には魔王が座る。周りには屈強な魔物が配置されていて逃げ出せない。

　何も出来ず、魔王を見上げてみた。

　……風が強いのだろうか？　魔王の髪がボサボサだ。灰色でストレートの美しく長い髪が勿体無く感じる。

「魔王、ちょっといい？」

「何だ？　おい、髪を触るな」

「じっとしてよ。髪を整えてあげるから」

　手ぐしで髪を整え始めたジーンの顔が、魔王へと急接近した。

　魔王の鼓動が急激に加速する。

　何だ、この胸の高鳴りは!?


　我は魔王だぞ。人間の娘に恋などするはずが無い。子孫を残す為だけに
攫
 さら

 ったはずだ。

「ほらっ、カッコよくなった。身だしなみは大切だよ」

「……これなら、横にいても恥ずかしくないか？」

「えっ？」

　キョトンとした無防備で可愛い顔が、どんな激しい攻撃よりも鋭く胸を貫く。

　ジーンから目を逸らし、鼓動の高鳴りを必死に抑えようとする魔王。

　これが恋だとは、まだ気付かない……。





　

第二話　新たな仲間と亜空間の魔物

　

　アリスたちはヘイヤを仲間にする為、不思議の森へと馬車を進める。

「裏ルートで来れたから、もうすぐ着くな」

「ねえ、ハッタ。ヘイヤと入れ違いにならない？　もう、正規ルートで帰ってるとか」

「大丈夫だと思うよ。下手したら俺たちの方が早く着くかもな。あいつ、身体能力はゼロに近いだろ？」

「言われてみれば、そうね」

　瀕死の重傷を負っていたハッタも道具で回復し、順調に不思議の森の入口へと辿り着いた。

　馬車を降りてすぐ、セバスが何かに気付く。

「ハッタ様、ここに足跡があります」

「この大きさはヘイヤだな。まあ、こんなところに足を踏み入れる奴なんてそうそういないだろうけど」

「足跡は一つで、森の奥に向かって付いています。まだ中にいるのでしょう」

「よし、行ってみよう」

　足跡を辿って森の中を進む。すると、どこからか楽しそうな笑い声が聞こえてきた。近くを確認し、アリスが何かを見つけて固まる。

「アリス、見つけたのか？」

「見ない方がいいわ」

　何を言ってるのか分からず、アリスの視線を追うセバスとハッタ。

　そして、二人も動きを止めた。

　

「ふふっ……ふふふっ……そうなの？　リスさんは毎日が楽しいんだ？　えっ、私？　私はちょっと大変かな。でも、大丈夫。ほらっ、小鳥さんの歌声が聞こえるでしょ？　みんなが頑張れって励ましてくれるの。あっ、タヌキさんも心配して来てくれたのね。ふふっ、じゃあ……私の愛の魔法で、みんなをもっと幸せにしちゃおうかな？」

　……

　……

　シンプルなワンピースにフード付きのローブを
纏
 まと

 う、ふわふわボブの髪を舞わせた可愛らしい少女が動物に話し掛けている。
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　どうしよう？

　誰も身動きが取れない。

　森の精霊？　人間の姿に化けた魔物？

　見た目はアリスたちの良く知る人物だが、ヘイヤだと判断して良いのだろうか？

「あっ、リスさん待って……えっ？」

　こっちに来てしまった。

「おっ、おっ、おに……」

「よう、ヘイヤ」

「お兄ちゃん!?
 　それに、アリスちゃんとセバスさんまで!?
 」

　……

　……

「ヘイヤ、大丈夫よ。あなたがリスと友達だなんて知らないわ」

「そうだぞ、ヘイヤ。鳥の歌声がどうとかって、俺は何も聞いてないからな」

「その通りです、ヘイヤ様。愛の魔法というものを見てみたいと思いましたが、忘れますので問題ありません」

　……

　……

「いっ、いっ、嫌ーーー!!
 」

　ヘイヤは顔を真っ赤にして、全力で逃げ出した。

　しかし、残念ながら身体能力はゼロに近い。

　あっと言う間に、アリスに捕まってしまった。

「落ち着きなさい、ヘイヤ」

「放して、放してよ！」

「何をそんなに嫌がってるの？」

　それを聞くのか？

　アリスの無神経さを肌で感じ、ハッタの背中に冷たいものが走った。

　

「ぐすっ……もう逃げないから放して……」

　観念したヘイヤは涙目で訴える。

「聖水は手に入れたのよね？　とりあえず、馬車まで戻りましょう。話はその後よ」

　また逃げ出さないように、三人はヘイヤを囲みながら馬車まで戻った。

「うっ……ぐすっ……」

　まだ泣いている。

　さすがのアリスも可哀想だと感じ、セバスにティータイムの用意をさせた。

　紅茶を口にしたヘイヤの顔が、みるみる穏やかになっていく。

「あっ、美味しい。さすが、セバスさんですね」

「光栄です。ヘイヤ様に合う紅茶をご用意させて頂きました」

「ありがとうございます。それで、アリスちゃんたちは何でここにいるの？」

　本当は先ほど見たことを追及したかったが、また泣かれては困るので本題を切り出す。

「魔王軍が私を連れ去るって噂は聞いたかしら？」

「知ってるよ。でも、来なかったんでしょ？　アリスちゃんはここにいるし」

「それが、ちゃんと来たのよ。でも、間違えて兄上を
攫
 さら

 って行ったわ」

「ジーンさんが!?
 　大変、早く助けにいかないと」

「兄上なんてどうでもいいのよ。そんな事より、私を連れ去ろうとしなかったのが許せない」

　どうでもいい……ハッタと同じく、ヘイヤもジーンを不憫に思い、憐れみの表情を浮かべた。

「じゃあ、どうするの？」

「魔王をぶっ飛ばす。セバスが一対一の状況なら勝てるって言うの」

「一対一？　魔王のそばには魔物の親衛隊がいると思うけど……」

「作戦は考えてあるわ。まずは魔王の城に忍び込んで爆弾を仕掛けるのよ。数ヵ所に仕掛けたら一気に爆発させる。魔王の手下は何事かと調べに向かうはず。その隙を突いて、一気に中央突破する。後はセバスが魔王に近づいたタイミングで、ヘイヤが結界石を使用するの。結界石で閉じ込めちゃえば、誰もセバスと魔王の邪魔は出来ない」

　……

　……

「なんで私が!?
 」

　突然振られたヘイヤは、驚き過ぎて声が裏返った。

「ヘイヤしか出来ないだろ？」

「お兄ちゃん!?
 」

「結界石を発動させる為には癒しの魔力が必要だ。アリスと俺は魔法が使えないし、セバスさんも攻撃魔法しか使えない。お前しかいないんだよ」

「そうだけど……って、私が発動させたら、私も結界の中に入っちゃうじゃないの」

「隅っこで丸くなればいいんだよ。後はセバスさんが助けてくれるさ。ねっ、セバスさん？」

「……」

　セバスは無言で紅茶を飲む。

　我関せずだ。

「お兄ちゃん？」

「ハハッ、まあ気にするな。ほらっ、お守りをやるよ」

「お守り？　魔除けの護符とか貰っても魔王には……」

　ハッタから受け取ったお守りには、金運アップと書かれていた。

「これで、どうしろと!?
 」

　取り乱すヘイヤに、アリスは無機質な笑みを見せる。

「ヘイヤ、腹を括りなさい。既にハッタは報酬を受け取ってしまったのよ」

　誰が一番被害を受けているのか？　それは確実にヘイヤだろう。

　セバスはアリスの命を守るのが仕事。ハッタも報酬を受け取っている。

　だが、ヘイヤにはアリスを助ける理由など何一つ無かった。

　まさに、触らぬ神に祟りなし。

「ううっ……ううっ……」

「私が見た魔王は、弱々しい女の子に手をあげる様な奴じゃなかったわ。ダカラ、アンシンシテ」

　安心できる訳が無い。完全に棒読みで他人事だ。

「これで魔王は倒せるとして、魔王の城までの道程が心配ね。セバス、魔王の城は遠いんでしょ？」

「不思議の国を出て、幻獣の国を通り北へ進めば、その先に魔王の城があります。行く手を阻まれなければ数日で着くでしょう。しかし、そう簡単には……」

「そうよね……よし、ハッタ」

「なんだ？」

「空を飛ぶ道具を出しなさい」

　……

　……

「ある訳無いだろ！　そんな物があったら、馬車なんて走らせてねーよ」

「使えないわね。では、ヘイヤ」

「はいっ」

「透明になれる魔法をお願い」

「出来ないですぅ」

「二人とも使えないわね。これでは、報酬の見直しも考えなくちゃいけないわ」

　こいつ、報酬を値切ろうとしているのか？　それとも、やる気を出させて自分は何もしないつもりなのか？

　ハッタとヘイヤは沈黙し、聞かなかった事にした。

　

「あっ、そうだ。お兄ちゃん、言い忘れてたけど……聖水はすぐには使えないよ」

「言われてみればそうだな」

「使えない？　ハッタ、どういうこと？」

「このままじゃあ、ただの水ってことさ。ヘイヤが魔力を注入してから一ヶ月くらいで聖水の効果が出るんだ」

「そんなに待てないわ。何か手はないの？」

「うーん……」

　ハッタは
怪
 け

 
訝
 げん

 そうな顔をして答えた。

「ここから東に行くと小屋がある。そこにいる白うさぎが時を操る懐中時計を持っているんだ。ちょっと面倒くさい奴だから、出来れば会いたくないんだけど……」

「なるほど。ディナーはうさぎの丸焼きと言いたいのね」

　……

　……

「お前、わざと言ってるだろ!?
 」

「うさぎ鍋の方が良かった？」

「食うことから離れろ！」

「お兄ちゃん、落ち着いて。アリスちゃんだって冗談を言ってるだけで、本当に食べる気なんて無いよ。白うさぎさんは私の友達だから、きっとお願いを聞いてくれるはず。とりあえず行ってみましょ」

　ヘイヤが
仲
 ちゆう

 
裁
 さい

 し、白うさぎに会うべく馬車を進める。

　
手
 た

 
綱
 づな

 を握るセバスの横には、何故か鍋とフライパンが用意されていた。

　

「白うさぎがまともに話をきいてくれるかなあ……ん？　あれは、魔物か!?
 」

　当たり前だが、移動中はじっとしている時より魔物に襲われる確率が高い。

　ドードーの支配する地域を抜け、アリスたちは再び魔物の攻撃を受け始めた。

　だが、ハッタとセバスは余裕で魔物を
退
 しりぞ

 ける。

「ヘイヤ、素早さを上げてくれ」

「分かった」

「ヘイヤ様、攻撃力強化をお願いします」

「はい」

　ヘイヤを仲間にして補助魔法の効果を得られるようになり、魔物とのバトルも優位に進められているようだ。

「ヘイヤ、口内炎が出来てしまったわ」

「すぐに治すね」

「ヘイヤ、虫に刺されて痒いの」

「任せて」

　しかし、アリスだけは癒しの力を間違った方向に使っている。

「まだ着かないの？　暇だから、ちょっと仮眠を取るわ。着いたら起こして」

「分かったけど、こんな状況で寝れるの？」

　ヘイヤは首を
傾
 かし

 げるが……

「……」

　既に寝ていた。

「お兄ちゃん、アリスちゃんは相変わらずだね」

「こいつほどマイペースな生き物は世の中にいないよ。あっ、そうだ。いくら爆睡してるからって、顔にラクガキするなよ。死ぬほど怖い目に遭うからな」

「ラクガキしたんだ……」

　鬼気迫る表情の兄を見ると、それ以上は怖くて何も聞けない。

「ハッタ様、小屋が見えてきました」

「おお、あれだ。小屋の中にいるかな？」

　小屋の前に馬車を止め、中を覗き込む。

「誰もいないな」

「ハッタ様、あそこに何かいます」

　辺りを見渡すと、地面をスコップで掘り返す白うさぎがいた。

　土の中に種を植え、首にぶら下げていた懐中時計のスイッチを押す。すると、見る見るうちに美味しそうな果物のなる木へと成長した。

「くっ……届かないだと？」

　残念ながら、白うさぎがジャンプしても果物は採れない。

「おい、白うさぎ。お前は木登り出来ないんだから、もっと違うものを成長させろよ」

「ハッタじゃないか。久しぶりだな」

「こんにちは、白うさぎさん」

「へっ、へっ、ヘイヤちゃん!?
 」

　ハッタの陰からヘイヤが飛び出すと、白うさぎの態度が一変した。顔を真っ赤にして、モジモジしている。

「いやあ……ヘイヤちゃんに会えるなんて素晴らしい日だ。ハッタ、ご苦労。もう帰ってもいいぞ」

「なんで帰らないといけないんだよ。お前に頼みがあって来たんだ」

「頼み？」

「この聖水の時間を一ヵ月ほど先まで進めてくれないか？　ヘイヤの注入した魔力が浸透するのに、それくらいかかるんだ」

「いいよ。金貨五千枚ね」

　ハッタの眉間にしわが寄った。

「五千枚なんて無理に決まってるだろ。あの果物を採ってやるから早くしろよ」

「払えないなら帰りな。僕は忙しいんだ。お腹を満たしたら、赤の女王のところへ行くからね」

「赤の女王？　それって、トランプの国のか？」

「そうだよ。色々あって協力することになったんだ。だから、ハッタに構ってる暇なんてないのさ。でも……ヘイヤちゃんがギュッって抱きしめてくれるなら考えてもいいよ。ホッペにチューも忘れないでね」

　キラキラとした瞳でヘイヤを見つめる白うさぎ。

「私が？　えっと、その……嫌です」

「なっ、何ですと!?
 」

「だって……白うさぎさんは、ただの知り合いだし……」

　友達から知り合いに降格している。よほど嫌だったのだろう。

「くそっ、くそっ！　もういいよ。僕は赤の女王の下へ行くから……うわっ!?
 　誰だ、僕の耳を持つ奴は！」

　走り去ろうとした白うさぎの耳を、目を覚ましたアリスが掴んでいた。

　

「こんなところに食材がいたわ」

「食材!?
 　おっ、お前は誰だ!?
 」

「アリスよ。この国を代表する可憐で美しい姫なのに知らないの？　まあいいわ。それより、喋るうさぎって珍しいわね。魔物かしら？　セバス、火の準備をよろしく」

「了解しました」

　驚くほどの速さで調理準備をしている。執事の鏡と言いたいところだが、今は恐怖でしかない。

　焦った白うさぎは、ヘイヤに助けを求めた。

「ヘイヤちゃん、助けて！」

「アリスちゃん、その子が時を操る白うさぎさんだよ。聖水の時間を早める事が出来るの」

「この食材が？　そういえば、懐中時計を持ってるわね」

　首にかかっている懐中時計を無理やり外そうとした。だが、取れない。

「痛たたたた！　これは僕と同化してる激レアアイテムなんだよ。外せないし、僕しか使えないんだ！」

「なるほど。呪われてるのね」

「呪われてないよ!?
 」

「とにかく、聖水をすぐ使えるようにしなさい。早くしないと丸焼きにするわ。言うことを聞いてくれたら、うさぎ鍋で勘弁してあげる」

「食べられる未来しか無いんだけど!?
 」

　さすがに可哀想すぎる。ほんの少し前までは怒っていたハッタも、白うさぎを友達から知り合いに降格させたヘイヤも同情し始めていた。

「アリス、それくらいで許してやれよ」

「そうだよ、アリスちゃん。聖水が使えるようになればいいでしょ？」

「仕方が無いわね。さっさとやりなさい」

「分かったから、放してくれよ。それと、何か食べさせてくれない？　お腹が空いちゃって……あの木になってる果物でいいからさ」

「お腹が空いたのね。だったら、これをどうぞ」

　アリスの差し出したお皿には、美味しそうなサンドウィッチが載っている。

「いいの？　じゃあ、遠慮なく……まずっ！　これ、何なの!?
 」

「キノコの形をした魔物のサンドウィッチよ」

「変な物を食べさせないで！」

　このままでは命に関わる……そう感じた白うさぎは、観念して聖水の時間を早める事にした。

　

　白うさぎが聖水を受け取り、懐中時計のボタンを押す。

　無色だった聖水は、薄い青みを帯びた神秘的な液体へと変化した。

「これでいいだろ？　僕はトランプの国に行くから、もう邪魔はしないでくれ。早く行かないと赤の女王に怒られちゃうよ」

「待ちなさい。トランプの国と言えば、不思議の国と友好関係を結んでいる隣国よ。赤の女王と白の女王が治めている、スイーツが美味しい平和な国のはず……何かあったの？」

「スイーツに問題があるのさ。赤の女王は、おやつの時間にタルトを食べるのが日課になってるんだ。そのタルトが盗まれ続けているらしい。気が付いたら無くなっていて、犯人も捕まらない。そこで、僕の出番。この懐中時計で色々な時間を巻き戻して、犯人を見つけてくれってお願いされたんだよ」

「盗まれるほど美味しいタルトなのかしら？　セバス、私も食べてみたいわ。魔王をぶっ飛ばしたら、帰りにトランプの国へ寄りましょう」

「
仰
 おお

 せのままに」

　魔王をぶっ飛ばす……そう聞こえたが、白うさぎは聞かなかった事にする。これ以上、こいつらに巻き込まれては敵わない。そう思いながら、そっと駆け出す。

　この時は、後にトランプの国で再会することになるとは思ってもみなかった。

　

　白うさぎが姿を消してしまったので、アリスたちは魔王の城へと向かって馬車を進める。

「日が暮れてきました。近くの町で休みましょう」

　セバスの提案により、山の
麓
 ふもと

 にある町へと立ち寄った。

　宿に馬車を預け、四人は当てもなく町を散策する。

「腹減ったなあ。何か食べようぜ」

「ハッタ、お腹が空いたの？　それなら……」

「待て。お前の持っている怪しい食い物はいらない」

「大丈夫よ。タマネギだから」

　アリスの手にはタマネギが握られていた。

「タマネギなんていらねえよ！　どこから持ってきたんだ？　それに、タマネギをそのまま喰う奴なんて……ん？」

　よく見ると、小さなタマネギはプルプルと震えている。

　……

　……

「魔物じゃねえか！」

「美味しそうでしょ？」

「キノコの時と一緒だろ!?
 　タマネギじゃなくて、タマネギの形をした魔物だよ！　早く自然に帰せ！」

「ハッタは好き嫌いの多いお子様ね。ヘイヤ、あなたにあげるわ」

「……」

　どうしよう？

　つぶらな瞳で見つめてくる。

「タマちゃん、今のうちに……」

　ヘイヤは隙をみて、タマネギの魔物を自然に帰した。

　

「ようやく飯にありつけるぜ」

　酒場を見つけたハッタは勢いよく駆け込み、アリスたちも続く。

　幼い頃から城を抜け出し、ハッタやヘイヤと共に冒険していたアリスも慣れているようだ。当たり前のように食事を注文する姿は、ドレスを着ていても姫とは思えない。

「しかし、よく城を抜け出せたな。ジーンが
攫
 さら

 われてパニックだったんだろ？　その隙に抜け出して来たのか？」

「そうよ。替え玉も用意したから、しばらくは気付かないはず。でも、一週間から十日が限界ね。昔は簡単に抜け出せたんだけど、今は警備が厳しくなったから難しいわ」

　平和な国のはずなのに、警備が厳しくなった……それは、アリスに問題がある。横にいたヘイヤはそう思ったが、声には出さず言葉を飲み込んだ。

「そうだよな。色々あったけど、懐かしい思い出だ。アリスに崖から突き落とされたり、川に流されたり、壁に激突したり、黒焦げになったり……うっ！」

　話しながら、ハッタは吐き気を催した。本当にろくな事が無かったのだろう。

「ねえ、アリスちゃん。魔王を倒すのは分かったけど、ジーンさんも助け出すのよね？」

「どうしようか考えてるの。兄上が秘術で女にされて魔王と結婚すれば、王座は私のものになるし魔王軍とも太いパイプが出来るわ。でも、兄上が私よりも可愛いって認めた事になるでしょ？　それが許せないから困っているのよ」

　……聞かなければ良かった。ハッタに続き、ヘイヤも黙って食事を取り始める。

「まあ、まずは魔王を一発殴ってからね。頼りにしてるわよ、セバス」

「結構です」

「聞こえないわ。何て言ったの？」

「お任せ下さいと言いました」

　二人の茶番は終わりが見えない……そう感じる、ハッタとヘイヤだった。

　

　宿屋に泊まり一夜明け、気力と体力が充実した状態で町を出る。

　目指すは魔王の城。気を引き締め、魔物とのバトルに備えながら馬車を進めた。だが、途中で気が抜けてしまうほど何も現れない。

「ハッタ、魔物が
殆
 ほとん

 ど見当たらないわ」

「そうだな。楽だけど、何だか怪しい雰囲気だ。いくら何でも魔物が少なすぎる」

「こいつは捕まえたけどね」

　アリスの手の中で、自然に帰したはずのタマネギの形をした魔物がプルプルと震えていた。

「またかよ！」

「馬車に隠れていたのよ。ヘイヤにあげるわ」

　ヘイヤはタマネギの魔物をじっと見つめる。

「お兄ちゃん、この魔物……何かに怯えてる」

「怯えてる？　プルプルしてるだけだろ？」

「魔力の波動が揺らいでいるの。アリスちゃん、他に魔物はいなかった？」

「タマネギしかいなかったわ」

　異様な空気が流れる中、セバスが急に馬車を止めた。

「アリス様、先ほどから同じ場所をぐるぐると回っているようです」

　タマネギの魔物を持ったまま、ヘイヤは馬車を飛び出して見渡す。

「やっぱり……」

「ヘイヤ、どうしたの？」

「アリスちゃん、おかしいよ。魔物どころか、鳥や虫の鳴き声も聞こえない。魔物が少ないんじゃなくて、いないの。この子は帰る場所が分からなくて、ついて来ちゃっただけみたい」

「つまり、私たちしかいないってこと？」

　改めて確認すると何の変哲もない草原だが、ヘイヤの言う通り物音一つ聞こえてこなかった。

「アリス様、あれを」

　セバスの視線の先を追う。

　そこには、ネコミミフードを被った、短パン姿の可愛らしい美少年が踊っていた。

　

「セバス、あれはドードーが言ってたチェシャじゃない？」

「恐らく」

「ドードーが言ってたって何だよ。俺は聞いてないぜ」

「あなたは気絶してたからね。亜空間を操るチェシャって魔物には近づくな。二度と出られない空間へ引きずり込まれてしまう……そう言われたの」

　楽しそうに踊っている姿が、余計に恐怖を誘う。

「私より幼く見えるわね……出番よ、ヘイヤ」

「!?
 」

　またしても不意を突かれたヘイヤは、
唾
 つば

 が気管に入ってむせた。

「けほっ……けほっ……なっ、なんで私なの!?
 」

「子供には子供よね？」

「アリスちゃんも私と同じ歳でしょ？」

「ヘイヤの方が子供っぽいわ」

「うっ……」

　アリスが少しだけ膨らんだ胸を強調する。ヘイヤは自分のペッタンコな胸を見つめて言葉に詰まり、深いため息を吐いた。

「亜空間を操るなんて、私にはどうしていいか分からないよ」

「そうよね。セバスは分かる？」

「分かりません。チェシャを捕まえて聞くのが早そうですね。ハッタ様、何か道具はありますか？」

「魔物用の捕獲網とかロープならあるぜ。おっ？　あいつ、こっちに来るぞ」

　魔物はアリスたちの顔を一通り確認して、無邪気な笑顔を見せる。

「やあ、僕はチェシャ。君たちは誰？」

「アリスよ。ここを通りたいの」

「やっぱり、君がアリスか。噂で聞いたんだけど、ドードーを倒したんだよね。それで……」

　チェシャは姿を消し、いきなり目の前に現れた。

「わっ！　……あれっ？　驚かないね」

　アリスは全く動じない。

「あはは。君たち、面白いよ。ねえ、僕と遊ばない？」

「あなたと遊んでる暇は無いわ」

「そんな事を言わないでさ。気づいてるかも知れないけど、ここは亜空間になってるんだ。元の世界に戻りたければ、僕を捕まえて……」

　話し終える前に、アリスが素早くチェシャへと手を伸ばした。

「うわっ!?
 　驚いたなあ……凄い反射神経だね」

　しかし、姿を消したチェシャは捕まらない。

　

「……チッ」

　おどけて見せる姿は余裕を感じられ、アリスは無意識に舌打ちをした。

「制限時間は無いよ。僕を捕まえるか、諦めるか、好きにしてね」

「諦めたら亜空間から抜け出せないんだろ？　俺たちに任せな」

　ハッタとヘイヤが道具や魔法を使い、必死になって追いかけ回す。

　しかし、捕まえるどころか触れる事すら出来ない。空間を移動しているのだろう。捕まえる寸前に姿を消し、気付けば別のところにいる為、どうにもならなかった。

「ほらっ、どうしたの？　もう終わりかい？」

　アリスは冷静に状況を分析して、セバスを近くに呼びつける。

「このままでは体力を失うだけよ。何か作戦を考えて」

「手段は？」

「選ばないわ」

「了解しました」

　軽く頭を下げると、セバスはおもむろに簡易テーブルと椅子を用意し、アリスとティータイムを始めてしまった。

「チェシャ様も休憩されませんか？　美味しいクッキーがありますよ」

「クッキー？　食べたい！」

　チェシャは椅子に座り、嬉しそうにクッキーを食べ始める。

　隙をついてハッタが覆い被さった。しかし、その瞬間だけ消えて捕まらない。

「無駄だよ。考えてから行動してる時点で、僕を捕まえるのは不可能なんだ」

　勝ち誇ったチェシャに苛立ちもせず、アリスとセバスはお茶会を楽しんだ。その異様な光景を、ハッタとヘイヤが怪訝な顔で見つめる。

　のんびりした空気が流れ、心に余裕が出来た状況でセバスが動いた。

「チェシャ様に質問しても宜しいですか？」

「質問？　何でも聞いてよ」

「好みの女性のタイプは？」

「大人しくて可愛い子だね。おっとりしてさ、控え目な子が好きなんだ」

「なるほど……」

　チェシャに話させている隙をついて、セバスはハッタとヘイヤを近くに呼んで耳打ちする。

「分かったよ」

「分かりました」

　ハッタはセバスの正面に座り、ヘイヤはチェシャの隣に座って紅茶を飲み始めた。

　油断させて捕獲するつもりなのだろうか？　セバスの真意を誰も読み取れない。

　

「チェシャ様、隣の女の子は好みですか？」

　満面の笑みでチェシャを見つめるヘイヤ。

「この子？　可愛いよね。僕のタイプさ」

　ちょっとだけ頬が赤く染まった。どうやら、まんざらでもない様だ。

　続けて、セバスがハッタに合図を送る。

「あっ、思い出した。魔王が姫を連れ去ったって話、チェシャは知ってるかい？」

「当たり前だよ。ついては行かなかったけど、僕は魔王様直属の配下だからね。あの国の姫は可愛いって噂だから、魔王様も気合が入ってたんだ」

　アリスのカップを持つ手が止まった。口角が上がり、表情も少しだけ緩む。

「それが、魔王は姫と間違えて兄を連れ去ったらしいぜ」

「兄を？　まさか、男と女を間違えはしないでしょ」

「本当だよ。その妹がここにいるからな」

　もう一度、ヘイヤはニッコリと笑った。

　チェシャはヘイヤをマジマジと見つめる。

「この子が姫なの？　こんなに可愛い子と間違えるなんて……」

「違う、違う。姫はあっちさ」

　ハッタに指差されたアリスは、カップを持つ手がプルプルと震えていた。

「あの子も可愛いじゃん。でも、目付きが悪いかな？　それに、殺気が……あれっ？　もしかして……男じゃないよね？」

　パリン……

　カップが音を立てて壊れた。

　アリスは黒いオーラを
纏
 まと

 い、チェシャへと近づいて行く。

　ハッタとヘイヤは勢いよく逃げ出した。

「どうしたの？　僕を捕まえるのかな？　たとえ男だったとしても……」

　アリスは無言でナイフを握り締め、ノーモーションでチェシャに突き刺そうとする。

「うわっ！」

　間一髪で姿を消し、チェシャが背後に回った。

　アリスの首だけがゆっくりと振り返る。

「怖っ！　えっ、姫なんだよね!?
 　本当に姫なんだよね!?
 」

「そうよ……だから刺されてちょうだい……」

「刺すの!?
 　捕まえるんでしょ!?
 」

　恐怖のあまり、チェシャは姿を消す。

　……

　……

「……そこっ！」

　姿を現すと、先回りしていたアリスに首を掴まれた。

「なんで僕の位置が分かったの!?
 　野生の勘!?
 」

「さあ、どう料理してやろうかしら……」

　このままでは殺される。そう感じたチェシャは無理やり腕を解き、姿を消して遠くに離れた。

「あらっ、ごきげんよう」

「ぎゃーーー！」

　姿を現すと、必ず目の前にアリスがいる。完全にホラーだ。

「僕の負けだよ！　助けてくれ！」

「……聞こえないわ」

　追い詰められるチェシャ。我関せずのセバスは見向きもしない。

　恐怖で声を出せないハッタとヘイヤは、涙目でチェシャを助けてくれと訴えた。悪ノリした二人もアリスの変貌ぶりに驚き、自責の念に駆られたのだろう。

「やれやれ、仕方が無いですね」

　セバスがアリスを抱きしめ、甘い声で囁く。

「チェシャ様も、アリス様を可愛いとおっしゃられていました。目元も凛々しく、優雅なオーラを感じられると……酷い事を言ったのは魔王です。アリス様は誰よりも美しい……」

　どす黒いオーラが少しずつしぼんでいき、アリスは落ち着きを取り戻した。

「それならそうと、早く言いなさいよ」

　アリスが可愛らしく微笑む。その笑顔はジーンに匹敵する可愛らしさなのだが、今はただ怖い。

「元の世界に戻してくれる？」

「今すぐに！」

　亜空間が解除され、アリスたちは元の世界に戻る事が出来た。

　しかし、ハッタとヘイヤ、それにチェシャは腰を抜かして動けない。

「ハッタ、ヘイヤ、何をのんびり座っているの？　行くわよ……あっ、そうだ。チェシャに聞きたい事があるの。魔王の城まで早く着く道を教えて」

「魔王様の城へ？　分かったから、睨まないでよ。えっと、幻覚の峠を越えて行くのが早いかな。でも、その名の通り幻覚を見せられる峠だから普通に進めないんだ。赤の女王が持ってる、ジャバウォックの詩っていう魔法書があれば通れるよ。それで、二日は短縮できるはず」

「赤の女王ね……ありがとう。セバス、トランプの国へ行くわよ」

「了解しました。では、進路を北から北西に変更します」

　

　セバスは進路を変え、北西にあるトランプの国を目指す。

　アリスだけで魔王を倒せるのでは？　そんな疑問が浮かび上がるハッタとヘイヤ。しかし、決して口にする事は無かった。

　

＊　＊　＊

　

　その頃、魔王に連れ去られた兄のジーンは……

「これが、魔王の城？」

　最短距離を進み、魔王の城へと辿り着いていた。

「すごーい！　魔王の城って、もっとジメジメした暗いところを想像してたよ。外は怖いけど、中は豪華で綺麗だね」

　予想とは違った煌びやかな豪邸に目を輝かせる。

「お気に召されたようだな、姫よ」

「だから、姫じゃないって……」

　魔王は飾られていた金色に光る鳥の彫刻を手に取り、ジーンに渡した。

　指先が触れ、少しだけドキドキしてしまう。

「かつて勇者一行を苦しめた伝説の魔物がモチーフとなっている。黄金の輝きに相応しい魔物だったよ」

「カッコいいね」

「欲しければくれてやる」

「ほんとっ!?
 　えへへ……嬉しいなあ……」

　弾ける笑顔が魔王の心を魅了した。

「ありがとう。大切にするね」

「我もジーンを大切にすると誓おう……」

「えっ？」

　ジーンもハッとして、顔を真っ赤に染めながら
俯
 うつむ

 く。

　相手が男だと気付かず、甘い言葉を口走ってしまった魔王。

　自分が男であることを忘れ、女らしい仕草を見せてしまったジーン。

　着実に二人の黒歴史が積み重ねられていく。

「さあ、城の中を案内しよう」

　魔王の後ろについて、有名な絵画が飾られている廊下を歩いた。

「僕でも知ってるくらいの有名な絵ばかりだけど……もしかして、全部本物なの？」

「当たり前だ。本物の輝きこそ我に相応しい」

「もう少しだけ……見ていたいな……」

「好きにしろ」

　心揺さぶる絵画に魅了され、ジーンは壁際で呆然とする。

　すると、絵画の上に設置されている古びた照明が落下した。

「うわっ！」

「危ない！」

　魔王は勢いよく飛び込み、ジーンに当たる寸前で照明を弾き飛ばす。

　バランスを崩して壁に手をつく魔王。その腕の中には頬を染めるジーン。

　奇跡が生んだ、壁……ドーン！

「ジーン、怪我は無いか？」

「えっ、いやっ、その……大丈夫……だよ……」

　心配そうに覗き込む魔王の顔を直視できない。

　やめろ、やめてくれ、僕は男なんだ。

　胸の高鳴りが加速する。

　恥ずかしくて顔を上げられないジーンは、魔王のイケメンな魅力に悶え苦しんでいた。





　

第三話　トランプの国へ

　

　トランプの国を目指して、アリスたちは軽快に馬車を進める。

「この辺りは魔物が弱いから楽勝だな」

　ハッタ一人でも魔物とのバトルは問題無いらしく、アリスとヘイヤは馬車の中で恋バナをしていた。

「アリスちゃんは好きな人いないの？」

「いないわ。そもそも、私に釣り合う人なんているのかしら？　ヘイヤは好きな人がいるの？」

「私は、みんな大好きだよ」

「ああ、そう言えば……リスやタヌキと愛を育むとか言ってたわね」

「言ってないよ！　愛の魔法で幸せにするって言っただけでしょ!?
 」

「そうだったかしら？」

　よく聞けば、恋バナかどうかも怪しい。

「白うさぎはどうなの？」

「白うさぎさんは、ただの知り合いだよ」

　みんな大好きだと言ったばかりなのに……白うさぎが少しだけ哀れだ。

　魔物の襲撃も収まり、のんびりとした雰囲気の中、セバスが急に馬車を止めた。

「アリス様、見覚えのある男が道を塞いでいます」

「見覚えのある？　あら、セバスの苦手な赤の騎士じゃない」

　アリスは馬車を降りて赤の騎士、通称アカに歩み寄る。ハッタとヘイヤも興味本位で後を追いかけた。

「おお、これはアリス姫。相変わらずお美しい」

「ありがとう、アカ。あなたも元気そうで何よりだわ」

「セバスは馬車から降りて来ないのかい？　昔の戦友なのに冷たいなあ。あっ、もしかして……私の美しさに
目
 め

 
眩
 まい

 を覚えているのでは？　久しぶりだから仕方が無いな。ハーッハッハッハ！」

「あなたのそういうところが苦手らしいわよ」

　どうやら、白うさぎに続く強烈なキャラと出会ってしまったようだ。

「後ろの二人は誰だい？」

「仲間のハッタとヘイヤよ。城下町で道具屋を営んでる兄妹なの」

「ハッタだ、宜しくな」

「ヘイヤです。宜しくお願いします」

「私は赤の女王様に仕えている、赤の騎士だ。アカって気楽に呼んでくれ。言わなくても分かっているぞ。私の美しさについて聞きたいのだろう？　それを説明するには、神の子と呼ばれた私が産まれた頃から話さねばなるまい。それは、満月の光が照らす夜……」

　真っ赤な髪をかき上げながら、勝手に話し始めた。セバスが赤の騎士を苦手と言うのも納得出来る。

「アカは友達がいないのよ」

　それも、十分過ぎるほど納得出来る。

「こうして生を受けた可愛らしい男の子は……ん？　今、誰か友達になりたいって言ったかい？」

「言ってないわ。アカは友達がいないって言ったの」

「Ｗｈｙ!?
 　失礼な。私にだって友達はいるぞ。アリス姫、紹介しよう。心友のダンだ」

　アカの手の平で、ダンゴムシがモソモソと動いていた。ハッタとヘイヤは危険な奴だと本能で悟り、無意識であとずさる。

「あら、素敵なお友達ね。リスやタヌキが友達のヘイヤと一緒じゃない」

「一緒にしないで！」

　よほど嫌だったのだろう。興奮して一歩前に出てしまった為、ヘイヤはアカにロックオンされてしまった。

「確か、ヘイヤと言ったね。タマネギみたいな魔物も一緒にいるみたいだし、私たちは友達になれそうだな」

　結果、友達候補になっている。いつの間にか、ヘイヤの周りをタマネギの魔物がウロチョロしていて、言い訳もきかない。

　

「ところで、アカはここで何をしてるの？」

「赤の女王様からの指令でね。特別なお菓子の材料を調達してるんだ。その材料の一つ、驚くほどの甘さを誇る
紅
 べに
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 がこの先の広場で取れるのさ。アリス姫はどこへ行くんだい？」

「赤の女王のところへ行くのよ。ちょっと借りたい物があるの」

「赤の女王様のところへ？　今はタイミングが悪いぞ。タルトを盗んだ犯人捜しが行われているからな。城下町が封鎖されていて、中へ入るには色々とチェックを受けねばならない。最悪、一日から二日は野宿って事もあり得る」

　タルト事件は白うさぎから聞いていたが、思っていたより大事になっているようだ。

「困るわ。私たちは急いでいるの。アカ、どうにかならない？」

「私が紹介状を書いてもいい。でも、困った時はお互い様だろ？　だから、少しだけ協力して欲しいんだ。ちょっと厄介な魔物が紅芋の近くにいるから倒してくれないか？　すぐそこだから時間は取らせないよ」

「厄介な魔物って、あなたなら問題無いでしょ？　赤の女王も戦闘能力だけは褒めてたわよ。まあ、魔物を倒すのは別に構わないけど」

「戦闘能力だけはって酷いな。取り敢えず行ってみようか。あの魔物を見れば、何が厄介なのかはすぐに分かるはずだ」

　アカも一緒に馬車へと乗り込み、紅芋が取れる広場へと向かった。

　暫くすると、綺麗な花畑に着く。

「この花畑で紅芋が取れるのだが、あれを見てくれないか」

　花畑の中心で何か動いていた。馬車から降りて近づくと、ゼリー状の魔物が見て取れる。

「あっ、あれは!?
 　アリス、これ以上近づいちゃダメだ」

　ハッタが青ざめ、アリスたちを強引に止めた。

「ハッタ、どうしたの？」

「あいつは近づくと心を読み取るんだ。それで、心を読み取られた人の一番見たくない形に変形する。人は少なくても、一つや二つトラウマを抱えているだろ？　そんな弱みを攻撃してくる最悪の魔物だよ」

「トラウマ？　面白そうね」

「あっ、馬鹿！　何をする……」

　アリスはハッタの後ろへと回り、勢いよく背中を押す。

　不意を突かれたハッタは、魔物の近くへ飛ばされてしまった。

　すると、ゼリー状の魔物が姿を変える。

「ウワッ、待て、やめろ！」

　その姿は、ドードー戦で見せた黒いオーラを
纏
 まと

 うアリスだった。ハッタにとって、人生で一番のトラウマらしい。

「アカ、あの可愛らしい少女は誰？」

「アリス姫です」

「セバス、あの気品に溢れた少女は誰なの？」

「アリス様ですね。本物のアリス様に比べれば、多少輝きが少ない気もしますが」

　アリスを中心に、会話をしていなかったセバスとアカの心がシンクロする。だが、そんな事はどうでもよかった。

「お兄ちゃん!?
 」

　気絶してしまったハッタのもとへ、驚いたヘイヤが駆けつけた。すると、魔物が別の姿に変化していく。

　今度は、チェシャを追い詰めた時の黒いアリスだ。見た目はあまり変わらない。しかし、何故かナイフを手に持ち、不気味に微笑んでいる。

「アカ、あの美しい少女は誰？」

「勿論、アリス姫ですよ」

「セバス、あの優雅で可憐な少女は誰なの？」

「アリス様です。ですが、美しさは本物のアリス様に敵いませんね」

　この三人はまったく動じなかった。

　ハッタに続いてヘイヤも恐怖で気を失い、タマネギの魔物が心配して近寄る。

　ゼリー状の魔物は、またしても姿を変えた。

　よだれを垂らす、飢えたアリスだ。

　タマネギの魔物は恐怖でプルプル震えている。

　……

　……

　誰が近づいても、アリスにしか変身しない。トラウマとアリスはイコールなのか？　アカはそう考えたが、言葉にしなかった。

　そのまま様子を見ていると、ゼリー状の魔物は元の姿へ戻る。

　そして、気絶したハッタとヘイヤをペチペチ叩いた。

「アカ、あの魔物は何をしてるの？」

「あのように、気絶させてから攻撃するんだ。攻撃自体は弱いからダメージを受けないけど、気絶から回復した後の心のダメージが大きい。私の場合は怒り狂った時の赤の女王様だったよ」

「それは大変ね。さて、十分に楽しめた事だし……セバス、行くわよ。アカはここで待ちなさい」

　アリスとセバスは不用意に魔物へ近づいた。しかし、何故か魔物は姿を変えない。

　セバスが氷の魔法を使って凍らせ、アリスが抱えて遥か遠くへとぶん投げる。

　無敵に思われた魔物をあっさりと撃退してしまった。

「あの二人は……トラウマが無いのか……」

　その事実が一番恐ろしい。アリスとセバスを見ていると、普段は変人扱いされるアカがまともに見えてくるから不思議だ。

「ハッタ、ヘイヤ、起きなさい」

「……うーん……あれっ？　魔物は？」

「倒したわよ。さあ、紅芋を手に入れましょう」

　アリスたちは美味しそうな紅芋をたくさん手に入れた。

「せっかくだから、私たちも食べましょ。セバス、宜しくね」

　花畑から少しだけ離れ、セバスは焼き芋の準備を始める。トラウマで心を病んでいたハッタとヘイヤも、美味しそうな匂いで気持ちが落ち着いてきたようだ。

「焼けましたよ」

　熱々の焼き芋を口にして、アリスたちは至福の表情を浮かべる。でも、セバスだけは無表情で食べていた。

「セバス、相変わらず不愛想だな。アリス姫たちのように、嬉しそうな表情が出来ないのか？」

「出来ますよ」

　セバスは不敵に笑った。

「……違う」

「そんな事より、トランプの国へ入る紹介状を忘れないで下さいよ」

「ああ、すっかり忘れていた。アリス姫、紙とペンを借りるぞ」

　アカは紹介状を書き、その様子をアリスが横から眺める。セバスは火の後始末を行い、ハッタは膨れたお腹を撫でながら寝転がった。

　特にやる事の無いヘイヤは、タマネギの魔物と遊んでいる。

「ねえ、アリスちゃん。まだ休憩するなら、お花畑で遊んでもいいかな？」

「いいわよ。後で迎えに行くわ」

「ありがとう」

　ヘイヤは一人で花畑へと向かって駆け出した。

　

「やっぱり、綺麗なお花畑ね。あっ、ウサギさんがいる。アリスちゃんは当分来ないよね……」

　野生のウサギを見つけ、テンションが上がるヘイヤ。

　手でウサミミを作り、ぴょんぴょんと声に出しながらうさぎ跳びでついて行く。

「ぴょん、ぴょん、ぴょん。ウサギさん、待ってよ。ふふっ、私と一緒に遊びましょ？　あれっ？　キツネさんもいるのね。初めまして。あなたも一緒に遊ぼうよ。えっ？　友達を紹介してくれるの？　どんな友達かな……」

　……

　……

　……見上げた先には、アカがいた。

「あっ、あっ、あかっ、あかっ……」

「どうしたんだい？」

「何でここにいるの!?
 」

「君を呼びに来たんだよ。アリス姫の気が変わって、すぐに出発するから声を掛けてくれと頼まれたんだ」

「あっ、あの……見ました？」

「何を？　ああ、ウサギとキツネに話し掛けて、楽しそうにうさぎ跳びをしていた事かい？」

　全部見られていたらしい。

「おっ、お願いします！　全部忘れて下さい！」

「何で？　可愛いのに。私もよく虫に話し掛けるよ」

　一緒にしないで欲しい。でも、そんな事は言わず必死に懇願する。

「お願いします、忘れて下さい。お願いします、忘れて下さい。お願いします、忘れて……」

「うーん、そうだな……友達になってくれるのなら忘れよう」

　突然、究極の選択を迫られる。

　アリスとは仲が良さそうだけど、身分の違いから友達とは呼べないだろう。恐らく、了承すれば友達第一号だ。友達だと自慢されまくるのは正直
避
 さ

 けたい。

　しかし、ここを乗り切れば、アカと会う事はほとんど無いとも考えられる。

「……分かりました」

「おお、なんて素晴らしい日だ！　初めて人間の友達が出来た」

　やはり、友達第一号だった。

「月を眺めながら詩を作ったり、意味も無く夕日に向かって駆け出したり、雄大な海に叫んでもいいんだな」

　絶対に嫌だ。そもそも、それは友達とすることなのだろうか？　是非とも一人でやって欲しい。

「こうしてはいられない。アリス姫に宜しく伝えてくれ。私はこのまま次の材料を探しに向かう。任務が終わったら一緒に遊ぼう」

　アカは嬉しそうに去って行った。

　悪い人ではない。

　でも、出来れば二度と会いたくない。

　そんな願いを込め、ヘイヤは祈りながら見送った。

　

　進路を通常に戻し、アリスたちはトランプの国を目指す。

　いつも通り爆睡するアリス。

　タマネギの魔物をタマちゃんと呼んで、楽しそうに遊んでいるヘイヤ。

　本当に魔王を倒せるのだろうか？

　ハッタは深いため息を吐き、セバスに話し掛けた。

「セバスさんは魔王の城がどこにあるのか知ってるんだよね？」

「昔ですが、偶然近くを通り掛かった時に見つけました」

　美味しいランチが食べられる店を見つけたかのように、さらっと答える。

　魔王の城の近くを偶然通り掛かる状況って何だろう？　そう思ったが、これ以上聞くのをやめた。

「なあ、ヘイヤ。チェシャが言ってた、ジャバウォックの詩って魔法書の事は知ってるか？　どこかで聞いた記憶があるんだけど」

「ジャバウォックの詩は、
古
 いにしえ

 の魔法書の総称だよ。ジャバウォックっていう、昔いた大魔法使いが開発した魔法書だね」

「ああ、思い出した。古の魔法書は幾つもあって、それぞれに封印された魔法の使い方が書かれているんだよな。でも、使い方だけ知っても無駄だって聞いたような……」

「そう。魔法書自体が膨大な魔力を持っていて、その本自体が無いと魔法を発動出来ないの。様々な魔法があるけど、チェシャさんが言うには幻覚状態を解く魔法みたいだね。それなら、私も使えると思うよ。貴重なジャバウォックの詩を見れるなんて……ふふっ、ちょっと楽しみ」

「魔法書なら、私も持っています」

　いつもは自分から話さないセバスが、突然会話に参加してくる。

「えっ？　セバスさんも持ってるの？」

「本当ですか!?
 　見せて下さい」

　魔法の使えないハッタはそこまで興味はない様だが、ヘイヤは目をキラキラと輝かせていた。

　セバスは
懐
 ふところ

 から黒い色の本を取り出し、二人に渡す。

「どんな魔法なんですか？　セバスさんが持ってるって事は、やっぱり攻撃魔法？　それとも、召喚魔法？」

「卵を判別する魔法ですよ。触らずに、生卵かゆで卵かを判別出来ます」

　……

　……

　そんな
古
 いにしえ

 の魔法なんてあるはずが無い。そう思いながら本を広げると、本当に卵を判別する魔法が書かれていた。

　膨大な魔力を感じる分、余計に意味が分からない。

　恐らく一生使わないだろう……そう感じながら本を閉じ、ヘイヤはセバスに魔法書を返す。

「ジャバウォックって、何者なんだ？」

「私が知りたいよ……」

　心の声が漏れている。

「ハッタ様、ヘイヤ様、着きました。アリス様を起こして下さい」

「えっ？　あっ、本当だ」

　解ける事のない素朴な疑問を打ち消すかの様に、気が付けばトランプの国へと到着していた。

「お兄ちゃん。トランプの国って、トランプの兵隊さんがいるんだよね？」

「ああ、いるよ」

「可愛いのかなあ」

　メルヘンな想像をするヘイヤ。

　お気楽な気分のままアリスを起こし、城下町へ入ろうとする。しかし、数人の兵士たちに止められてしまった。

「待て。誰だか知らぬが、今は許可無き者を通す訳にはいかぬ」

「私たちは、怪しい者ではありません。こちらを……赤の騎士の書いた紹介状です」

「赤の騎士様？」

　セバスが紹介状を渡すと、確認した兵士たちは笑顔で頭を下げる。

「不思議の国の、アリス姫様御一行ですね。これは失礼しました。どうぞ、お入り下さい」

　偶然出会ったアカのお蔭で、アリスたちは無事に城下町へと入る事が出来た。

　

　宿に馬車を預け、城に向かって歩く。

「甘い匂いがするわね」

「アリスちゃん、ちょっとだけ食べてみない？」

　町中に甘い匂いが充満していて、ヘイヤは我慢出来ないらしい。

「そうしましょうか」

　目に付いた店へ入り、オススメされたタルトを注文した。

　
暫
 しばら

 くして、焼き立ての美味しそうなタルトが運ばれてくる。

「うん、美味しい。でも……盗まれるほど美味しいとは言えないわね」

　アリスが呟いていると、店主らしき人が声を掛けてきた。

「盗まれるほど美味しいって、女王様のタルトじゃないかい？」

「これは違うの？」

「女王様の食べるタルトは特別さ。あらゆる高級食材を使い、一流のシェフが作ってるからね。だから盗まれたんだろう。でも、参ったよ。そのせいで城に入れなくなっちゃったからな」

「城に入れない？」

「犯人が見つかるまでは、町だけじゃなく城も閉鎖するらしいんだ。入れるのは犯人捜しの協力者と容疑者だけ。城にお菓子を持って行けば、トランプの兵隊が買ってくれてたのに……商売にならないよ」

「白の女王は？　彼女がいれば、城を封鎖するなんてしないはずだわ。赤の女王に意見が出来るのは白の女王だけでしょ？」

「白の女王はだいぶ前に国を出たよ。赤の女王が政治の全てを行っているから、暇だったみたいだね。たまにフラッと帰ってくるけど、すぐにどこかへ出掛けてしまうんだ」

　赤の女王を止める者はおらず、犯人捜しは徹底的に行われているようだ。

　城に入れないとジャバウォックの詩の魔法書も手に入らない。

「アリス、どうする？　俺が城に忍び込もうか？」

「どこに保管してあるか目星がつかないから時間の無駄よ。とりあえず城へ行ってみましょう。私なら中へ入れてくれるかも知れない。ダメなら強行突破よ」

「よし、行こうぜ」

「あっ、お兄ちゃん。ちょっと待って」

「ヘイヤ、まだ食べてるのか？」

「タマちゃんが食べてるの」

　タマネギの魔物がタルトの欠片を美味しそうに食べている。

「……早く自然に帰せよ」

「帰しても戻って来ちゃうの」

「ハッタ、分かってあげなさい。ヘイヤは太らせてから食べるつもりなのよ」

　……

　……

「食べないよ！」

　アリスの眼光に怯え、タマネギの魔物はプルプルと震えていた。

　

　城まで移動すると、遠目でも大勢の兵士が見て取れる。

　
筋
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 の強そうな兵士が門を固めていて、とても中へは入れてくれそうにない。

「誰も城には入れるな。分かったか！」

「はい、兵士長殿！　ネズミ一匹通しません！」

「よし、その調子で門を見張れ。私はお前たちの事を信じているぞ」

「光栄であります！」

　ドードーを思い出すほど暑苦しい兵隊たちだ。

「本当に城へ入れないんだな。ん？　どうした、ヘイヤ」

「お兄ちゃん……トランプの兵隊さんはいないね」

「あれがトランプの兵隊だぞ。胸のポケットを見てみろよ」

　兵士の胸ポケットから、トランプのカードがさりげなく顔を出していた。

「ちょっと紳士っぽくて、可愛いだろ？」

　……違う。紳士じゃないし、可愛くもない。ムキムキのトランプの兵隊なんて、断じて認めない。

　メルヘンなヘイヤは両手を地面について絶望し、心の中で泣いた。

　そんなヘイヤを無視して、アリスが兵士へと近づく。

「久しぶりね、スペード兵士長」

「誰だ……おお、アリス姫ではありませんか」

「赤の女王に会いたいの。ここを通してくれる？」

「申し訳御座いません。たとえアリス姫といえども、今はお通しする事が出来ないのです」

　丁寧に頭を下げられた為、強行突破するのは気が引けた。

　

　どうしようか悩んでいると、近くで叫び声が上がる。

「魔物が出たぞ！」

　振り向いた先では、キノコとタマネギの形をした魔物が暴れていた。

「城に魔物を近づけるな！」

　兵士長の号令で、トランプの兵隊は一斉に魔物へ攻撃を仕掛ける。

「おい、アリス」

「ハッタ、どうしたの」

「チャンスだぞ」

「そうね、夢のコラボレーションだわ。セバス、準備はいい？」

「既に準備は整っております」

　セバスはフライパンを片手に、火をおこしていた。

「食うなよ！　違うだろ!?
 」

「キノコとタマネギが一緒にいるのよ？」

「キノコとタマネギの形をしてるだけの魔物だって、何度も言ってるだろうが！　そんな事より、混乱に紛れて城へ突入するぞ」

「ハッ!?
 　忘れてたわ。行きましょう……その前に、ヘイヤ」

「はい」

「屈強なムキムキの兵士たちが魔物を殴り飛ばしてるのよ。もう少し見たいんじゃないの？　トランプの兵隊が好きなんでしょ？」

「見たくないよ！」

「ドードーって暑苦しいムキムキの魔物を紹介してもいいわ」

「暑苦しい男の人が好きみたいに言わないで！」

　収拾がつかなくなってきたので、セバスが先頭を切って走り出す。

「アリス様、急ぎましょう」

　その左手には、フライパンが握り締められたままだった。

　

　赤の女王を探して、城へと突入したアリスたち。

　城の中にも警備兵がいる為、思うように動きが取れない。

「アリス、この部屋を見てみろよ」

　何かを見つけたハッタが手招きしていた。

「城の兵士に変装して進もうぜ」

　中を覗くと、兵士の鎧が並んでいる。思い返せば、外にいるトランプの兵隊は鎧を装備していなかった。まさか、魔物が攻めてくるとは思わなかったのだろう。

「絶対に嫌よ」

「ムキムキの兵士さんたちが装備してた鎧だよね？　気持ち悪い……」

「ハッタ様だけでお願いします」

　満場一致で否決された。

　
自
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 になったハッタは、自分だけでもと鎧に手を伸ばす。

　……が、ぬめっとしていたので、ハッタも放り投げてしまった。

「変装は死んでも嫌だけど、どうにかしないとね。セバス、何かアイデアは無いの？」

「アリス様、怪しい雰囲気を感じませんか？」

「怪しい？　言われてみれば……そこっ！」

　アリスが手を伸ばすと、チェシャが姿を現す。

「何で気付いたの!?
 　亜空間で気配を完全に無くしてたはずだよ」

「何となくよ」

「何となくって……」

「そんな事はどうでもいいわ。あなたは何をしてるの？　まだ、私たちを狙って……」

「違う、違う！　もう、アリスたちの邪魔はしない。タルトを盗んだ容疑者が捕まったって聞いたから、ちょっと見に来ただけだよ」

「捕まったの？」

「気になって部下に調べさせていたんだ。手に入れたばかりの、最新の情報さ」

　敵意は感じられない。嘘ではなく、本当に面白半分で来たのだろう。

「今から裁判が始まるらしいんだ。じゃあね」

「待ちなさい。あなたの能力で、私たちも連れて行って」

「アリスたちも？　別に構わないよ」

　チェシャが手を振ると、アリスたちは黒く怪しい煙に包まれた。

「亜空間で包み込んだから、これで誰にも気づかれないはずだ。裁判は女王の間で行われてる。さあ、行こう」

　思わぬところでチェシャの協力を得られ、アリスたちは無事に女王の間へ辿り着く。

　既に裁判は始まっているらしく、裁判長である赤の女王に容疑者が追い詰められていた。

「さっさと白状しな。タルトを盗んだのはお前だろ？」

「僕じゃない！　タルトが盗まれた時、僕はこの国にいなかったんだよ。隣国のアリス姫を呼んでくれ。無実を証明してくれるはずだ！」

　……

　……

　容疑者は白うさぎだった。
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「ここにある色々な物の時間を戻しても見つからなかった。それは何故か？　あんたが犯人だからだよ」

「濡れ衣だ！」

　不毛な討論が続く。

　確かに、赤の女王が言う事は無茶苦茶だ。それに、白うさぎの主張は間違っていない。

　では、誰がタルトを盗んだのだろう？

「なあ、ヘイヤ。あれって……」

「お兄ちゃんも気付いてた？　あれは……そうだよね……」

　ハッタとヘイヤが何かに気付いたらしい。

　その視線は赤の女王の後ろに向けられていた。

　……現在進行形で、兵士がタルトを食べている。

「さっさと白状しな！」

「だから、アリス姫を呼んでよ！」

「私は毎日タルトを食べているんだ。だから分かる。タルトの匂いがプンプンするんだよ。お前が食べたからだろう」

「違うって！」

　……

　……

　何故、誰も気付かない？

　もしかして、無理やり白うさぎを犯人にしたいのか？

「チェシャ、私たちにかけた魔法を解除して」

「了解」

　亜空間の魔法が解除され、アリスたちが姿を現す。

「ん？　お前は、アリスじゃないかい。どうして……」

「えっ、アリス!?
 　わーい！　僕を助けに来てくれたんだね」

　赤の女王は驚き、白うさぎは喜んで飛び跳ねた。

「裁判を見に来たのよ。赤の女王に質問してもいいかしら？　もし、タルトを盗んだ犯人が女王の配下だったらどうするの？」

「勿論、許さないよ。一生
牢
 ろう

 
獄
 ごく

 に閉じ込めてやるさ」

　どうやら、本当に気付いていないらしい。

「私は犯人を知ってるわ」

「犯人を!?
 」

「やったあ！　やっぱり僕を助けに来てくれたんだね」

　白うさぎは嬉しさのあまり、アリスの胸に飛び込んだ。

「ありがとう、ありがとう、あり……アリスの胸って、ヘイヤちゃんの胸より少し大きいね」

　……

　……

　どす黒いオーラが溢れ出し、アリスは白うさぎの耳を掴む。

　そのまま、力の限り床へと叩きつけた。

「ぐはっ！」

「百回死になさい」

「ぐへっ、がはっ、ぐわっ……」

　ヒールで踏みまくられている。

　白うさぎは気を失い、首根っこを掴まれて赤の女王に差し出された。

「こいつが犯人よ」

「よし、白うさぎを牢獄へ」

　ハッタとヘイヤがどうでもよさそうに呟く。

「自業自得だな」

「お兄ちゃん、さすがに可哀想じゃない？」

「あいつなら、すぐに脱走するよ。時を操る懐中時計があるからな」

「そうだね」

　こうして、白うさぎは連行されてしまった。

　

「アリス、助かったよ。お蔭で犯人が捕まった。何か礼をさせておくれ」

「では、ジャバウォックの詩の魔法書を貸して下さる？」

「魔法書？　ああ、それなら書庫にあるはずだ。ジャック、案内してあげな」

「了解しました」

　先ほどまでタルトを食べていた、ジャックと呼ばれる兵士の後をついて行く。

「あなた、タルトを盗んだ真犯人よね？」

「あっ、食べてるのに気付いちゃいました？　でも、本当はタルトなんて誰も盗んでいないのですよ。私が食べていたタルトは、女王様に分けて頂いた物です」

「どういう事？」

「あの白うさぎがイタズラばかりするので、ちょっと
懲
 こ

 らしめてやろうって女王様が一計を案じたのです」

「なるほどね。いくら美味しいからって、タルトくらいで裁判だなんておかしいと思ったわ」

　気が付くと、チェシャの気配は消えていた。真相が分かったので帰ってしまったのだろう。

「ここです」

　案内された部屋には数多くの書物が保管されていた。

「お待ち下さいね。えっと……あった、これだ。ジャバウォックの詩です。偽物も多く出回っていますが、これは本物ですよ。ほらっ、魔力を感じるでしょう？」

　ジャックの持つ箱には、セバスの所持する魔法書と同じ物が入っている。

　箱から零れ出すほどの怪しい魔力が偽物ではないと語っていた。

　アリスが魔法書を手に取って開く。

「まったく分からないわ。ヘイヤ、見てちょうだい」

「うん、分かった」

　卵の中身を判別する魔法だったらどうしよう？　そう思いながら、ヘイヤが魔法書を確認した。

「これは……チェシャさんの言う通り、幻覚を解く魔法だよ。それに、あらかじめ幻覚作用を受けない魔法も記されてる」

「アタリだな。これで幻覚の峠を越えられるぜ」

　ハッタの言葉にジャックが反応する。

「幻覚の峠を越えられるのですか？　それなら面白い情報があります。峠のどこかに、ドルディー・ドルダムという道具屋があると耳にしました。噂では、そこでしか手に入らない貴重な道具もあるとか」

「道具屋？　それは見てみたいな。アリス、寄ってみようぜ」

「見つけたらね。では、行きましょう。ジャック、ありがとう」

　ジャックにお礼を言って、アリスたちはトランプの国を後にした。

　目指すは幻覚の峠。

　その先には、不思議な道具屋が待ち構えている……

　

＊　＊　＊

　

　その頃、魔王に連れ去られた兄のジーンは……

「凄いね。歴史的に価値の高い本もありそう」

　多くの書物が保管されている部屋に案内されていた。

　見渡す限り本で埋め尽くされた圧巻の部屋に、ジーンは驚きを隠せない。

「この部屋だけで、世界中の情勢を知る事も可能だ。大概の内容は我が頭脳にあるがな」

「魔王は博識なんだね。あっ！」

「どうした？」

「目に埃が……」

「見せてみろ」

　魔王は意識せず、顎クイッをする。

　ジーンの潤んだ瞳が魔王を魅了した。

　心臓が爆発しそうな音を立てる。

　このままキスをしても良いのだろうか？　まだ早いか？　ハンカチを渡して、紳士的な態度を見せた方が良いのか？

　走り出した愛が止まらない。

　ジーンを大切にすると誓った心に偽りなど無い……でも、メチャクチャにしたいと本能が叫ぶ。

　……

　……

「さあ、これで涙を拭くんだ」

「ありがとう」

　理性が勝利した。

　その
褒
 ほう

 
美
 び

 として、可愛らしい笑顔が瞳に映し出される……

　ジーンを姫と疑わない魔王は、紳士的な対応をしようと心に誓った。

「魔王、どうしたの？」

「何でもない。さあ、最高級の紅茶を味わおう」

　部屋を移動し、
側
 そつ

 
近
 きん

 の魔物にティータイムの準備をさせる。

「美味しいね」

「最高級の茶葉を用意したからな。クッキーもあるぞ」

「ねえ……魔王はなんで、そんなに優しいの？」

「ジーンの為ならば、神だって容赦はしない」

「……」

　魔王の胸に飛び込みたい。そんな衝動に駆られて、ジーンは胸をギュッと押さえ付ける。

　僕は男だよね？　なんでドキドキしてるの？

　恥ずかしくて顔を上げられない。

　俯いたまま、魔王をチラ見してみた。

「どうした？」

　無邪気に笑う魔王。

　屈託の無い笑顔のビームがジーンの胸を貫く。

「はぅ……」

　……

　……

「ジーン？　おい、ジーン！」

　ジーンは白目をむいて気絶した。





　

第四話　騎士団の関所

　

　トランプの国で食料を補充し、アリスたちは幻覚の峠へと馬車を走らせた。

　魔王の城に近づいているのだろうか？　魔物との遭遇率が上がり、思うように進まなくなり始める。

　次々と襲い掛かる魔物たち。

　セバスは剣を構え、襲い掛かる魔物に斬撃を浴びせた。

　ハッタは鞭を装備し、近くの魔物を一掃した。

　ヘイヤは回復魔法を唱えた。

　アリスは様子を
窺
 うかが

 っている。

　セバスは炎の魔法を魔物にぶつけた。

　ハッタは弓を使い、後方の敵に攻撃を仕掛けた。

　ヘイヤは防御魔法を唱えた。

　アリスは様子を窺っている。

　アリスは様子を窺っている。

　アリスは様子を……

「お前も戦えよ！」

「ハッタ、邪魔をしないで。食べられそうな魔物を選別してるの」

「だから、食うなって！　城では美味しい物ばかり食べてたんだろ？　何で魔物を食いたがるんだ？　そもそも、お前は料理出来ないだろ」

「飽きたのよ。毎日同じ様な物ばかり食べてたから、刺激が欲しいの。料理は出来なくても、セバスがいるから問題無いわ。究極のレシピを作って、まだ誰も知らない最高の料理を味わってみたいと思わない？　魔物を食べようとした人の話なんて聞いた事が無いでしょ？　つまり、未知の領域という意味では可能性があるのよ」

　アリスは鋭い眼光でタマネギの魔物を見つめる。

　タマネギの魔物がプルプルと震えたので、ヘイヤは急いで隠した。

「もう少し太らせてから食べるのね」

　……寝ていようが、起きていようが、どちらにせよ戦力にはならない。ハッタは魂が飛び出してしまいそうな深いため息を吐いた。

　それでも、セバスを筆頭に高い戦闘力を見せて突き進む。

　

　気が付けば、峠の
麓
 ふもと

 まで辿り着いていた。

「これが幻覚の峠か。霧が濃くて、まともに前が見えないな」

「しかし、あまり魔物の気配を感じませんね。ヘイヤ様、どう思われますか？」

「この霧は特殊な魔物が作り出しているのかも……ですか？　取り敢えず、魔法書を使ってみます」

　ヘイヤは魔法書を手に取り、書かれていた内容に沿って
古
 いにしえ

 の魔法を発動させた。キラキラと輝く光の粒子が、アリスたちを優しく包み込む。

「これは……アリス、見てみろよ」

「霧が晴れた？」

　目の前に広がっていた霧は、全て消え去っていた。

「霧が晴れたのではなく、実在しない霧を見ていたと考える方が正しいでしょう。ヘイヤ様の
危
 き

 
惧
 ぐ

 する通り幻覚を操る魔物がいるかどうかは分かりませんが……気は抜けませんね」

　慎重に、周辺を注意深く見ながら馬車を進める。魔物は見当たらないが、落ちれば助からないであろう崖が幾つもあり、ハッタとヘイヤは肝を冷やした。

「何も知らずに進めば崖から転落する……怖いな。でも、幻覚にかかりさえしなければ快適な道とも言える。魔物も今のところ見当たらないし、チェシャの言ってた通り二日は短縮出来そうだ」

「ハッタ様、前方に建物が見えます。ドルディー・ドルダムの店という看板が掛けられていますね」

「ジャックの言ってた道具屋か？　アリス、行ってみようぜ」

「そうね。休憩するついでに寄ってみましょうか」

　店の前に馬車を止め、アリスたちは古びた扉を開ける。中に入ると、小太りの男たちがチェスをしていた。

「ん？　ああ、いらっしゃい。ここはドルディー・ドルダムの店だ。私はドルディー」

「僕はドルダム。自己紹介したけど、名前を覚える必要は無いよ。まあ、ゆっくり見ていってくれ」

　小さな店内には見た事の無い道具が所狭しと並べられている。それを見たハッタの目が輝いた。

「マジかよ！　レアな道具ばかりじゃないか。それに、普通じゃ見れない武器もあるぞ。でも、相場より遥かに高いな。ドルディー、もっと安くしてくれ」

「それは出来ない」

「何でだよ？」

「昔は幻覚の霧なんて無かったから、お客さんがたくさん来ていた。だから、普通の値段で営業をしていたんだ。でも、今はダメだ。滅多にお客さんが来ないからね。普通の営業では商売にならない。それに、お金を貯めて店を移転したいからな」

「霧の無いところへ店を移転したいのか……それじゃあ、仕方が無いな」

　同じ道具屋として共感する部分があるのだろう。ハッタはそれ以上追及せず、代わりにドルダムが口を開いた。

「僕は美味しい食べ物に目が無いんだ。何か分けてくれたら、少しは安くしてやるよ」

「おい、ドルダム」

「少しくらい良いだろ、ドルディー」

「まったく、お前は……」

　美味しい物というキーワードにアリスが反応し、ドルダムにお皿を差し出す。

「これをどうぞ」

「おっ、サンドウィッチじゃないか。どれどれ……うっ、まずっ！　何だこれは!?
 」

「キノコの形をした魔物のサンドウィッチよ」

　ドルダムは口を押さえ、店の外へと飛び出してしまった。

「セバス、この味付けもダメみたい」

「次はシンプルに塩コショウだけで味付けしてみましょうか？　強火で一気に焼き上げるのではなく、じっくりと煮込むのもありですね」

　どうやら、色々な調理方法を試しているようだ。

「さてと、ドルディー。これで道具を安く売ってくれるのね？」

　……

　……

「どう解釈したらそうなる!?
 」

　ドルディーの叫びは峠の遥か先まで響き渡った。

　

　ハッタはドルディーと楽しそうに話し始め、暇になったアリスたちは店の外で食事を取る事にした。

　簡易テーブルに様々なご馳走が並ぶ。セバスの料理の腕は日々上達しているらしい。

　そこへ、青ざめた顔のドルダムが帰ってきた。

「危なく、逝ってしまうところだった……あっ、美味しそうな料理を食べてるじゃないか」

「ドルダムもいかが？」

「……今度は魔物じゃないだろうな？」

　疑心暗鬼になりながら、料理を少しだけ口に運ぶ。

「これは美味い。ご一緒させて貰おう」

　ドルダムも席に着き、のんびりとした時間が流れた。

「ねえ、ドルダム。幻覚の霧は魔物の仕業でしょ？　道具を分けてくれるなら、私たちが退治してもいいわよ」

「魔物じゃないよ。ほらっ、向こうの崖に赤い花が咲いてるだろ？　あの花が幻覚の霧を出しているんだ」

「花？」

　崖の中腹部では、真っ赤に染まった美しい花がゆらゆらと揺れている。

「夢の
滴
 しずく

 っていう名前の特殊な花で、色々な効果の粉末が取れるんだよ。僕らは幻覚の霧が発生する前からここにいて、道に迷ったり崖から落ちる事も無い。つまり、貴重な粉末を独占出来るのさ。ドルディーは店を移転したいって言うけど、僕はこの暮らしも悪くないって思ってる。のんびりとした生活が好きだからね」

　そう言いながら、ドルダムは
懐
 ふところ

 から小瓶を取り出した。

「この瓶の中には、夢の滴から取り出した魔物を眠らせる粉末が入ってる。風に乗せてバラ撒けば、上級クラスの魔物でも一気に夢の世界だ。食事のお礼にあげるよ。ただし、一回分しかないからね。それと、ドルディーには内緒で宜しく」

　アリスは緑色の小瓶を受け取る。それと同時にハッタが店から出てきた。

「幾つかレアアイテムを買ったぜ。そろそろ行こう。ドルディー、ドルダム、また来るよ」

「もうすぐ日が暮れる。この先にある海辺の町で休むといい」

「ありがとう」

　気の良い男たちに見送られ、アリスたちは馬車を進める。

　魔物の襲撃も
殆
 ほとん

 ど無く、日が沈む頃には海辺の町へ到着した。

　

　アリスたちは町を散策もせず、宿に入るとすぐに眠ってしまう。

　よほど疲れていたのだろう。ハッタやヘイヤは勿論の事、いつもは隙を見せないセバスですら深く眠っていた。

　朝になっても起きる気配は無い。

　アリスだけは移動中の馬車で爆睡している為、当たり前の様に窓から差し込む朝日で目を覚ました。

　隣では、ヘイヤとタマネギの形をした魔物が、気持ち良さそうに寝息を立てている。

「ヘイヤ、起きなさい」

「んー……もう、朝なの？　まだ眠いよ」

「目が覚めてしまったのよ。せっかく海の近くにいるのだから、早朝の浜辺を散歩しましょう」

「早朝の浜辺？　いいね、行こう」

　ヘイヤも乗り気になり、準備をして海へ向かった。

　気持ちの良い潮風に体を刺激され、二人は浜辺を歩く。

「セバスとハッタも連れてきた方が良かったかしら？」

「お兄ちゃんたちの部屋を覗いて見たけど、起きる気配は無かったよ。もう少し、ゆっくり寝かしてあげようよ。それより、アリスちゃん……ヒールで砂浜って歩きにくいよね？」

「気合があれば問題無いわ。見てみなさい。ヒールは汚れてないでしょ？」

　どうなっているのだろう？　浜辺を平気そうに歩くだけでもおかしいのだが、アリスのヒールは綺麗なままだ。

　アリスが、

「姫だから、これくらいは出来ないとね」

　と言う意味などまったく理解出来ないので、ヘイヤは話題を変える事にした。

「アリスちゃん、キラキラ光ってる水平線の向こうには何があると思う？」

「水平線の向こうは分からないけど、海の中にはたくさんの食材が泳いでいるわ」

「お腹が空いたの？」

「ヘイヤはお腹が空かないの？　昨日の夜から何も食べて無いのよ」

　鋭い眼光が、ヘイヤの肩に乗っているタマネギの形をした魔物へと向けられる。本能で危険を察知し、タマネギがプルプルと震えた。

「タマちゃんは食べちゃダメ！」

「そう……まだなのね……」

「どっ、どこか、朝食の取れる店に行こうよ。ねっ？」

「そうしましょうか」

　海に背を向けると、突然大きな水しぶきが上がる。

　驚いて振り返った先には……何故かセイウチがいた。

「ドードーとチェシャを撃退したアリスだな？」

　……セイウチが喋っている。

「アリスちゃん、あの子……」

「オウッ、オウッ、オウッって鳴かないわね」

「それは、オットセイさんじゃないかな？　セイウチさんはボエーって鳴くよ」

「そうなの？　謎は全て解けたわ」

　どんな謎が解けたのか、アリスに聞きたい。

「良かったね。じゃあ、行こうか」

「そうね」

　……

　……

「ちょっと、待てい！」

　セイウチに呼び止められ、アリスたちは嫌々足を止めた。

「私は北の魔王様の配下、セイウチだ」

「自己紹介してくれなくても分かるわ」

「どう見てもセイウチさんだよ」

「そっ、そうか？」

「魔王の配下だけど、直属の配下ではないのね。ランクは下の中くらいかしら？」

「アリスちゃん、それは言っちゃダメだよ」

「きっ、貴様ら……私が気にしている事を……」

　どうでもいいのか、バカにしているのか、アリスたちは適当な会話を続ける。

　怒ったセイウチは、ボエーと大きく鳴き声を上げた。

　海から魚の形をした複数の魔物が飛び出してくる。

　そして……浜辺でピチピチしていた。

「おい、お前たち！　どうしたんだ!?
 」

「陸では動けないのね。残念だわ」

「魔物だけど、エラ呼吸なのかな？」

　放っといて帰ろうか？　しかし、あまりにも哀れに思えて身動きが取れない。

「よくも仲間を……許さんぞ！」

　セイウチが勝手に怒っている。

「ねえ、ヘイヤ。あれはセイウチの形をした魔物であって、セイウチではないのよね？」

「そうだと思う」

「退治しても問題無いの？」

「向こうは戦おうとしてるみたいだよ」

　怒っていたはずのセイウチは、アリスたちの会話を聞くと大きな声で笑い出した。

「はっはっは！　女二人で何が出来る？　仲間の戦闘員はいないのだろう？　この牙で貫いて……」

　アリスは近くに転がっていた小さな岩を手に取り、話している最中のセイウチ目掛けて投げつける。

「ボエッ!?
 」

　セイウチはぶっ飛び、魚の形をした魔物と同じくピクピクしていた。

「なっ、中々やるじゃないか。こっ、今度は、こちらの番だ」

　瀕死のセイウチは再び鳴き声を上げる。

　すると、陸上でも自在に動けるカニの魔物が集まってきた。

「この大群はどうにも出来まい。アリスを倒して、私は魔王様直属の配下になるのだ。かかれ！」

　魔物の群れが一斉に襲い掛かる。

　その時、魔物の中心で大きな爆発が起こった。

「俺の開発した爆弾の威力は凄いだろ？」

　そして、セイウチには巨大な雷が落ちる。

「ボエーーー!!!
 」

「お待たせしました、アリス様」

　駆けつけたセバスとハッタが、アリスとヘイヤの前に立った。

「良いタイミングね。ハッタは続けてザコの魔物をお願い。ヘイヤは全員に素早さの上がる魔法を。セバスは……言わなくても分かるわね？」

「ザコを吹き飛ばせばいいんだな？」

「素早さを上げればいいのね」

「お任せ下さい」

　海の魔物との真剣なバトルが始まる。

　ハッタは小型爆弾でカニの魔物を吹き飛ばした。

　ヘイヤは素早さを上げる魔法を唱えた。

　セバスは火をおこし、鍋に水を入れ
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 させた。

　アリスはお皿を用意した。

　ハッタは鞭を振り回し、魔物を海へと弾き飛ばした。

　ヘイヤは続けて素早さの上がる魔法を唱えた。

　セバスはカニの魔物を鍋で煮込み、空いた時間で魚の魔物を三枚におろして盛りつけた。

　アリスは調味料を幾つか用意した。

　ハッタはブーメランで残ったザコの魔物を一掃した。

　ヘイヤは回復魔法を唱えた。

　セバスは茹で上がったカニの魔物の身を取り出し、三枚におろして盛りつけた魚の魔物の横に添えた。

　アリスは出来上がった料理を見つめている。

　……

　……

「後ろで料理してないか!?
 」

「うるさいわね。あなたにも分けてあげるから安心しなさい」

　大声を出すセイウチの口に、セバスの作った料理を投げ込む。

「うっ、まずっ！　何だこれ、まずっ！」

　セイウチは暴れまわって気絶した。

「毒が入ってたのかしら？」

「いえ、これは……料理が不味かっただけでしょう」

「セバスの料理の腕は確かだから、食材が悪かったのね」

　静まり返る浜辺で立ち尽くすアリスたち。

　まともに戦ったのはハッタとヘイヤだけだったが、魔物の撃退に成功した。

　

「こいつら、何だったんだ？」

「いきなり襲い掛かって来たのよ」

「ふーん、まあいいや。飯でも食いに行こうぜ」

「ハッタ、お腹が空いたのね。それなら……」

「魔物で作った料理は絶対に食わないからな」

　セバスとヘイヤも首を横に振った為、アリスは残った料理を気絶しているセイウチの横に置いた。

「行きましょう」

　四人は食事の出来る場所を探し、少し遅めの朝食を取る。

「セバス、魔王の城まではどれくらいで着くの？」

「幻覚の峠を越えられたので、順調に行けば二日ほどで着くかと……」

　順調という言葉に引っ掛かり、アリスは食事の手を止めた。

「ここまで来て、まだ不安要素があるの？」

「この先は幻獣の国の領土となっています。あの国には魔物の侵攻を食い止める大きな関所が二つあります。ライオン騎士団とユニコーン騎士団がそれぞれ警備していて、ライオン騎士団の関所は簡単に通れないでしょう。遠回りする手も……」

「遠回りなんてしないわ。関所で止められたら強行突破よ。それで、他には？」

「魔物の洞窟があります。魔王の城へ行くには必ず通らねばなりません。昔、私が通った時には魔物が少し多いだけの洞窟でした。しかし、今は違うと聞きます。強い魔物で溢れ、出口はハンプティという特別な魔物が守っていると……」

　そこまで聞くと、ハッタとヘイヤの表情が変わった。

「ハッタ、ヘイヤ、どうしたの？」

「俺、知り合いの道具屋に聞いたんだ。ハンプティって魔物には近づくなってな。ある意味、魔王よりもやっかいらしい」

「私も怖い噂を聞いたよ。ハンプティは指一本動かさず、パーティーを全滅させるって」

「つまり、最強の魔物がいるのね。面白いじゃない。セバス、他には？」

「魔物の洞窟を抜ければ、魔王の城は目の前です」

　誰が何を言っても、アリスのわがままは回避不可能。

　ハッタとヘイヤも腹をくくり、幻獣の国へと馬車を進める。

　

　遭遇する魔物は強くなってきたが、それでも危なげなく幻獣の国の領土に入ることが出来た。

「少し休みましょう」

　簡易テーブルを用意し、見晴らしのいい草原でティータイムを楽しむ。

「セバスは関所の事に詳しいのよね。何とか騎士団が警備してるって言ってたでしょ？　もう少し詳しく教えて」

「ライオン騎士団とユニコーン騎士団です。最初にあるのはライオン騎士団の関所。一度、通った事はありますが……」

「私たちのような旅人は通してくれないのかしら？」

「いえ、自由に通っていいと言われるでしょう。ただし、通る為には純粋な腕力が必要です」

　セバスの話は要領をえず、アリスたちは首を傾げた。

「簡単に説明すると、自分たちで関所の門を開けろと言うのです。しかし、門は大きく重い。力がなければ開けられません」

「俺とセバスさん二人でも無理なのか？」

「無理ですね。ハッタ様は力を上げる道具を持っていませんか？」

「パワーをあげる道具は持ってないなあ。ヘイヤの魔法でどうにか……ん？」

　ヘイヤは会話に参加せず、何故か空を見上げている。

「お兄ちゃん、あれ……魔物だよね？　凄い力を感じるよ。ほらっ、タマちゃんも怖がって震えてる」

　ヘイヤの視線を追うと、翼を持つ魔物の群れが見えた。

「セバス、あれ……」

「ドードーですね。ハッタ様、ドードーをこちらへ」

「任せろ」

　ハッタは空に向かって信号弾を打つ。それに気づいたドードーが地上へと降りてきた。

「アリストセバスじゃないか。どうしたんだ？」

　セバスと親しげに話すドードー。ヘイヤはテーブルに隠れながら、不思議そうに見つめた。

「アリスちゃん……あの魔物と知り合いなの？」

「ヘイヤは初めて見るのね。紹介するわ、百メートルを五秒で走る変態のドードーよ」

「誰が変態だ。それに、お嬢さんの方が速かったじゃないか」

「そうだったかしら？　そんな事より、ドードーにも紹介するわね。ムキムキマッチョが好きな女の子のヘイヤよ」

　……

　……

「好きじゃないよ!?
 」

「お、そちらのお嬢さんは、筋肉が好きなのか？　よし、俺と上腕二頭筋について朝まで語り合おう」

「語り合わないよ！　嫌っ、来ないで！」

　ヘイヤは本気で怯えている。タマネギの形をした魔物もプルプルと震えている。

「何だ、違うのか。それで、俺を引き留めた理由は？」

「ドードー様はどこへ行かれるのですか？」

「あの関所の向こうに仲の良いドラゴンがいるんだ。久しぶりに会おうと思ってな」

「空を飛べるドードー様には関所の意味がありませんね」

「ん？　言いたいことがあるならハッキリ言え」

「一つ、お願いがあります」

　魔王をぶっ飛ばすという目的は伏せ、関所を通るのに力を貸して欲しいとだけ伝えた。

「門を開けるのに力が必要なのか。面白い、付き合ってやろうじゃないか。最近は自慢の腕力と脚力を活かせずに暇してたんだ。おい、お前らは先にドラゴンのところへ行け。俺はアリストセバスに力を貸してから向かう」

　ドードーは配下の魔物を先に行かせて馬車へ乗り込む。

「ねえ、お兄ちゃん。魔物を連れていって大丈夫なの？」

「まあ、大丈夫だろ。羽が生えてるけど、見た目は普通の暑苦しいオッサンだからな」

「魔物に力を借りるなんて聞いた事無いよ……」

　アリスとセバスに一般常識など通用しない。

　一時的にドードーが仲間となり、アリスたちはライオンの関所へと向かった。

　

「お嬢さん、ここが三角筋と言って……」

「もういいです、もういいですから」

　馬車の中では、ドードーがひたすらヘイヤに筋肉の説明をしている。

　巻き込まれたくないハッタは寝たふりをしていた。その横で、アリスは普通に爆睡中。

　そうこうしている内に山道を進み、気が付けば関所まで辿り着いていた。

「やっと……解放される……」

　精神的に追い詰められたヘイヤは、勢いよく馬車を飛び降りる。

「何だ、このお嬢さんは？」

「きゃー！」

　さらに、筋骨隆々の暑苦しい騎士団に囲まれてしまった。

「もう……筋肉……嫌……」

　ヘイヤは気を失ったので馬車に戻し、目を覚ましたアリスが代わりに馬車から飛び出す。

「兵士長はどなた？」

「俺が兵士長だ」

　ライオンのたてがみをイメージさせる、独特な髪形の兵士長が一歩前に出た。

「ここを通りたいの」

「この先は魔王の城へ続く道なんだぞ。どこのお姫様か知らないが、何をしに……ん？　お前はセバスじゃないか」

「お久しぶりです、ライオネル兵士長。魔物討伐軍以来ですね」

「なるほど……何かやらねばならない事があるのだな。幻獣王の許可は取ったのか？」

「いえ、急いでいたので」

「ならば、自分たちで門を開けて通るがいい。手は貸さんぞ」

「
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 います」

　騎士団が道を開ける。

　その先には、巨大な門がそびえ立っていた。

　ハッタが門を見上げて呟く。

「アリス、この門……十メートルくらいあるぞ。どうやったら開けられるんだ？」

「セバスは通った事があるのよね？」

「あの時は幻獣王の許可を取っていたので、ライオン騎士団の力を借りる事が出来ました。それでも、大変な作業でしたよ。門は単純に押せば開くのですが……力自慢の騎士団二十人がかりで、やっと動かせるくらいの重さなのです」

　何も出来ず、アリスたちは呆然と門を見つめた。すると、兵士長が豪快な笑い声を上げる。

「ハーッハッハッハ！　悪い事は言わん。諦めて幻獣王の許可を取って来るんだな。そうすれば、俺たちが力を貸してやる」

「そんな時間は無いわ。だから、助っ人を用意したのよ。出てきなさい」

　アリスの呼びかけで、ドードーがゆっくりと馬車から降りてきた。

　禍々しいオーラに身を包む姿は、騎士団たちを身構えさせる。

「なっ、何だこいつは!?
 」

「近所のおじさんよ」

　……

　……

　苦しい反論だったが、アリスは一歩も退かない。

「魔物じゃないのか!?
 　羽が生えてるぞ！」

「コスプレ好きの近所のおじさんなのよ。ねっ、おじさん」

「どうも、コスプレ好きの近所のおじさんです。今日は天使のコスプレをしてみました」

　ドードーも、一歩も退かない。

　腕を組んで威圧する姿は、天使と言うより悪魔だ。

　その横では、ハッタが腹を抱えて笑っていた。
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「そっ、そうか。コスプレ好きのおじさんなんだな？　信じていいんだな？」

「大丈夫よ」

「グッ……」

　まったく信じられないが、アリスの眼力が兵士長を黙らせる。

「アリストセバス、あの門を開ければいいのか？」

「ええ、お願いします」

「任せておけ」

　ドードーが渾身の力を込めると、門が少しだけ動いた。

　たった一人で門を動かした者など過去におらず、騎士団から歓声が上がる。

　アリスはその光景に驚きもせず、ハッタに耳打ちした。

「ねえ、ハッタ」

「どうした？」

「人間って、力を使ってる時ほど原因不明の笑いが込み上げてこない？」

「ああ、言われてみれば。重い荷物を持ってる時とか、何故か面白くもない事で笑って力が抜けちゃうんだよな」

「魔物もそうなのかしら？」

「確かめてみようか？」

　顔を真っ赤にして門を押すドードー。その横で、ハッタは変顔をしてみた。

「ブフーッ！」

　ドードーの力が一気に抜け、開きかけた門が止まってしまう。

「おい、何をするんだ!?
 」

「おじさんを応援したかったのよ」

「そうだぜ。俺ら子供だから、少しでもおじさんを楽しませようと思ったんだ」

「そうなのか？　すまなかった」

　……こいつら、何がしたいんだ？　兵士長は状況を飲み込めず混乱している。

　セバスに話を聞こうと思ったが、少し離れたところで紅茶を飲んでいた。

　我関せずだ。

「おじさん、もう一度よ」

「分かった」

　再び門を押すドードー。

「ヌオオオオ……」

　そして、ついに馬車が通れるくらいまで開いた。

「兵士長、これで通ってもいいのね？」

「ああ……まさか、一人で開けてしまうとはな。あの人物は何者なんだ？」

「だから、近所のおじさんって言ってるでしょ」

「近所の……おじさんか……」

　こうして、ライオン騎士団の中では近所のおじさんが伝説として語り継がれる。

「おじさん、お友達のところまでご一緒にどうぞ」

「宜しく頼む」

　無事に関所を通れたアリスたちは、ドードーを送って行く事にした。

　そして、揺れる馬車で気絶していたヘイヤが目を覚ます。

「うーん……この枕……硬いよ……」

「目が覚めたかね、お嬢さん」

「えっ？　きゃーーー！」

　ドードーに膝枕されていたヘイヤは、再び気絶した。

　

　ドードーと別れ、アリスたちは北へ馬車を進める。

　途中で魔物に遭遇する事も無く、予想よりも早くユニコーンの関所へと辿り着いた。

「セバス殿ではありませんか」

「お久しぶりです、ユニ兵士長」

　ライオン騎士団と違い、爽やかな青年たちが迎え入れてくれる。

「こんなところに足を運ばれるとは、何か重大な任務があるのですか？」

「まあ、そう言ったところです。幻獣王の許可は無いのですが、通して頂けませんか？」

「それが……」

　言葉を濁す兵士長を見て、アリスが横から割って入った。

「ダメなの？」

「セバス殿なら問題ありません。ですが、最近はこの関所を通ろうとする魔物に狙われていて……」

「魔物？」

「幻覚を操る魔物です。私たちを混乱させて、隙をついて通り抜けようとするのですよ。恐らく、今もどこかで息を潜めています」

　幻覚と聞き、アリスたちの視線がヘイヤに集まる。

「えっ？　もしかして、私の出番？」

「そうよ。ジャバウォックの詩があるでしょ？」

「ここにいるみんなに魔法をかけるのは、さすがに魔力が足りないよ。あの魔法書はエネルギーをたくさん使うから」

「幻覚にかかった人だけを魔法で回復すればいいのよ。兵士長、その魔物を捕まえたら通っていいのね？」

「ええ、構いません。ですが、可能なのですか？　もし無理をされるのであれば……」

「大丈夫ですよ」

　とニッコリ微笑むヘイヤ。

　普段は無茶ばかり言われるので、紳士的な対応が少し嬉しいようだ。

　話がまとまり、ティータイムをしながら魔物が出現するのを待った。

　魔物は現れず、のんびりとした時間が過ぎていく。

「あれっ？　これは……ジャガイモだよね？」

　いつの間にか、ヘイヤの横に大きなジャガイモが二つ置かれていた。

「危ない！　そいつが魔物です」

　兵士長が叫ぶと同時に、ジャガイモの形をした魔物は芽を飛ばしてくる。ヘイヤは身構える事も出来ず、芽が直撃してしまった。

「……あはは……あははは……」

「おい、ヘイヤ！　大丈夫か!?
 」

「あはは……えいっ、えいっ」

　ヘイヤの攻撃。ハッタはダメージを受けない。

　ヘイヤの攻撃。ハッタはダメージを受けない。

　……悲しいほどに攻撃力が無いようだ。

「あははは……そーれ」

　ヘイヤは攻撃力増加の魔法を唱えまくった。

　タマちゃんの攻撃力が上がった。

　タマちゃんの攻撃力が上がった。

　タマちゃんの攻撃力が上がった。

　……タマちゃんは、いつもよりプルプル震えている。

「おい、魔力の無駄遣いをするな。アリス、セバスさん、俺がヘイヤを押さえておくから魔物を頼む」

「分かってるわ。セバス、フライパンの用意を」

「もう、準備に取りかかっています」

「いや、違うだろ!?
 　いい加減、魔物を食おうとするのはやめろよ！」

　アリスたちが遊んでいる内に、魔物は次々と兵士を混乱させていった。

　そして、門の前まで迫る。

「させるか！」

　兵士長が高速の剣で斬り掛かると、魔物はひらりとかわして逃げ出した。

「大丈夫ですか？」

「ええ、問題無いわ。でも……厄介な魔物ね」

「そうなんです。いつも最後には逃げられてしまうのですよ。私の高速の剣ですらかわしてしまいます」

「対策を練らないといけないみたいね。とりあえず、ヘイヤの目を覚まさせましょう」

　キノコの魔物のサンドウィッチを鞄から取り出し、ヘイヤの口に投げ込む。

「あはは……あははは……まずっ！　何これ!?
 」

「ヘイヤ、正気に戻った？」

「……」

　正気には戻ったみたいだが、ヘイヤの体力と魔力は尽きかけていた。

「もう、ヘイヤの魔法は頼れないわ。セバス、何か作戦を考えて」

「了解しました。ユニ兵士長、幾つか質問をさせて頂きます。あの魔物は二体だけですか？」

「二体だけです」

「門を通りたいと言うのは本当ですか？　騎士団を襲って遊んでるだけの可能性は？」

「確実とは言えませんが、必ず門の前に移動するので通りたいんだと思います」

「では、大きな布を用意出来ますか？　門の辺りを隠す事が出来るくらいの大きさです」

「布？　分かりました。テントに使っている布を用意しましょう」

　セバスの指示により、門の周辺に大きな布が設置された。

　これで、魔物の侵入を防ぐのだろうか？　それとも、布で魔物を捕獲するのだろうか？

「ユニ兵士長、次に……」

「おお、なるほど」

　一通りの指示を終え、セバスは優雅にティータイムを始める。

　
暫
 しばら

 くして、大きな布は取り外された。外観は何も変わっていない。

「セバス殿、準備が整いました」

「では、ゆっくりと待ちましょう」

　兵士長も一緒にくつろいでいると、再びジャガイモの形をした魔物が現れた。

　兵士たちは誰も動かないので、魔物は一直線に門へと向かう。

　そして、落とし穴に
嵌
 は

 まった。

「こんな簡単に捕らえられるとは……」

「そんなものですよ。傾向が分かれば対策を打つのは簡単です」

「参考になります」

　セバスたちが話してる横で、アリスは落とし穴を覗き込む。中では魔物が気絶していた。

　……

　……

　アリスはジャガイモを手に入れた。

「おい、手に入れるなよ！　ジャガイモじゃなくて、ジャガイモの形をした魔物だからな！」

「うるさいわね。ハッタにもあげるから落ち着きなさい」

「いらねーよ！」

　興奮するハッタを無視して、アリスは兵士長に視線を送る。

「門を開けて下さるかしら？」

「はい、ただいま」

　落とし穴は埋められ、関所の門がゆっくりと開かれた。

　

「この門を通られると言う事は、セバス殿は魔王の城へ向かうのですね。つまり、目指すのは魔物の洞窟」

「やはり、隠せませんか」

「黙っておきますよ。それと、一つアドバイスをしましょう。魔物の洞窟に向かう途中、
生
 せい

 
命
 めい

 の泉と呼ばれる小さな湖があります。その泉の水を口にすれば、溜まった疲労が取れて体力も回復すると聞きました。そちらの魔法使いさんには特にオススメします」

「えっ？　私ですか？」

　突然話を振られ、ヘイヤはキョトンとした。

「あなたからは膨大な魔力を感じます。しかし、魔法を使いすぎて休んでも完全に回復しないのでは？」

「えっと、言われてみれば……」

「疲労の色が見えます。無理はいけませんよ」

　笑顔を見せるユニコーンの兵士長は、ライオンの兵士長とは比べ物にならないほど爽やかだ。

　全員がそう思っても、声には出さず言葉を飲み込む。

「では、ご武運を」

「ちょっと待ってくれ」

　警備に戻ろうとした兵士長を、ハッタが後ろから呼び止めた。

「火薬を少し分けてくれないかな？　威力は無いけど派手な音がする新型爆弾を作りたいんだ」

「爆発音だけ大きい爆弾ですか？　よく分かりませんが、少しだけなら」

「ありがとう」

　火薬を分けて貰い、アリスたちは北へと馬車を進める。

　姫、執事、道具屋、メルヘンな魔法使いという変なパーティーが少しずつ魔王に迫っていた。

　

＊　＊　＊

　

　その頃、魔王に連れ去られた兄のジーンは……

　

「この庭園、素敵だね」

　魔王に庭園へと案内され、美しい花々に心を奪われていた。

「お気に召されたようだな」

「僕のお城の庭園よりも凄いよ。ねえ、もう少しだけ見てもいい？」

「好きにしろ」

　可愛らしい笑顔でお願いされては、魔王に断る事など出来ない。

　ジーンはゆっくりと見て回り、その後ろを魔王が歩いた。

「まるで、花の妖精だな……」

「何か言った？」

「いや、何も言っておらぬ」

　危なかった。

　魔王ともあろう者が、軟弱な言葉を口にしてはならない。配下の魔物に示しがつかなくなる。

「ジーン、そろそろ行こう」

「あっ、ちょっと待って……」

　ジーンは近くの花を集めて座り込む。

「ジーン？」

「もうすぐだから……出来た。はい、魔王にあげるね」

　魔王の頭に、ジーンの作った花の冠が乗せられた。

　……

　……

　何だ、これは？

　魔王は記憶を辿り、一つの答えを導き出す。

　これが、エンゲージリングという物なのか？　エンゲージリングとは、生涯を共に過ごす相手への贈り物だと書物に記されていたはず……

「ふふっ、魔王には似合わないね。やっぱり、金の冠とかの方が……」

「いや、これでいい。ジーンの気持ち、確かに受け取った」

「えっ？　あっ、その……気に入ってくれたのなら嬉しいけど……」

　相変わらず、魔王は勘違いの道を爆走している。

　

「さて、そろそろ次へ行こうか」

「へへっ、捕まらないよー」

　魔王の手をすり抜け、小悪魔のような笑顔を見せて走り出す。

「フッ、我から逃げられるとでも思ったのか？」

　凄まじい速さで先回りして、正面からジーンの肩に手を置いた。

「うわっ!?
 」

　驚いたジーンはバランスを崩し、とっさに魔王の服を掴んで転ぶ。

　仰向けに転がるジーン。

　両手を地面につき、ジーンに覆い被さる魔王。

　奇跡が生んだ……床、ドーン！

「大丈夫か？」

「まっ、まっ、魔王！　はっ、はな、離れて……」

「ああ、すまない」

　キスしてしまうくらい顔が接近して、ジーンは気を失う寸前だ。

「まったく、ジーンは……どうした？　まさか、怪我でもしたのか!?
 」

「だっ、だっ、だいじょ……だいじょうぶ……だから……」

　まともに声が出せないジーン。

「疲れたのだな。ベンチで休憩するか？」

「……うん」

　ベンチに腰を下ろし、ふと見上げれば青空が広がっていた。

　気持ちを切り替える為、流れる雲を見つめる。

「いい天気だね。何だか……眠くなって……」

　魔王に害が無いと分かり、緊張の糸が途切れたのだろう。

　ジーンは目を閉じて、スヤスヤと寝息を立て始めた。

　フラフラとして傾き、魔王の肩に頭を乗せてもたれかかる。

　奇跡が生んだ……肩、ズーン！　床ドンから肩ズンの最強コンボだ。

　ジーンの寝顔が可愛すぎて、魔王は一ミリも動けない。

　そのまま、ジーンが起きるまで微動だにしない魔王だった。





　

第五話　洞窟を守る最強で最恐の魔物

　

　関所を無事に通り抜けたアリスたちは、魔王の城へと続く魔物の洞窟を目指す。

「魔物が強くなってきたな」

　出現する魔物も変わり始め、撃退するハッタに余裕が見られなくなってきた。

「お兄ちゃん、頑張って」

「応援はいいから、ヘイヤは馬車に隠れてろ」

　かろうじて残した魔力も使い切り、ヘイヤは役に立たない。

「あらっ、この紅茶……爽やかな香りがして美味しいわね」

　いつも通り、アリスも役に立たない。

「セバスさん、生命の泉を探そう」

「そうですね。このままでは体力が持ちません」

　珍しく、セバスから弱気な発言が出た。それほどまでに魔物が強くなってきたのだろう。

　補助魔法無しでは正直辛い。ここにきて、ヘイヤの魔法の必要さが浮き彫りとなった。

「お兄ちゃん、左前方から神秘的な魔力を感じるよ」

「よし、ドルディーの道具屋で補充した魔除けの護符を使おう。強い魔物には効果が薄いけど、マシにはなるはずだ」

　馬車に護符を貼り、遭遇する魔物を無視して一気に駆け抜ける。次第に魔物の気配は薄れ、穏やかな空気に包み込まれた。

「近い……セバスさん、この先の森に入って真っ直ぐです」

「了解しました」

　ヘイヤの案内に従って馬車を進めると、光り輝く幻想的な泉が見えてきた。

　馬車を降りたハッタとヘイヤは、その美しさに見惚れ呆然とする。

「これは、美しい私の為にあるような泉ね。アリスの泉と名付けようかしら？」

「アリス様、残念ながら生命の泉と名前が付いております」

　この二人に関しては、普段と何も変わらなかった。

「セバス、毒見を」

「了解しました」

　セバスが泉の水を口に含む。

　柔らかな光に体が覆われ、無意識に拳を握り締めていた。

「これは……」

「どうしたの？」

「体力が回復するだけでなく、力が湧いてきます」

　ハッタとヘイヤも泉の水を口にする。

「おおっ、疲れが吹っ飛んだぜ」

「うん、本当に魔力が回復したよ」

　ハッタとヘイヤは驚いて顔を見合わせ、その横でアリスも水を飲んでみた。

　……何も起きない。どうやら、アリスは疲れていないらしい。

　

「良い事を思い付いたわ。この泉の水を瓶に詰めて、持って行きましょう。これなら、万が一瀕死の重傷を負っても助かるはずよ」

「そうだな。馬車から瓶を持ってくるよ」

　ハッタが駆け出そうとした時、どこからか聞き覚えのある声が耳に届く。

「無駄だよ。この場所を離れたら、ただの水になっちゃうからね」

　振り返ると、赤の女王に捕まったはずの白うさぎがケラケラ笑っていた。

「牢から逃げ出したのね。ここで何をしているの？」

「僕に瀕死の重傷を負わせたのは、アリスじゃないか」

「自業自得でしょ。それで、ただの水になってしまうと言うのは？」

「同じ事を考えたんだ。でも、ここから離れた場所で飲んだら体力は回復しなかったよ。ぬるい水になってたからダブルでガッカリだね。あっ、その目は疑ってるな？」

　白うさぎの言う事など信用出来ない。

「アリスちゃん、白うさぎさんの言う通りだと思う。この場所は神聖な力で溢れてるの」

「ヘイヤがそう言うなら信じるわ」

「相変わらず失礼なお姫様だな。せっかく、いい情報を教えてあげようと思ったのに」

「聞いてあげるから、さっさと言いなさい」

「上から目線すぎない？　まあいいや。この泉で水浴びをしてみなよ。神のご加護ってやつかな？　一気に防御力が上がるよ。ここは魔物も出ないから……あれっ、その目は何？」

　アリスとヘイヤは、汚い物を見るような目で見下す。

「あなた、私の水浴びを見たいのね」

「……白うさぎさんの変態」

「ちっ、違うよ、誤解だ！　僕はヘイヤちゃんの水浴びを……あっ」

　本音が飛び出した。

　アリスにお腹を力一杯殴られ、気絶する白うさぎ。

「ハッタ、私たちは水浴びするから誰も来ないように見張って」

「分かったよ」

「セバスはうさぎ鍋の準備よ」

「了解です」

　白うさぎは気絶したまま、セバスに連れていかれた。

　

　しばらくして、白うさぎは目を覚ます。

「……何だか熱いなあ……このお風呂……ぎゃー！」

　どうやら、丸ごと鍋にぶち込まれていたらしい。沸騰した鍋から勢いよく飛び出した。

「お目覚めですか？」

「お目覚めですかじゃないよ!?
 　火傷しちゃったじゃないか。早く水浴びをしないと……ヘイヤちゃんを覗こうなんて思ってないからね。火傷を治すだけだからね！」

「別に止めませんよ」

「止めても無駄……止めないの？　ヨッシャー！」

　凄まじい速さで走り去る。その横から、アリスとヘイヤが顔を出した。

「今の、白うさぎよね？　逃がしちゃったの？」

「申し訳御座いません」

「まあ、いいわ。食事にしましょう」

「すぐに用意しますので、アリス様たちはハッタ様を呼んで頂けますか？」

　そんな会話をしているとは気付かず、白うさぎは一直線に泉へと駆けて行く。

「あの影は……ヘイヤちゃん!?
 　ヘイヤちゃーん！　火傷しちゃったんだよ、介抱してくれよう」

「うわっ、何だ!?
 」

「えっ？　はっ、はっ、ハッタ!?
 」

　水浴びをしていたのは、ハッタだった。

「ハッタ、気持ち悪いから離れろ！」

「それは、俺のセリフだ！　向こうに行けって！」

「あっ、ヤバイ……溺れる……」

「勝手に溺れてろよ！　離れろって！」

　体力の回復する泉で精神に大ダメージを受ける、ハッタと白うさぎ。

「ヘイヤ、見て。ハッタと白うさぎが裸で抱き合っているわ。あの二人、そういう仲だったの？」

「分からないけど、愛の形って色々あると思うよ。うさぎと人間の恋って素敵じゃない？　私はお兄ちゃんを応援したいな」

「素敵かしら？　まあ、私も反対はしないわ。邪魔しては悪いから戻りましょうか」

　さらに、変な誤解までされてしまった。

　

「お帰りなさいませ。ハッタ様は？」

「そっとしておいてあげて。さあ、食事にしましょう」

　アリスたちが食事をしていると、ハッタがボロボロになった白うさぎを引きずりながら戻ってくる。

　傷も無く体力は全快なのに、見た目は哀れな白うさぎ。ある意味、体力が無限に回復する泉って怖い。

　泉でボコボコにされた白うさぎは、きっと蛇の生殺しのような感覚を受けただろう。

「お帰りなさい。結婚式の日取りは決まったの？」

「何の話だよ」

「お兄ちゃん、私は応援するからね」

「だから、何の話だって」

　誤解されているとは気付かず、ハッタは首を傾げながら食事に手を付ける。

「なあ、アリス。すぐに出発するのか？」

「もうすぐ日が暮れるわ。ここは魔物が出ないから、日が昇るまで休みましょう」

「そうだな。俺も新型の爆弾を作りたいから、そうしてもらえると助かるよ」

　ハッタは道具作りを始め、ヘイヤはタマネギの魔物と泉で遊びだした。

　アリスとセバスは優雅にティータイムを楽しみ、安らぎの時間が流れる。

「ねえ、セバス。ハンプティって魔物の情報を詳しく教えて。ヘイヤが言うには、指一本触れずにパーティーを全滅させるらしいけど……そんな事ってあり得るの？」

「私も詳しくは分からないのです。ただ、一人で立ち向かえば問題無く回避出来ると噂に聞きました。しかし、魔物の洞窟を一人で抜けるのは難しいでしょう。実際に、ハンプティが配置されてから魔物の洞窟を通り抜けた者はいないはずです」

「一人なら回避出来る？　動きが遅いのかしら？　余計に意味が分からないわね」

　考えても答えは見つからないので、アリスとセバスは馬車で仮眠を取る事にした。

　その近くで、気絶していた白うさぎが目を覚ます。

「こいつらと一緒にいたらろくな目にあわない。今の内に逃げよう」

　振り返らず、物音を立てずに駆け出した。

　

　白うさぎが脱走した事など誰も気づかない。どうでもいいのだろう。

　物音一つしない森の中、安らぎの時間が流れる。ヘイヤは全員が寝静まった事を確認してから、もう一度水浴びをした。

「うーん……気持ちいいな」

　月の光に照らされた泉は、昼間とは違う神秘的な光を放っていた。気がつくと、周りには小さな魚たちが集まっている。

「ここにいる間なら、どれだけ魔力を使っても平気よね？」

　両手を組んで、祈るように魔力を解放した。

　キラキラと輝く衣に包まれ、背中にはうっすらと光の羽が見える。

「ふふっ……私は泉の聖霊よ。あなたたちに幸せの魔法をかけてあげるね」

　本当に精霊や天使と見間違う美しさだ。白うさぎが見たら卒倒しているだろう。

「さあ、お魚さん。一緒にダンスしましょ。楽しいパーティーの始まりだよっ」

「面白そうね。私もパーティーに参加しようかしら？」

「……えっ？」

　振り返ると、眠たそうな目のアリスが仁王立ちしていた。

「あっ、あり、あり……」

「
蟻
 あり

 ？　噛まれたの？」

「アリスちゃん!?
 　何でここにいるの!?
 　いつからいたの!?
 」

「裸のヘイヤが光ったシースルーの服を着て、背中に天使の羽をつけてコスプレしてたところからよ」

　一番見られてはいけないところからだ。

「こっ、これは、違うの。あの、その……」

「そんなに否定しなくても良いわ。憧れのコスプレおじさん、ドードーのマネをしてみたかったのでしょ？」

「違うよ!?
 」

　万事休す。

　ヘイヤはわらにもすがる思いで、アリスに抱きつき懇願した。

「アリスちゃん、これは夢だよ。忘れて、ねっ？　お願い」

「……」

「アリスちゃん？」

「……」

　アリスは寝ている。

「夢遊病？」

　ヘイヤはいつもの服に着替え、アリスを背負って馬車に戻す。

　夢だと勘違いしてますように……そう願いながら、ヘイヤも眠りについた。

　

　そして、生命の泉を飛び出し、全力で走る白うさぎは……

「ここまで来れば大丈夫だな」

　隠していた木の実を食べ、落ち着いたところで辺りを見渡した。

　いつの間にか、日の昇る時間だ。それなのに薄暗いままで、時折魔物の不気味な声が聞こえる。

「魔物に襲われたら嫌だなあ。どこかに休める場所は……おっ、あれは！」

　遠目に何かを見つけて駆け出した。

　目の前は断崖絶壁の山で、大きなほら穴がある。目を凝らして見ても、中は暗すぎてよく分からない。

「まあ、ここなら休めるだろう」

　そこが魔物の洞窟だと気づかず、白うさぎは能天気に洞窟へと入ってしまった。

　

　

　小鳥のさえずりで目を覚ましたアリスたちは、気力と体力が充実した状態で魔物の洞窟へと馬車を進める。

「昨日、面白い夢を見たわ。ヘイヤがね……」

「アリスちゃん！　そっ、そんな事より、白うさぎさんが見当たらないよね」

「そう言われてみればそうね。ハッタ、知ってる？」

「逃げたんだろ？　放っておけよ。ん？　何だ、その目は」

　誤解は解けていない。アリスとヘイヤの中では、ハッタと白うさぎは相思相愛のままだ。

「しかし、妙だな。魔物の気配は強くなっているのに、何も姿を見せないぞ」

「確かに変ね。セバス、どう思う？」

「あくまで予想ですが、中途半端な魔物は洞窟に近づかないのでは？　魔物にも階級があります。つまり……」

「洞窟に住み付く魔物が強いから、イジメられないように近づかないって事なの？」

「恐らく、そんなところでしょう。人間同士の争いと同じく、魔物同士の争いもありますからね」

　魔物に遭遇しないのは楽だが、ハッタとヘイヤの気持ちは落ち着かなかった。セバスの考えが正しければ、洞窟の魔物の強さが異常だと言っているようなもの。

　ヘイヤの肩に乗るタマネギの魔物も、いつもより大きくプルプル震えている。

「食べられそうな魔物はいるかしら？」

　まったく動じないアリス。

　戦闘では役に立たないと分かっていても、今だけは頼もしく思えてしまう。

「見えました、あれが魔物の洞窟です」

　
断
 だん
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 の山にぽっかりと空いたほら穴が見えた。不気味な暗闇が、全てを飲み込んでしまいそうな雰囲気を醸し出している。

「では、行きます」

「セバスさん、ちょっと待ってくれ。真っ暗だけど大丈夫なのか？」

「昔と変わっていなければ、暗いのは入り口だけです。魔物の洞窟は発光石の原石が取れますからね。思った以上に明るいですよ」

「マジかよ！　発光石って言えば、王宮とかの明りに使われている貴重な道具じゃないか。少しぐらい持って行っても平気だよな？」

　ハッタのテンションが一気に上がった。

　アリスは何事にも動じないし、セバスは何を考えているのか分からない。

　ヘイヤだけが怯えながら、魔物の洞窟へと突入した。

　

「中は本当に明るいわね」

「ああ、発光石の原石が取り放題だ。楽しくなってきた」

「お兄ちゃん、楽しんでる暇は無いみたいだよ。ほらっ、魔物が待ち構えてる。馬車が壊されないように、魔除けの護符を貼っておこうよ」

「そうだな。ドルディーから買った特製の護符を使おう。中級クラスまでの魔物は近づけない代物だ。高価なアイテムだけど、発光石で元は取れるから出し惜しみしないぜ」

　ハッタは道具袋から銀色の護符を取り出して馬車に貼り付ける。

　効果は
覿
 てき

 
面
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 で、入り口付近の魔物が道を空けた。

「よし、進もう」

「ねえ、ハッタ。中級クラスの魔物とかって、どう判断してるの？」

「特に決まりは無いよ。道具屋のメンバーで勝手にランク付けをしてるのが主流になったってところかな。攻撃力の高い武器だって言っても想像しにくいだろ？　でも、上級クラスの魔物に通じる武器って言えば、納得して買ってくれるんだ。まあ、特殊な魔物はランク付けが難しいけど」

「ドードーやチェシャは？」

「ボスクラスの魔物は当てはめられないね。強すぎて参考にならない」

「ヘイヤの肩に乗ってるタマネギは？」

「……逆に弱すぎて判断できないよ」

　悲しんでいるのか分からないが、タマネギの形をした魔物はプルプル震える。

「話はそこまでです。来ますよ」

　普段では見る事の無い、様々な魔物が道を塞いでいた。

「ハッタ様、爆弾などの道具は極力使用しないで下さい。洞窟が崩れ落ちてしまいます」

「ああ、そうか。じゃあ、久しぶりに接近戦の武器でも使おうかな」

　ハッタは右手に槍を持ち、左手に短剣を持って斬りかかる。接近戦も苦手ではないらしく、次々と魔物を撃破していった。

「ヘイヤ様、私の魔法で敵を足止めします。魔力の底上げをお願い出来ますか？」

「分かりました」

　ヘイヤが魔法を唱えると、セバスの体が青い光に包まれる。

　そのまま、氷の魔法を使って魔物の大半を凍らせた。

　

　魔物は強くなっていたが、生命の泉の力を得たセバスたちは止められない。予想以上の速さで馬車は突き進んで行く。

　これなら問題無く洞窟を抜けられる……誰もがそう思い始めた時、アリスが
苦
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 の表情を見せた。

「クッ……」

「どうした、アリス！　魔物の攻撃を受けたのか!?
 」

「美味しそうな魔物がいないわ」

　……

　……

「知らねーよ！」

「でも、見覚えのある食材ならいたのよ。あれを見て」

「キノコか？　どーでもいい……ん？　あれは白うさぎじゃないか」

　アリスの指差す先では、白うさぎが魔物に囲まれている。

「ほらっ、ハッタの大事なうさぎがピンチよ」

「どういう意味だ!?
 」

「お兄ちゃん、補助魔法をガンガンかけるね」

「何で急にやる気を出した!?
 」

　渋々、ハッタは白うさぎを助け出す。

「お前、魔物の洞窟で何をしてんだよ」

「魔物の洞窟だって知らなかったんだ。強い魔物に襲われるし、お腹は空くし、散々だよ」

「あら、お腹が空いてるのね。だったら、これをどうぞ」

「わーい……って、もう騙されないぞ！　また変な物を食べさせる気だろ」

「ポテトサンドよ」

　お皿の上には美味しそうなポテトサンドが置かれていた。

「本当にポテトサンドじゃないか。いただきまーす……おえっ、まずっ！　何これ!?
 」

「ジャガイモの形をした魔物のポテトサンドよ」

「やっぱり魔物じゃないか！　うっ……あっ……何だか気持ちよく……」

　白うさぎが幻覚を見て倒れたので、仕方無く馬車へと放り込む。

　そのまま、強制的に洞窟の奥へと連れていかれた。

　

　アリス以外が激しいバトルを繰り広げ、洞窟の中間部へと辿り着く。

「セバスさん、少し休もう」

　魔物の襲撃は一時的に収まり、広い空洞で一息つこうとした。

　すると、天井に潜んでいたコウモリ型の魔物が襲いかかってくる。

　ギリギリのところでヘイヤが防御魔法を使い、攻撃を跳ね返した。

「まったく……少しは休ませろよ」

「お兄ちゃん、あの魔物から大きな魔力を感じる。たぶん、中ボスクラスの魔物だよ」

「そうみたいだな。ちょっと交渉してみようか」

　ハッタは距離を保ちながら、魔物に向かって声を張り上げる。

「俺たちはここを通りたいだけなんだ。無駄な戦いはやめないか？」

「クックックッ……愚問だな。この私がいる限り、ここを通る事など出来ぬ。ハンプティ様の手を
煩
 わずら

 わせるなど笑止千万。ここで引き裂いてくれよう」

「おい、アリス。あいつ……」

「ええ、分かってるわ。セリフが恥ずかしいと言いたいのね」

　アリスに賛同して、セバスとヘイヤも頷いた。

「クッ、馬鹿にしおって。貴様らを全滅させるくらい、赤子の手をひねるより簡単なのだぞ」

「アリス、あいつ……」

「ええ、分かってるわ。実際に赤子の手をひねった事なんて無いはずよ」

「ねえ、アリスちゃん。赤ちゃんの手をひねるって、私は難しいと思う。泣いちゃうし、暴れちゃうし、無理だと思うな」

「そうね。つまり、あの魔物はこう言いたいの。あなたたちには敵いませんから、ここをお通り下さい……とね」

　……

　……

「何でそうなる!?
 　話すだけ無駄のようだな……ん？　貴様、何故人間と一緒にいる？」

　コウモリの魔物は、タマネギの魔物を睨みつける。

「人間と一緒にいるなど、恥さらしな魔物め……」

　翼を広げ、凄まじい速さでタマネギの魔物を掴み飛び上がった。

「この高さから地面に叩きつけてくれる……なっ、何だ!?
 　貴様、いつの間に!?
 」

　魔物の背中には、どす黒いオーラに包まれたアリスが乗っている。

「私の楽しみにしていた食料を……どうするつもり？　太らせる為に……どれだけ我慢をしているか知ってるの？」

「何の話だ！　降りろ！」

「分かったわ……降りればいいのね……」

「わっ、ちょっ、やめ……」

　アリスは魔物の翼を掴み、無理やり羽ばたきを止めた。そのまま落下していくコウモリの魔物は、地面へと顔からダイブする。

「ウゲッ」

「降りたわよ。さあ、聞かしてもらいましょうか……私の大事な食料をどうするつもりだったのかをね……」

　……

　……

　……これ以上は見ていられない。

　ハッタは惨劇から目を背け、ヘイヤはタマネギの魔物を回収して隠れる。

　我関せずのセバスは、途中から一人で紅茶を楽しんでいた。

　こうして、アリス以外は無事に休息を取る。

「タマネギは……私の……タマネギは……どこ……」

　しかし、ヘイヤの心が休まる事は無かった。

　

　語るに恐ろしい攻撃で中ボスクラスの魔物を撃破し、アリスが落ち着くのを見計らってから洞窟の奥へと進んで行く。

「次から次へとしつこいな。セバスさん、出口はまだなのか？」

「私の記憶が確かなら、もうすぐだと思いますが……ヘイヤ様、回復魔法をお願いします」

「分かりました」

　魔物の襲撃が激しくなり、ハッタたちに余裕が見られなくなってきた。

　しかし、アリスだけは気絶から回復した白うさぎと遊んでいる。

「次はジャガイモの形をした魔物の時間を進めてみましょう。もっと軟らかくなるかも知れないわ」

「軟らかくなっても不味いままだったら意味が無いよ。僕は毒見なんてしないからね」

「それなら、逆に時間を戻してみる？　既に熟しすぎてる可能性もあると思うの」

「よし、やってみよう」

　ここが魔物の洞窟とは思えない会話だ。

　それでも危なげ無く魔物を撃退し、落ち着いたところでセバスが呟く。

「これは……ハッタ様、風を感じませんか？」

「えっ？　あっ、本当だ。出口が近いんだな。よし、一気に駆け抜けよう」

　全員が馬車へと乗り込み、現れた魔物を強引に吹き飛ばしながら進んだ。

　このまま洞窟を突破しよう……そう思った矢先、セバスが急に馬車を止める。

「これでは通れませんね」

　アリスたちが馬車を降りて確認すると、巨大な卵の形をした物体が道を塞いでいた。

「セバス、これは何なの？」

「分かりかねます」

「ヘイヤ、何か感じない？」

「特に力は感じないけど……もう少し詳しく調べてみるよ」

　ヘイヤが近づくと、物体の中心に初老の顔が浮かび上がる。

「いやーーー！」

　恐怖のあまり、ヘイヤは泣き叫びながらアリスの後ろへと隠れた。

「驚かして申し訳ない。私はハンプティ。君たちは？」

「アリスよ。ここを通りたいの」

「魔王様の城に行きたいのか？　まあ、私は与えられた使命を
全
 まつと

 うするだけだ。これから一人ずつ問題を出す。誰か一人でも正解出来たら、ここを通してあげよう」

　ハンプティが意味不明な言葉を発してくる。それに対し、アリスはすぐに反応した。意味を理解したのだろうか？

「分かったわ。セバス、フライパンの用意を」

「了解しました」

　何も分かっていなかった。どうやら、アリスは卵焼きが食べたいらしい。

　ハンマーを握り締めたところで、ハッタとヘイヤが止めに入る。

「ちょっと待てよ。あんな危ない卵を食って、腹を壊したらどうするんだ？」

「あの卵、気持ち悪いよ」

「あなたたちも食べたいの？」

　……

　……

『違う！』

　心の叫びがシンクロして響き渡った。

「アリス様、違いますよ。私にお任せ下さい」

　セバスはジャバウォックの詩の魔法書を手に持ち、古代魔法を唱える。

「……分かりました。ハンプティは生卵です」

「卵の中身を調べる魔法書があって助かったわ。これで問題解決ね」

　……

　……

「どっちでもいいよ！　食べるなって言ってるんだ！」

「そうだよ、食べるのはやめようよ。ねっ？」

　ハッタとヘイヤが必死に説得を続ける。

　アリスたちがドタバタしている間、何故かハンプティは紳士的に待ってくれていた。

「食べるのは最終手段にしよう。なっ？」

「そうだよ。ハンプティさんは問題を出すって言ってたよね？　問題に答えてからでも遅くないよ」

「それもそうね」

　アリスは納得して、ヘイヤを前に立たせた。

「えっ？　アリス……ちゃん？」

「まずは、この子が答えるわ」

「いやーーー！」

　全力で首を振って拒否しても、アリスは離してくれない。

「怖いよ！　アリスちゃんが先に行ってよ！」

「嫌よ、気持ち悪い」

「私だって嫌だよ！」

「観念しなさい。あなたの情報は……無駄にしないわ……」

　必死の抵抗も虚しく、鉄砲玉扱いされたヘイヤが一番手に答える事となった。

「君で良いのかね？」

「ううっ……」

「では、心を覗かせて貰おう」

　ハンプティの体が一瞬だけ光り輝く。

「なるほど。では、ヘイヤに問題を出す」

「えっ？」

　アリス以外は名乗っていない。それに、心を覗くと言っていた。不可解な状況に気付き、背中に冷たいものが走る。

　ヘイヤは唾を飲み込み、ハンプティを見つめた。

「ヘイヤの本音はどっち？　［Ａ］可愛くて優しいアリスの力になりたい。［Ｂ］あんな目付きの悪い女より、私の方が可愛くて姫に相応しい」

　……

　……

　背後から感じる殺気で身動きが取れない。

　額から汗がダラダラと流れ落ちる。

「どうした？　答えられないのか？」

　誰も声を出せなかった。

　そして、アリスの手が肩に触れる。

　恐怖のあまり、ヘイヤは意識を手放した。

「ヘイヤはダメね。ハッタ、出番よ」

「おっ、おう。俺がヘイヤの
敵
 かたき

 をとってやるぜ」

　物凄く不安だが、勇猛果敢に一歩踏み出す。

　ハンプティの体が再び輝いた。

「では、ハッタに問題を出す。真実はどっち？　［Ａ］アリスのわがままに嫌々付き合っている。［Ｂ］本当は、アリスを押し倒して……」

「ダァーーー！」

　突然叫ぶハッタ。

「もう一度言うぞ。［Ｂ］本当は、アリスを押し倒して……」

「待て、待て、待て、待て、待てーーー！　俺の負けだ。もう止めてくれ！」

　全力でアリスの耳を塞ぐ。そこへ、沈黙していたセバスと白うさぎが口を開いた。

「ハッタ様。取り敢えず最後まで問題を聞きましょう」

「そうだよ。答えられるかも知れないだろ」

　どうやら、最後まで聞きたいらしい。

「だめだ、ダメだ、駄目だ！　半径十キロを跡形もなく吹き飛ばす、自爆用の爆弾を起動させるぞ！」

　目がマジだ。何が彼をここまで追い詰めたのだろう？

　何も聞こえなかったアリスは首を傾げ、ハッタから爆弾を取り上げようとした。

「よく分からないけど、爆弾はダメよ」

「ハアッ、ハアッ……アリス、俺はこの問題を……リタイアするぞ……」

　目が血走っている。

「分かったから、落ち着きなさい」

　タイミングが悪く、気絶していたヘイヤが目を覚ます。目の前には、恐ろしい表情で爆弾を抱える兄がいた。

「きゃあーーー！」

　再び、ヘイヤは気絶した。

「まったく、ハッタは情けないなあ。僕はヘイヤちゃんへの愛で溢れてるから問題無いよ」

　頼まれてもいないのに、白うさぎがハンプティの前へと立つ。

「次はお前か？　では、問題を出す」

「えっ？　ちょっと待ってよ。僕の心を覗かなくていいの？　それとも、もう心を覗いたの？　まあいいか。さあこい。どんな問題でも答えてやるぞ」

「白うさぎの未来は？　［Ａ］うさぎ鍋。［Ｂ］丸焼き」

　……

　……

「僕だけ問題の答えがおかしくない!?
 」

　確かに、正解しても間違えても食べられる未来しか見えない。

「私はうさぎ鍋だと思うわ」

「そうでしょうか？　裏をかいて丸焼きの可能性も……」

「君たちは黙って！」

「ちなみに、リタイア出来るのはパーティーで一回だけだ。先ほどの少年が使ってしまったので、リタイアは許されない」

　進退
窮
 きわ

 まった。白うさぎに残された選択は、何も答えないの一択だ。

「だが、後からリタイア出来ないと言うのは少し酷だな。よし、特別サービスだ。時間制限を無しにするからゆっくり考えてくれ」

　終わった。

　白うさぎは泡を吹いて倒れる。

「これでは答えられないわね。ハンプティ、どうするの？」

「仕方が無い。特例としてリタイヤを認めよう」

　こうして、白うさぎは九死に一生を得た。

　

「さあ、残るは二人だな。どちらが答える？」

　指一本動かさずパーティーを全滅させるという噂は本当だった。ある意味、魔王より厄介だというのも納得出来る。

　しかし、アリスは退かない。

「お子様たちは話にならないわね。セバス、出番よ」

「了解しました」

　惨劇を目の当たりにしても、セバスは涼しい表情を崩さなかった。

「では、心を覗かせて貰うぞ……ん？　これは……」

「どうなされました？」

「いや、その……よし。では、セバスに問題を出す。心に秘めた思いはどっちだ？　［Ａ］魔王になって生物を
蹂
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 し、世界を滅ぼしたい。［Ｂ］神になって全ての生物を服従させたい」

　……

　……

　どちらが正解でも危なすぎる。

「両方です」

　さらっと答えた。

「……正解だ。通っていいぞ」

「有難う御座います」

　ハンプティの体が薄くなり、そのまま消えてしまう。

　深く頭を下げるセバス。隣ではハッタがガタガタと震えていた。

「アリス様、行きましょう。ハッタ様はヘイヤ様をお願いします」

「セバス……」

「はい」

「私と同じ考えを持っているのね」

「光栄です」

　この二人を敵に回してはいけない。

　これからは友達を選ぼうと、ハッタは固く心に誓った。

　そして、気絶している白うさぎは？

　存在自体を忘れられ、魔物の洞窟へ置き去りにされた。

　

＊　＊　＊

　

　その頃、魔王に連れ去られた兄のジーンは……

「凄いご馳走だね。食べていいの？」

　魔王と食事を取っていた。

「ジーンの為に用意させたのだ。好きなだけ食べるがよい」

「ありがとう」

　テーブルには様々な料理が運ばれ、ジーンは少しずつ味を確かめる。

「美味しい！　魔物も普通の料理を食べるんだね」

「何を食べると思っていたのだ？」

「草とか、木の実？」

「そういった魔物も多いが、
人
 ひと

 
形
 がた

 の魔物は人間と同じものを食べるぞ」

　楽しそうに話しながら食事をする姿は、もはや恋人同士にしか見えない。ジーンが女になれば、誰もが羨む美男美女カップルの誕生だ。

「もう、お腹一杯だよ」

「ジーンは小食なのだな」

「魔王は気持ちがいいくらい食べるね」

「我の膨大な魔力を維持するには、食べて力を付けるのが一番効率がいいのだ」

「ふふっ、憧れるなあ。僕は小食の人より、たくさん食べてくれる人の方が好きだよ」

　スプーンを持つ魔王の手がピタリと止まる。

　空耳か？　好きと聞こえた気がしたのだが……

「まあ、魔王は人じゃなくて魔物だけど……ねえ、聞いてる？」

　いや、確かに好きだと言っていた。告白されたのか？　このタイミングで告白などあり得るのか？

　……

　……

「ねえ、魔王ってば！」

「ん？　ああ、すまない。何の話だったかな」

「魔王はよく食べるねって話だよ」

「ジーンの手料理なら、もっと食べられるぞ」

「……えっ？」

　回りくどいプロポーズのような会話になってしまった。

　

「僕に料理を作って欲しいの？　まあ、別に構わないけど……魔王には一流のシェフがついてるから必要無いんじゃないかな？」

「一流ならば良いという訳ではない」

「こだわりってやつ？　それとも、家庭的な料理が食べ……あっ！」

　カップを持つ手が滑り、服の上に紅茶を零してしまう。

「大丈夫か？」

「うん。ごめんね」

「気にするな。取り敢えず着替えよう」

「着替えを持ってないよ」

「案ずるな」

　魔王が指を鳴らすと、メイド服を着た魔物が複数現れた。

「姫を
攫
 さら

 うと決めた時から用意していたのだ」

「用意してた？　何を……えっ、あっ、ちょっと……」

　魔物に連れていかれるジーン。

　そして、数十分後。

　可愛らしいドレス姿で魔王の前に立つ。

「魔王……どういう事なの？」

「似合っているぞ、ジーン姫」

「だから、姫じゃないって……」

　そう言いながらも、純粋な魔王の言葉に少しだけ照れてしまう。

　そして、慣れないドレスに歩くだけでも悪戦苦闘していた。
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「どうした？　サイズが合わなかったか？」

「そういう問題じゃなくて……」

「疲れたのだな。ソファーで休もう」

　魔王は
煌
 きら

 びやかな装飾が施されたソファーへと座り、ジーンも仕方無く横に座る。

「このソファー、座り心地が最高だね。フワフワで気持ち良くて……あれっ？　魔王？」

「……」

「もしかして、寝てるの？」

　目を閉じ、呼びかけに答えない魔王。ジーンが肩に手を置いて顔を覗き込む。

「あっ、やっぱり寝てる……うわっ!?
 」

　魔王はそのまま倒れ込み、ジーンの膝の上に頭を乗せて、スヤスヤと寝息を立て始めた。

「疲れていたのかな？」

　寝顔が可愛いと感じたジーンは、膝枕をしたまま魔王の頭を優しく撫でる。

　何故か母性本能が目覚めようとしていた。





　

第六話　名無しの森

　

　無事に魔物の洞窟を抜けたアリスたちは、魔王の城へと馬車を進めていた。

「お兄ちゃん、不気味なところだね」

「しょうがないだろ。魔王の城の近くが面白いところだったら世の中は平和だよ」

「それは、そうだけど……」

　どこから魔物が飛び出してくるか分からない。疲れと緊張から、ハッタとヘイヤの気力は低下していた。

「セバスさん、どこか休める場所なんて無いよね？」

「ありますよ。少し道を外れますが、昔からの友人が近くに住んでいます。よろしければご案内します」

「こんなところに友人？　面白そうね。セバス、行ってみましょう」

「了解しました」

　セバスは進路を変更し、草木の生い茂る先へ馬車を進める。

　急に魔物の気配が無くなり、やがて小さな丘の上に建つ家が見えてきた。

「あれが、お友達の家なの？」

「そうです。アリス様も知ってる人物ですよ」

「私が？」

「何でもいいから行ってみようぜ」

　馬車を飛び降り、ハッタが駆け出す。すると、足元に勢いよく矢が突き刺さった。

「うわっ、何だ!?
 」

「白の女王様に近づく者は、この私が……あれっ？　セバスじゃないか」

「久しぶりですね、シロ」

「と言う事は、セバスの仲間なのか？　これは申し訳ない」

　シロと呼ばれた銀髪の男は、ハッタに向かって軽く頭を下げる。

「私は白の女王様直属の配下、白の騎士だ。シロと呼んでくれ」

「まったく、気を付けてくれよな。俺はハッタ、後ろにいるのは妹のヘイヤだ。宜しく」

「ハッタにヘイヤだな。こちらこそ、宜しく。それで、セバスの隣にいるのは……アリス姫!?
 」

「久しぶりね、シロ」

「セバス、私は用事を思い出した。じゃあな」

「待ちなさい」

　逃げようとしたシロを、アリスが先回りして捕まえた。

「どうして逃げるの？」

「忘れたのか？　女王様のおやつを盗んで私のせいにしただろ？　お蔭で三日間も飯抜きにされたんだ。それから、王様の大事にしていた壺を割った時だって、私を犯人扱いしたよな？　無実だと証明されるまで牢にぶち込まれたんだぞ。他にも……」

　よほど恨みがあるのだろう。シロの口は止まらない。

　ハッタはシロの事を他人とは思えず、同情の涙を流した。

　

「シロ、落ち着いて下さい」

「まだ言い足りないが……それで、何の用だ？」

　セバスになだめられ、シロは冷静さを取り戻したようだ。

「魔王の城に行くので、少し休ませて欲しいのです」

「魔王の城へ？　何をしに行くのか知らないけど、白の女王様がいないと無理だぞ」

「どういう事ですか？」

「城へ行くにはどうしても通らないといけない森がある。魔王が特殊な魔法を仕掛けた、名無しの森という場所だ。そこに足を踏み入れると自分が何者かを忘れてしまう。気が付けば入り口に戻り、また中に入っての繰り返しになるんだ」

「幻覚でしょうか？」

「幻覚なら魔法で解除出来るが、どうも違うらしい。あそこを通れるのは魔物か動物、それと白の女王様だけ。魔王を倒せば解除されるはずだけど、その魔王が城にいるから……」

　シロの話を遮り、アリスが横から口出しする。

「力を借りないと無理って事ね。白の女王はどこなの？」

「裏手にある草原だと思う。たぶん、ヒツジの姿をしてるはず」

「ヒツジ？」

「女王様は姿を変える事の出来る魔法書を持っている。最近はヒツジがお気に入りなんだってさ」

「なるほどね。ハッタ、ヘイヤ、女王のところへ行くわよ。セバスは食事の用意を。この先の事は、食事を取りながら考えればいいわ」

「了解しました」

「久しぶりに、セバスの料理が食べられるのか。よし、私も手伝おう」

　セバスとシロは食事の用意を始め、アリスはハッタとヘイヤを連れて白の女王を探しに向かった。

　

　丘の裏手側に回ると、見晴らしのいい草原が遠目に見える。

　ここが魔王の城の近くだと忘れてしまうくらい、とても穏やかな空間だ。

「アリス、草原の真ん中にヒツジがいるぜ」

「あれが白の女王ね。行ってみましょう」

　近くまで駆け寄り、ハッタがヒツジの前に立って話しかける。

「あんたが白の女王様かい？」

「……」

「力を貸して欲しいんだけどさ」

「……」

　いくら話しかけても反応してくれなかった。

「ハッタの誠意が足りないんじゃない？」

「そうだよ、お兄ちゃん。もっと誠意を込めないと」

「分かったよ。えっと、俺……じゃなくて、私はハッタと言います。話を聞いて貰えませんか？」

「……」

　やはり、反応してくれない。

「ハッタ、足りないわ」

「これでもダメなのか？」

「全然ダメね。やる気あるの？」

「こうなりゃヤケだ」

　両手両膝を地面につき、ハッタは頭を下げて最大の敬意を見せた。

「どうしても、女王様の力が必要なんです。お願いします、力を貸して下さい！」

　……

　……

　返事が無い。ただのヒツジのようだ。

「普通のヒツジじゃねえか！」

「まだ分からないわ。本当にヒツジなの？　ヒツジなら、メエ〜って鳴くはずよ」

「アリスちゃん、違うよ。メエ〜はヤギさんで、ヒツジさんはべ〜って鳴くはず」

「そうなの？　問題解決ね。では、帰りましょうか」

「帰るのかよ！」

　一向に話が進まない。

　一度、シロのところへ戻ろうか？　そう考えていると、ヒツジの大群が押し寄せてきた。

「チャンスよ、ハッタ。片っ端から土下座しなさい」

「嫌だよ！　もう心が折れかけているんだ！」

　アリスとハッタが言い争っている内に、ヒツジの大群に囲まれてしまう。

　その中の一頭が光を放ち、美しい女性の姿に変わった。

「久しぶりね、アリス。私に何か用？」

「白の女王こそ、こんなところで何をしてるの？」

「スローライフを楽しみたかったの。トランプの国は赤の女王に任せておけば平気だからね。ヒツジは良いわよ。アリスもなってみる？」

　のんびりとした話し方は、赤の女王とは対極的に感じる。どうやら癒し系らしい。

「また今度にするわ。それより、お願いがあるの。魔王の城へ行きたいから力を貸して」

「魔王の城？　ああ、名無しの森を抜けたいのね。では、森まで一緒に行きましょう」

「どうやって名無しの森を抜けるの？」

「これを使うのよ」

　白の女王はジャバウォックの詩の魔法書を二冊見せつけた。

　ヘイヤが目を輝かせて女王の前に出る。

「凄い！　二冊も持っているんですね。どんな魔法ですか？」

「あら、あなたも魔法使いなのね。見てみる？」

「はい」

　中を覗くと、一つは別の生き物に変化する魔法が書かれていた。これでヒツジに変身していたのだろう。

　もう一つは、全ての魔法を無効化する大魔法が書かれている。

「アリスちゃん……この魔法書、とんでもないよ。これがあれば、魔法の常識が
覆
 くつがえ

 るかも」

「そうなの？　では、魔法書だけ借りてく？」

「ダメなの。私では発動出来ないほど膨大な魔力を必要とするみたい。あの……失礼ですが、白の女王様は発動出来るのですか？」

「勿論よ。でも……魔法を無効化するのは、私でも三十分が限界ね。その後はしばらく動けなくなっちゃうわ。だから、森の入り口で魔法をかけてあげる。あなたたちは三十分以内に森を抜けなさい」

「ありがとう、白の女王。では、シロのところへ戻りましょう」

　無事に女王の了解を得て、アリスたちはシロの下へと戻って行った。

　

　丘の上に建つ家へ入ると、美味しそうな匂いが鼻を刺激する。

　お腹を空かせたハッタとヘイヤは、テーブルに並ぶ豪華な料理に目を奪われた。

「美味そうだな。よし、食べて体力回復だ」

「あら、セバスさんもいるのね」

「お久しぶりです、白の女王様。さあ、冷めない内に食べましょう」

　白の女王の効果だろうか？　みんな、ホンワカした雰囲気の中で料理を楽しんでいる。

「それで、アリスは魔王の城へ何をしに行くの？」

「兄上が魔王に
攫
 さら

 われたのよ。それで……」

「ジーンが？　あら、まあ大変。助けに行くのね」

「アリス姫が兄を助けるはず無いでしょう。ジーン王子の方が可愛いと判断した魔王を許せないので、一発ぶん殴るらしいですよ」

　すぐに、シロが横やりをいれてきた。魔王の城に行く理由がふざけていると言いたいのか、その目は据わっている。

「アリスらしいわね」

　ハッタやヘイヤでも驚いた内容だが、この二人は動じない。どうやら、アリスの性格を知り尽くしているようだ。

「よく分かってるじゃないの。でも、一発殴るくらいじゃ気がすまないわ。ハッタのように土下座くらいして貰わないとね」

「……それは、忘れてくれ」

「ハッタ様は土下座したのですか？」

「ええ、ただのヒツジに見事な土下座を見せてたわ」

「おい、アリス。いい加減にしろ」

　ただのヒツジに見事な土下座をする状況とは何だろうか？

　アリスについて行けば良かった。面白い場面を見逃したと、セバスは少しだけ後悔する。

「少し休んだら出発しましょう。シロもついてきてくれるのよね？」

「勿論です。この私が、魔物を女王様には近づけません」

「それと、ヘイヤちゃん。良かったら古代魔法について詳しく教えてあげましょうか？」

「良いんですか!?
 　是非、お願いします」

　白の女王とヘイヤは楽しそうに語り出し、セバスとハッタは武器と道具の整備を始める。

「シロ、草原に行きましょ」

「草原に？　まあ、別に構わないけど」

　暇になったアリスは、シロと一緒に草原へ向かった。

「シロ、ヒツジを一頭捕まえて」

「ヒツジ？」

　言われるがまま、ヒツジを連れてくる。

　そして、アリスがヒツジに飛び乗った。

「潰れないわね」

「アリス姫は小柄だからな」

「フワフワして、気持ちいいわ」

「そうか」

「ギュってしてもいいかしら？」

「好きにしろよ」

　アリスは羊の毛に顔を埋め、普段では絶対に見せない幸せそうな表情を浮かべる。

　その表情を魔王に見せていれば、ジーンが間違われて
攫
 さら

 われる事も無かっただろう……シロはそう感じながら、アリスを眺めていた。
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　十分に休憩を取ったアリスたちは、白の騎士と女王を連れて名無しの森に向かう。

　道中の魔物の襲撃は、シロが一人で応戦した。

「久しぶりの戦闘だ。勘を取り戻すまでは手加減無しで行くぞ」

　鋭い剣さばきで、魔物の群れは次々と倒れる。

「シロさん、凄いね。これなら俺の出番は無いかな」

「ああ、任せろ。名無しの森までは馬車でゆっくり休んでくれ」

「そうさせてもらうよ。ちなみに、シロさんとセバスさんはどっちが強いの？」

「私とセバス？　勿論、セバスの方が強いよ」

　予想外のあっさりとした答えが返ってきた。ハッタの見る限りでは、実力差は無いように思える。

「あいつは本気を出さないからな。いつもふざけていて、半分の力も出していない。その気になれば魔王とだって良い勝負が出来るはずだ」

　一対一なら魔王でも倒せる……そう聞いた時は半信半疑だったが、どうやら本当らしい。

　その魔王に匹敵する実力の持ち主は、馬車の中で白の女王と魔法書を見せ合っていた。

「卵の中身を知る……この魔法書、凄いですね」

「そうでしょうか？」

「私はジャバウォックの詩の魔法書を幾つか見てきましたが、こんなにも意味の分からない魔法書は初めてです。どこで使うのですか？」

「つい最近、魔物との戦いで使いましたよ」

「そうなのですか。やはり、どんな魔法書にも使い道があるのですね。私の勉強が足りないのでしょう」

　確かにハンプティとの戦いで使っていたが、まったく役に立っていない。それなのに、セバスの涼しい顔を見ていると、何故か役に立ったような気がするから不思議だ。

「宜しければ使ってみますか？　魔力も
殆
 ほとん

 ど使いませんし、ここに保存していた卵がありますよ」

「良いのですか？　では、早速……えいっ！　あっ、それは生卵ですね」

「正解です」

「わーい。当たりました」

　……白の女王が可愛い。横で見ていたアリスとヘイヤは同じ事を思っていた。

　そうこうしている内に、セバスの代わりに
手
 た

 
綱
 づな

 を取っていたシロが馬車から飛び降りる。

「着いたぞ。ここが名無しの森だ。みんな、早く降りてこい」

　気がつけば、目的地に到着していた。シロが全てこなしてくれたお陰で気力は十分だ。

　そして、アリスたちは森の入り口へと立つ。

　

「ここが名無しの森ね」

「アリス、そこから一歩も入っちゃダメよ。今、魔法をかけてあげるから……」

「ちょっと待って。試したい事があるの」

「試したい事？」

　アリスはハッタに耳打ちをして、魔物捕獲用のロープを用意させる。そして、ヘイヤの腰に巻き付けた。

「アリスちゃん？」

「行ってらっしゃい」

「えっ？」

　いきなり名無しの森へと突き飛ばされる。そして、ヘイヤの瞳から色が消えた。

「もう、何するの!?
 　あり……あ……あれっ？　誰だっけ？　まあ、誰でもいいか」

　予想はしていたが凄い効果だ。何もかも完全に忘れている。

「あなたは、ヘイヤよ」

「ヘイヤ？　誰？　私はウサギさんだよ。ぴょん、ぴょん、ぴょん……」

　これは予想外だった。手でウサミミを作り、うさぎ跳びをしている。ぴょんぴょんと口にしている姿は見ていて痛い。

「ぴょん、ぴょん。みんな、遊ぼうぴょん」

　語尾がぴょんになった。もう限界だ。

　ハッタがロープを手繰り寄せ、ヘイヤを森から脱出させる。次の瞬間、ヘイヤは顔を真っ赤にして馬車へと駆け込んだ。

「自分を忘れていた時の記憶は残るのね。可哀想な事をしたわ。ハッタ、謝っておきなさい」

「何で俺だけなんだよ。アリスがやったんだろ」

　その後、ヘイヤは「お家に帰る」と叫びながら、三十分以上馬車に籠城した。

　

「ううっ……何で……私だけ……もう、お嫁にいけない……」

　ハッタは逆に需要がありそうだと言いたかったが、火に油を注ぎそうだったので言葉を飲み込む。

「確かに、ヘイヤだけでは可哀想ね。ハッタ、出番よ」

「嫌だね」

「では、セバスが行く？」

「了解しました」

　……

　……

『絶対にダメ！』

　アリス以外の心が一つになった。

　当たり前だ。魔王に匹敵する実力の持ち主が自分を見失ったら……想像するだけで恐ろしい。

「仕方が無いわね」

　そう言いながら、シロの腰にさり気なくロープを巻いた。

「わっ、バカ、ちょっ……」

　逃げる間も無く、シロは名無しの森へと突き飛ばされてしまう。不謹慎だと思いながら、ハッタと白の女王も興味津々に見つめていた。

　ヘイヤのようにおかしな動きをする……誰もがそう思っていたのだが、シロは膝を抱えてうずくまったまま動かない。

「おやつを食べたのは……私じゃない……壺なんて割ってないんだ。牢はやめてくれ……暗い……怖い……助けて……」

　どうやら、トラウマを発動させてしまったらしい。ヘイヤと違う意味で見ていられない。

　ロープで森から引き戻しても、心の傷は癒えずにしゃがみ込んでいる。魔物に襲われた訳でも無いのに、既に二人が逝ってしまった。

　次は我が身。危険を感じたハッタと白の女王が先手を打つ。

「アリス、もういいだろ？　早く行こうぜ」

「そうよ。魔王を倒すのよね？　魔法をかけてあげるから頑張ってきなさい」

「何を焦っているの？」

「あっ、焦ってないよ。なあ、白の女王」

「もっ、勿論よ。さあ、並んで」

　白の女王が魔法書を手にして、古代魔法を発動させた。

　薄い桃色の光が、アリスたちを優しく包み込む。

「先ほども伝えた通り、制限時間は三十分よ。途中で魔法が切れたら、森から出られなくなってしまう可能性もあるわ。気をつけてね」

「分かったわ。セバス、急ぎましょう」

　アリスたちは馬車に乗り込み、白の女王とシロにお礼を言ってから森へと突入した。

　

「時間制限があるから緊張してたけど、魔物はあまりいないみたいだ。三十分もあれば楽勝で森を抜けられそうだな」

　ハッタの言う通り大人しい魔物しか見当たらず、馬車は軽快に進んで行く。

　このまま何事も無く通り抜けられると思った矢先、シカが馬車の前に飛び出して道を塞いだ。

「おい、アリス。シカがいるぞ」

「……」

　緊張なんて無縁のアリスは、いつの間にかスヤスヤと寝息を立てていた。

　仕方がないので、ハッタとヘイヤが馬車から飛び出す。

「俺たちはここを通りたいんだ。道をあけてくれないか？」

「私は白の女王です。ここは危険です。どうかお戻り下さい」

　確実に違う。どう見てもシカだ。

「ほら、聞こえませんか……ドラゴンの足音が」

　何も聞こえない。

　意味が分からず、ハッタはヘイヤに耳打ちした。

「何だこいつは？」

「たぶん、侵入者を入り口に戻そうとしてるんじゃないかな？　私たちが魔王の魔法にかかっていれば、白の女王様に見えてるはず」

「なるほどね。こいつ、魔物だよな？」

「普通の動物だったら喋らないよ」

　時間の都合上、ここは無視したい。でも、シカは話し続けた。

「命を粗末にしてはなりません。今ならまだ間に合います。ドラゴンは私に任せて、さあ早く。ふふっ、私なら大丈夫ですよ。白の女王ですからね」

　白の女王になりきって、ウインクしている。見ているこちらが恥ずかしい。早く真実を知らせないと、言うタイミングを逃してしまいそうだ。

「あの……」

「はい、何でしょう？」

「シカ……だよね？」

「いえ、私は白の女王……ええっ!?
 　何で分かったの!?
 　いつ気づいたの!?
 」

「ごめん。はじめから、シカがよく分からない事を話してるなって思ってた」

　シカは顔を真っ赤にして、頭を抱える。

「何で!?
 　何で早く言ってくれないの!?
 　これじゃあ私、恥ずかしい生き物じゃないのよ！　ピエロなの？　私はピエロなの!?
 」

「いや、本当にごめん。ウインクまでさせちゃって」

　手遅れだったらしい。ジタバタするシカの姿は、とても哀れだ。

　しかし、ヘイヤは嬉しそうに微笑んでいる。どうやら、仲間が出来たと感じて喜んでいるようだ。

「ねえ、シカさん。この森は幻覚を見せてる訳じゃないんだよね？　どんな魔法がかかっているの？　普通の幻覚じゃないって聞いたけど」

「何であんたたちに教えなきゃならないの？」

「今あった事を全て忘れるから教えて」

「……忘れてくれるのね？　じゃあ、教えてあげる。魔王様が所有するジャバウォックの詩の魔法書の効果よ。この森は薄い霧がかかってるでしょ？　それが魔法なの。空気と一緒に体の中へ取り込まれて、内側から幻覚を見せつけられる。普通の防御魔法じゃ対処しきれない、高等魔法なの」

「やっぱり、魔王って凄いんだ。この森一帯にそんな大魔法をかけるなんて……」

　ハッタとヘイヤは顔を見合わせ、後ろで見ていたセバスに視線を移す。

「ハッタ様、ヘイヤ様、どうされました？」

「シロさんも、セバスさんは魔王に匹敵する実力の持ち主だって言ってたんだ。だから、疑ってる訳じゃ無いけど……魔王をどうやって倒すのかなって」

「魔王の魔力は凄まじいですが、直接攻撃で私に敵う者などいません。他に邪魔は無く、魔法をかわして近づく事が出来れば勝てると思いますよ」

　思い返してみれば、戦闘で体力を失ってもダメージは
殆
 ほとん

 ど受けていない。そして、一つ一つの攻撃で確実に魔物を倒している。

　しかし、魔物を倒した数は、ハッタの方が圧倒的に多かった。ハッタのように複数の魔物とのバトルは苦手なのだろう。

「つまり、直接攻撃のスペシャリストって事か。あっ、もう一つ質問していい？　前から聞きたかったんだけど、何でアリスに仕えているの？」

「簡単に言うと、面白くて飽きないからです」

　その一言が全てを物語っている。

「今の状況でも？」

「これは、さすがに計算外でした。早く帰って休みたいです」

　さすがのセバスでも、アリスの行動は読めなかったらしい。

　

「ねえ、聞こえちゃったんだけどさ……魔王様を倒すって本当なの？　危ないからやめなよ」

　シカがつぶらな瞳で見つめ、心配そうに見上げる。優しい魔物なのだろう。森へ入ってしまった人に危害を加えず帰すなど、そんな気遣いからも優しさが伝わってくる。

「ありがとう。でも、ここまで来たら退けないんだ。じゃあ、俺たちは行くよ。ヘイヤ、出発するぞ。ここにいたら危ないからな」

　危ないと言う理由を察知したヘイヤは、すぐに馬車へと駆け込んだ。

　白の女王がかけてくれた、魔法のタイムリミットが近い？　いや、違う。アリスが目覚めたら、シカを食料と判断するからだ。それだけは避けたい。

「では、出発します」

　ヘイヤは名残惜しそうな表情のシカを見て思った。

　もしかして、ハッタと白うさぎとシカの三角関係になってしまうかも……

　絶対にあり得ないが、そう考えるとドキドキしてしまう。

「ヘイヤ、どうした？」

「何でもないよ」

「そうか？　なんか腑抜けた顔をしてたからさ……この森を抜けたら魔王の城だぞ。気を抜くなよ」

「分かってる。でも、まだ無事に抜けられるとは限らないみたい。お兄ちゃん、前を見て」

　ヘイヤが指差す先には、巨大な生物が道を塞いでいた。

　

「あれは……ぐっ、グリフォン!?
 」

　上半身は鷹で、下半身はライオンの生物が寝息を立てている。

「凄い魔力を感じる……お兄ちゃん、あの魔物を知ってるの？」

「あいつは魔物じゃない。どちらかと言えば神獣だ。鋭い爪と牙を持ち、怒らせると手が付けられないって有名なんだ。セバスさん、何とか避けて通れないか？　それが駄目なら迂回して行こう」

「無理ですね。避けて通るには道が狭すぎますし、迂回している時間はありません。白の女王様にかけて頂いた魔法の効果は残り
僅
 わず

 かです」

「じゃあ、どうする？　危険だけど、グリフォンを起こして戦うしかないのか？　神獣を倒せる自信なんて無いぞ」

「馬車を捨てて道なき道を進むという手もあります。しかし、走っても間に合うかどうか……それに、もし道に迷いでもしたら全滅は
免
 まぬが

 れないでしょう」

　考えている間にも時間は過ぎていく。タイムリミットは残り五分。

「おい、アリス。寝てる場合じゃな……あれっ？　アリス？」

　馬車で爆睡していたはずのアリスが姿を消していた。

　代わりに、ヘイヤが青ざめた顔で口をパクパクさせている。

「えっ？　あれを見ろ？」

　いつの間にか、アリスがグリフォンの背中に乗っていた。ハッタとヘイヤは驚きすぎて声が出せない。

「アリス様、グリフォンの背中で何をされているのですか？」

「乗り心地を試していたのよ。ヒツジには敵わないけど、かなりレベルが高いわね。フワフワしていて気持ちいいわ。この子はグリフォンって言うのね？　では、グリって名前にしましょう」

「可愛らしい名前ですね。了解しました」

　この状況ではあり得ない会話をしている。今更だが、この二人に常識など通用しないらしい。

「セバス、どう？　カッコイイかしら？」

「カッコイイですよ。世界初のグリフォンナイト誕生です。ドラゴンナイトなど目じゃありません」

「そうよね。でも、寝ているグリに乗っていてもつまらないわ。起きなさい」

　アリスはグリフォンの頭を勢いよく叩き、目覚めさせてしまった。

　ハッタとヘイヤは声にならない叫びを上げ、グリフォンは状況を飲み込めず「クエッ、クエッ」と鳴きながらキョロキョロしている。

　更に最悪なタイミングで、トカゲの顔を持つ
人
 ひと
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 の魔物が現れた。立ち上るオーラを見る限り、最低でも中ボスクラスの魔物のようだ。

「見つけたぞ。ハンプティ様を倒した人間だな？　我はこの森周辺の魔物を束ねている者だ。この森を通ると言う事は、魔王様の城に行こうとしているのだろう？　そうはさせん。お前たちはここで全滅するのだ……ん？　何故、ここに神獣が？」

　タイムリミットまで残り三分。神獣にボスクラスの魔物と、まさに絶体絶命。

　どうしようもない状況で、セバスが動いた。

「グリからは敵意が感じられない……アリス様、何か食べ物を持っていますか？」

「魔物のサンドウィッチしかないわ」

「取り敢えず、グリに食べさせてみましょう」

　そんな事をしたら不味さに怒り狂うのでは？　ジャガイモの魔物のポテトサンドで混乱させるつもりなのか？

　誰も真意を読み取れないまま、アリスはグリフォンの口にサンドウィッチを投げ入れた。

　……

　……

　美味しそうに食べている。どうやら、神獣の味覚は特別らしい。

「グリ、嬉しそうね。可愛いわ」

「やはり、懐いていますね。アリス様、グリフォンは頭が良く、人間の言葉を理解出来ると噂に聞きました。そして、激しい雄叫びや、突風を生み出す特技があるとも言われています。あの魔物で試してみましょう」

「本当に言葉が通じるの？　まあ、いいわ。グリ、あの魔物に雄叫びをしなさい」

「グォォォォォォォォ」

　耳をつんざくような雄叫びが浴びせられ、魔物の動きは封じられた。

「あら、本当に言葉が分かるのね。偉いわ、グリ。次は突風よ」

「なっ、待て！　私は偉大なる魔王様の……うわっ!?
 」

　グリフォンは翼を羽ばたかせ、魔物を遥か彼方まで吹き飛ばす。

　ハッタとヘイヤは、その様子を信じられないといった顔で見つめていた。

　

「終わったわ。セバス、次は？」

「残り時間は一分ほどですね……ハッタ様、ヘイヤ様、グリフォンに掴まって下さい。早くしないと手遅れになります」

　ハッタとヘイヤをアリスの横へ誘導し、三人ともグリフォンの背中に乗せる。

　セバスは馬車の手綱を短剣で切り落とし、出口に向かって馬を放つと、自分もグリフォンに掴まった。

「アリス様、グリに指示を」

「そういう事ね。グリ、馬車を掴んで森から脱出しなさい」

　グリフォンはもう一度雄叫びを上げ、馬車を足で掴み森の出口へと飛んで行く。そして、あっという間に名無しの森を抜けてしまった。

「残り五秒……どうにかなりましたね」

　セバスがそう言った直後、アリスたちの
纏
 まと

 っていた魔法の光が消える。ギリギリだったが、絶体絶命の状況は回避された。

「ありがとう、グリ。ほら、ヘイヤも撫でてごらんなさい」

「えっ？　あっ、えっと……」

　ヘイヤが撫でると、グリは「クエッ」と鳴いて喜んだ。

「アリスちゃん、この子……可愛いね」

「そうでしょ？」

　冷静になったヘイヤは、グリの事が気に入ったらしい。ハッタも気を許したらしく、グリの体を優しく撫でた。

「ありがとうな。お蔭で助かったよ。でも……馬車の馬がいなくなっちゃったな。セバスさん、どうする？」

「出口で合流しようと思っていましたが、どこかへ逃げてしまったようですね。さて、どうしましょうか」

「セバス、ここに代わりがいるじゃないの」

「ああ、確かに」

　手綱を補修し、グリフォンに繋いでみる。

「ほら、カッコいいわ」

　神獣馬車の完成だ。

　神や魔王が乗っていると言われたら、納得してしまうほど威圧感が凄まじい。

「では、魔王の城に行きましょう」

　アリスたちは無事どころか、あり得ないお供を連れて、名無しの森を抜ける。

　グリフォンの威圧で魔物は近づく事が出来ず、妨害を一切受けずに馬車は進んで行った。

　

＊　＊　＊

　

　その頃、魔王に連れ去られた兄のジーンは……

　

　魔王を膝枕しながら、自分もウトウトしていた。

　そして、目覚める魔王。

「ここは？　寝てしまっていたのか……なっ!?
 」

　ジーンの膝枕で寝ていたと気付き、一気に体温が上昇する。

　どうして、こんな夢の様な状況になった？　何が起きたんだ？

　膨大な知識を持つ魔王ですら答えは見つからない。

「我に分からぬ事など無いはずだ……」

　確か、古い書物に書かれていた。

　恋とは、人生において最も難しく理解し難いものであると……

「フフッ、勉強が足らぬのだな」

　勝手に自己解決した様だ。

　母性本能に目覚めたジーン。ピュアな心を持ち始めた魔王。

　そんな二人を、物陰から見つめる魔物がいた。

　怪しい気配に気づいたのか、ジーンが目を覚ます。

「……あれっ？　僕……寝ちゃってたの？」

　慌てて起き上がった魔王は冷静に答えた。

「ああ、気持ち良さそうに眠っていたぞ」

「そうなんだ……ん？　魔王、誰かこっちを見てるよ」

「そのようだな。誰だ、出て来い」

　魔王の声のトーンが下がっている。これが本来の魔王だろうが、ジーンは少しだけ恐怖を感じた。

「魔王様、何で人間の小娘など相手にされるのですか!?
 」

　物陰から飛び出して叫んだのは、
人
 ひと
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 のセクシーな魔物だ。

「そんなチビの女より、私の方が魔王様には似合います」

　女ではないが、ジーンの心は少しだけ傷ついて痛む。

「魔王、そうだよ。僕なんて放っておいてさ……あの可愛い……」

　声が上手く出せない。魔王から逃げ出すチャンスなのに、どう答えていいのか分からず俯いてしまう。

　そんなジーンを見て、魔王はセクシーな魔物の方へと歩いて行った。

　これでいいんだ……これで……

「すまない。気持ちは嬉しいのだが、我にはジーンしか見えぬのだ」

「そんな……」

　……

　……

　魔物は泣きながら膝を落とす。

「行くぞ、ジーン」

「魔王……」

　見つめ合う二人が絵になりすぎて、ジーンが男だとはセクシーな魔物も気づかなかった。





　

第七話　魔王の城の攻防

　

　名無しの森を抜けて進むと、その先には不気味な光景が広がっていた。

　空は黒い雲で覆われ、異様な魔物の雰囲気が
蔓
 まん

 
延
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 している。

「お兄ちゃん……怖いよう……」

　魔物の洞窟ですら、ここまで恐怖を感じなかった。嫌な汗が体に纏わりつき、ヘイヤはハッタの服を無意識に掴む。

　ヘイヤを気づかい、ハッタはそっと耳打ちした。

「目の前に一番怖いやつがいるだろ？」

　……納得だ。

　今のところ、アリス以上に怖い魔物と遭遇していない。どうにかなるかも……そんな考えが頭をよぎった直後、セバスが馬車を止めた。

「ハッタ様、見えました。あれが魔王の城です」

　馬車を降りて確認すると、山の頂上にそびえ立つ大きな城が見える。

「沼地が多いですね。下手に馬車で進めば、底なし沼にはまる可能性も考えられます。ここからは歩いて、慎重に道を確認しながら進まねばなりません」

「グリに乗っていけばいいんじゃないか？」

「上空にも怪しい気配が蔓延しています。できる限り目立たず歩いて行くのが妥当かと思われます」

「確かに、セバスさんの言う通りだな。よし、準備にとりかかろう」

　ハッタとヘイヤは道具を選別し、最小限の荷物になるよう準備を進めた。

　その横で、アリスが真剣な表情を作り悩んでいる。

「アリス様、どうされました？」

「キノコとタマネギとジャガイモの魔物……どれを持って行こうかしら？」

　どれもいらない。ヘイヤの肩に乗っているタマネギの形をした魔物だけで十分だ。

「小分けにしましょうか？」

「そうね……まあ、いいわ。ドルダムに貰ったこれだけ持って行きましょう」

　アリスは緑色の小瓶を手に取り眺める。ドルダムは上級クラスの魔物でも眠らせる事が出来ると言っていた。一回しか使えないが、必ず役に立つだろう。

「アリス、準備完了だ。いつでも行けるぜ」

「私も大丈夫だよ」

　既に馬車の外では、ハッタとヘイヤが待機している。

「セバス、魔王の城までの所要時間は？」

「城は見えてますので、三十分くらいかと思われます。何も無ければの話ですが」

「ハッタ、道具は大丈夫？」

「必要最低限の道具は持ったよ。新型の小型爆弾も四つ作れた。音だけ大きい爆弾だから、魔物を引きつけるのに使えるぜ」

「ヘイヤ、結界石を使う心構えは？」

「嫌だけど頑張る。ここまで来たら、やるしかないよね」

「では、行きましょう。グリ、馬車を頼むわよ」

「クエッ」

　ただムカつくからぶん殴る……魔王も予想出来ない変なパーティーが城へ向かって歩き出した。

「うわっ、道が泥だらけだな。靴が泥まみれになっちゃったよ。セバスさんが言ってた通り、沼にも気を付けないと。なあ、アリ……ス？」

　アリスのヒールは新品のような輝きを放っている。

「それ、どうなってるんだ？」

「気合よ」

「気合じゃ無理だろ。ヘイヤの魔法か？」

　ヘイヤは横に首を振っていた。履いている靴も泥で汚れているから、どうやら違うらしい。

「気合か……」

　物理法則を無視している。そう言いたかったけど、無駄だと悟って口を閉じた。セバスの靴も綺麗だったが、ハッタとヘイヤは見なかった事にして歩き出す。

「あっ、あれは!?
 　大変よ、ハッタ」

「どうした？」

「魔物が……」

「魔物だと!?
 」

　アリスの指差す先では、ニンジンの形をした魔物が沼にはまって動けなくなっていた。

「ニンジンね」

「ニンジンの形をした魔物だけどな」

「ジャガイモを連れて来れば良かったわ」

「何でだ？」

「カレーが出来るじゃないの」

　そう言って、アリスはヘイヤの肩に乗っているタマネギの魔物に視線を移す。

　タマネギの形の魔物はプルプル震えた。

「ハッタ、冷静に考えてみなさい。今までニンジンに出会わなかったでしょう？　つまり、ニンジンは魔王の城の周辺にしか生息していない可能性が高いわ。魔王直属の配下なのかも知れないのよ」

「魔王直属の配下が沼にはまるのか？」

「……無いわね。取り敢えず、沼にはまっていないニンジンを探しましょう」

「ニンジンじゃなくて、魔王をぶっ飛ばすんだろ？」

「……ハッ!?
 」

　危ない。目的が魔王をぶっ飛ばすから、ニンジンの形をした魔物を探して、カレーを作るに変更されるところだった。もっとも、そちらの方が遥かに安全なのだが。

「アリス様、先を急ぎましょう。こんなところで魔物に襲われたら、服が泥まみれになってしまいます」

「そうね、行きましょうか」

　先を急ぐ理由は少しずれているが、本来の目的に向かって歩き出す。そして、とうとう魔王の城の入り口まで辿り着いた。

　入り口に強そうな魔物が複数いた為、近くの茂みに隠れて様子を窺う。

「見張りがいるな。アリス、どうする？　強行突破するか？」

「それは避けたいわね。爆弾を城の内部に設置して、爆発音で魔物を混乱させる……この作戦を実行するには、騒ぎを極力抑えたいのよ」

「じゃあ、どうするんだ？」

「これを使うわ」

　アリスは緑色の瓶を懐から取り出した。

「ハッタはドルディーと話していたから知らないのよね。ドルダムから貰ったレアな道具よ。一回しか使えないけど、上級クラスの魔物を眠らせる効果があるらしいの」

「上級クラスの？　それは凄いな。早速試してみようぜ」

　風上に移動して瓶の蓋を開け、粉末を風に乗せる。

　しばらくすると、入り口を見張っていた魔物が次々に倒れた。

「おお、効果抜群だな。ん？　おい、アリス？」

「……」

　アリスは眠っている。

「お前が寝てどうするんだ!?
 」

「……ハッ!?
 　気持ち良さそうに眠る魔物を見ていたら、私まで眠ってしまったわ」

「お前、魔物じゃないだろうな？」

「失礼ね」

　魔物だとしたら、魔王クラスだろう。アリスに道具など効くはずが無い。

「さあ、突入しましょう」

　門は開いていて簡単に入れる状況だが、それが逆に不気味だ。

　油断？　それとも、自信？　考えても答えは見つからず、意を決して魔王の城へと突入する。

「これは……」

　予想と違い、煌びやかなエントランスが四人を迎え入れた。埃一つ落ちておらず、光り輝いて見える。

「これが魔王の城なのか？　蜘蛛の巣だらけで、怪しいキノコが生えてるジメジメした場所を想像してたんだけどな」

「ハッタ、あなた……キノコが食べたかったの？」

「違う！」

「先に言ってよね。キノコの魔物は馬車に置いてきちゃったわ」

「だから、誰がキノコを食べたいって言ったんだよ!?
 」

「冗談よ。さあ、先を急ぎましょう」

　振り回され続けるハッタ。何故か少しだけ嬉しそうに見えるから不思議だ。

「セバス、どこに進めばいいと思う？」

「城の造りを見る限り、普通の城と変わりませんね。一番奥に魔王の間があるでしょう。真っ直ぐに進めば魔王に会えるはずですが、リスクも高い……やはり、アリス様の作戦通りに爆弾を設置して混乱させるのが良いと思われます」

「では、端にある扉へ入って爆弾の設置場所を探しましょう」

　適当に道を選んで、城の中を注意深く進んで行く。

　

「アリス、扉が三つあるぞ」

　目の前には赤と青と黄色の扉が並んでいた。

「一つずつ順番に調べてみましょう」

　適当に赤の扉を選択して中へ入る。

　視界に入ったのは、特に違和感のない普通の部屋だ。

「テーブルの上にティーポットがあるぞ。飲みかけの紅茶もあるし、誰かお茶会をしていたのかな？　アリス、ここに爆弾を仕掛けるか？」

「爆弾とは物騒だね」

　突然足元から声が聞こえ、ハッタは飛び退いて距離を取る。

「魔物か!?
 」

「そんなに驚かないでよ。僕は最初からここにいるよ」

　よく見ると、テーブルの下に小さなネズミがいた。

「喋るって事は魔物だよな？　悪いけど気絶して貰うぜ」

　ハッタがブーメランを投げつける。しかし、ネズミの前で見えない力に弾かれてしまった。

「あれっ？」

「いきなり攻撃して来るなんて血の気の多い奴だなあ。まずは座って僕の話を聞きなよ」

「ええ、そうさせてもらおうかしら。出口が消えてしまっては、焦る意味が無いわ」

　アリスの言葉に驚き、ハッタとヘイヤは驚いて部屋の中を見渡す。入って来た扉は消えていて、ようやく部屋に閉じ込められていると気づいた。

「そうだよ、焦っても良いこと無いよ。さあ、座って」

　どうやら、話を聞くしかないようだ。アリスたちは席に着き、テーブルの上に登って来たネズミを見つめた。

「ここは僕のテリトリーになってる。だから物理攻撃は効かないんだ。攻撃魔法も無駄だよ。そこで質問。君たちは魔王様に会いたいの？　城に迷い込んでしまっただけなら、テリトリーを解除してあげる。でも、魔王様に会いたいのならそうはいかない」

「何が言いたいのか分からないわ」

「魔王の間の扉は特別な魔法がかかっていて、普通に開けようとしても無理なんだ。通れるのは魔王様に許可された魔物か、三つの鍵を持っている者だけ。この部屋の扉は赤だったよね？　他にも黄色と青の扉があったでしょ？」

「なるほどね……ある程度は理解したわ。帰りたければ勝手に帰っていい。でも、魔王の間へと行くには三つの鍵が必要。先へ進むなら、赤、青、黄色の部屋にいる魔物から鍵を奪え……そう言いたいのでしょう？」

「その通り。これだけの説明で分かるなんて、君は頭が良いなあ」

　どうやら、三体の魔物とバトルしなければならないらしい。ネズミが嘘を言っているようには聞こえない。自信に溢れた表情から真実だと伝わってくる。

「それで、どうするの？　普通に戦うなら、こんなにも回りくどいことはしないはずよね？」

「ゲームをして、僕に勝ったら鍵をあげるよ。まずは自己紹介から。僕は眠りネズミ。一日の大半を寝て過ごしてるんだ。宜しく」

「アリスよ。可憐で可愛い姫と覚えてちょうだい」

「ハッタだ。世界一の道具屋だぜ」

「ヘイヤです。一応、魔法使いです」

「セバスと申します。アリス様の執事兼、ボディーガードです」

「じゃあ、ルールを説明するね。僕より先に眠らなければ、アリスたちの勝ちだよ。単純でしょ？　ただし、この部屋で眠ってしまった者は、誰かに起こされない限り眠り続けるんだ」

　緊張のあまり、ハッタとヘイヤは唾を飲み込む。

　それもそのはず、勝負に負けたら死ぬまで眠らされると言われたようなものだ。

「準備はいいかい？　じゃあ、ゲームを始めるよ」

「……」

「アリス？」

「……」

　アリスは眠っている。

「早すぎない!?
 」

「……ハッ！　眠ってしまったわ」

　眠りネズミの驚き声で目を覚ました。

「開始と同時に眠るのは初めて見たよ。アリスって凄いね」

「フフッ、そうでもないわ」

「アリス様、さすがです」

　アリスは何故か誇らしげだ。

　称賛するセバスを見て、眠りネズミは小さなため息を吐く。

「君は執事のセバスと言ったよね？　ちょっと過保護じゃない？　つまらないなあ。これじゃあ、すぐにゲームは終わりそうだ」

「そうでしょうか？　アリス様のお蔭で、私は大きな情報を手に入れました」

「大きな情報？」

「この部屋は人間にとって眠り易い状況を作っていますよね？　気持ちの良い温度と湿度、微かに聞こえる癒しのミュージック、リラックス出来る花の匂いなど……最初は私たちを眠らせる為の仕掛けかと思っていました」

　全員の表情が変わり、セバスに注目が集まった。

「しかし、アリス様は眠ってしまわれたのに、起こされて何事も無くゲームを続けている。つまり、私たちは眠りを我慢する必要など無い……」

　セバスの言おうとする事が分かり、ハッタとヘイヤも声を上げる。

「そうか、分かったぞ。俺たちは交代で眠る事が可能だ。だから、このゲームに負ける事なんてあり得ない」

「でも、そうだとしたら……眠りネズミさんは何でこんなゲームを？」

「可能性としては、二つあります。一つは、私たち全員を同時に眠らせる秘策がある。もう一つは、足止めしつつ別の
窮
 きゆう

 
地
 ち

 に追い込む」

　セバスは立ち上がって辺りを見渡し、テーブルに置かれているティーポットの中を覗いた。

「やはり、空ですか。別の窮地とは、飢えと渇きです。この部屋に出口はありません。そして、飲食物も無い……この事に気づかなければ、体力を失い取り返しのつかない事になるでしょう」

「……前言撤回するよ。この時点で気づいたのは君たちが初めてだ。真実の裏に隠した、本当の意味にね」

　さすが魔王の城の魔物だ。見た目はただのネズミだが、ボス級クラスの力を持っているらしい。

　もう使ってしまったから試せないが、ドルダムから貰った上級クラスの魔物を眠らせる道具でも効かないだろうと感じる。

「それで、どうするんだい？　真実を見抜いても対策が取れないと意味無いよね。せっかく早い段階で気づけたんだ。ゆっくりと考えるのもありだよ」

「時間をかけたらあなたの思うつぼでしょ？　セバス、打開策を考えなさい。手段は選ばなくていいわ」

「了解しました……と言いたいところですが、少々お時間を頂けますか？」

　腕を組み俯きながら考え込んでしまう。セバスでも打開するのは難しいようだ。

「仕方が無いわね。では、ハッタ」

「何だよ。俺にも作戦を考えろってか？」

「得意の裸踊りで私を楽しませなさい」

「得意って何だよ!?
 　裸踊りなんて一度もやってないだろ!?
 」

　ヘイヤから汚い物を見る様な視線が向けられた。言い訳など耳に届かないらしい。ハッタからすれば、完全に貰い事故だ。

「そもそも、何でお前を楽しませなくちゃならないんだ」

「暇なのよ。では、ヘイヤ」

「えっ、私!?
 　無理だよ、無理、無理！　面白い事なんて出来ないよ！」

　今すぐ逃げ出したい。だが、逃げ場はどこにも無い。

「愛の魔法とやらを見てみたいわ」

　確かに、ヘイヤは不思議の森で言っていた。リスやタヌキに向かって、私の愛の魔法でみんなをもっと幸せにしちゃおうかな……と。

「このタイミングで思い出したの!?
 　忘れてくれるって言ったよね!?
 」

「忘れると言ったのはセバスよ。私は、あなたがリスと友達だったなんて知らないわ……そう言っただけでしょ？　さあ、早く愛の魔法を見せて」

　何故、どうでもいい事だけは一言一句間違えずに覚えているのだろう？

　このままでは不味い。アリスのわがままに付き合っていたら精神が崩壊してしまう。

　セバスに任せっきりはダメだ。一刻の
猶
 ゆう
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 も無いと理解し、ハッタとヘイヤも真剣に打開策を考え始めた。

「ハッタもヘイヤも使えないわね。眠りネズミと遊ぼうかしら？」

「僕と遊ぶ？　いいよ、何をするんだい？」

「そうね、面白ければ何でもいいわ」

　アリスは眠りネズミのしっぽを掴んで持ち上げる。

「そう言えば、あなたは眠くならないの？　一日の大半は眠っているのでしょう？」

「眠くないね。眠りを操れるから、眠りネズミと呼ばれてるんだ。三日間眠り続ける事も出来るし、起きてる事も可能だよ」

「便利な体ね。どうなってるのかしら？」

　眠りネズミの体をつついてみたり、頬を左右に引っ張ってみた。やはり、何の変哲も無いネズミだ。

　そんなアリスの動作を見て、セバスが動き出す。

「眠りネズミ様に触れる事は可能なのですね」

　アリスの手の平に乗っている眠りネズミへと手を伸ばした。しかし、セバスの手は見えない力で弾かれてしまう。

「これは……」

　もう一度、眠りネズミへ手を伸ばす。今度は普通に触れる事が出来た。

「なるほど、理解しました。アリス様、一緒に遊んでもよろしいでしょうか？」

「セバスが？　珍しいわね。何をするの？」

「そうですね……キャッチボールなど
如
 いか

 
何
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 でしょう？」

　どうやら、この状況の突破口を閃いたらしい。

　ハッタとヘイヤもそれに気付き、巻き込まれないように部屋の隅へと避難した。

　

　セバスは眠りネズミの体を掴み、アリスから距離を取って壁際へと立つ。そのまま、アリスに向かってネズミを軽く放り投げた。

　どうやら、眠りネズミをボール代わりに使うらしい。

　アリスに握り締められた眠りネズミはケタケタと笑う。

「キャッチボールなんて可愛い発想だな。アリスは可愛くて可憐な姫でしょ？　僕を投げても執事のところまで届かないんじゃない？」

　やってはいけない挑発をしてしまった。まだ何も起きてないのに、ハッタとヘイヤは抱き合いながら震えている。

「……セバスなら本気で投げても構わないかしら？」

　アリスは大きく振りかぶり、セバス目掛けて眠りネズミを投げつけた。

「!?
 」

　物凄い速さでネズミが飛んで行く。

　そして、セバスはネズミをひらりとかわした。

「ぶげっ！」

　激しく壁に激突した眠りネズミは、地面に転がりピクピクしている。虫の息とは、こういった状態を言うのだろう。

「まだ力をセーブしてますね。アリス様、本気で投げてもらわないと取る気にもなれませんよ」

　セバスは涼しい顔で眠りネズミを拾い上げ、アリスに向かって放り投げる。

「分かったわ。この一球に、私の全てをかける」

「ちょっ……ちょっと……待って。これは……キャッチボールじゃ……」

　瀕死のネズミの声は届かず、アリスは渾身の一球を投げた。声にならない叫びを発しながら眠りネズミは飛んで行く。

　そして、またしてもセバスはひらりとかわした。

「ぐぼあっ！」

　激しい衝撃音が響き渡り、眠りネズミは気絶する。

　それと同時にテリトリーは解除され、消えていた赤い扉が現れた。

　

「セバス、どういう事なの？　説明して」

「眠りネズミは物理攻撃や魔法攻撃は効かないと言いました。嘘ではなく、ハッタ様の攻撃はネズミに届かず弾かれていました。それを見た私は、ネズミに触れる事が出来ないと勘違いしたのです。触れようとしても、見えない力で弾かれてしまう……そう思っていたのですが、アリス様は直接触れていました。そこで、試してみる事にしたのです」

「試す？」

「最初は、握りつぶしてしまおうと考えながら眠りネズミに手を伸ばしました。しかし、触れる事は
敵
 かな

 わず弾かれてしまいます。次に、何も考えず手を伸ばすと普通に触れました。つまり、魔物のテリトリーの条件は、危害を加えようとする力のみ無効化する……そんなところでしょう。アリス様は眠りネズミを倒そうとせず、純粋に楽しんでいました」

「だから、テリトリーの効果も関係なかったって訳ね」

　普通に考えれば、危害を加えずに気絶させるなんて出来ない。ダメな意味で純粋なアリスだからこそ出来た芸当なのだろう。

「まあ、どうでもいいわ。次の部屋に行きましょうか」

「アリス様、お待ち下さい。魔物の横に、こんな物が落ちていました」

　セバスが差し出したのは赤い鍵だ。

「魔王の間に行くのは三つの鍵が必要と言ってた……どうやら、嘘じゃないようね。ハッタ、ヘイヤ、いつまで部屋の隅にいるの？　行くわよ」

「へっ？　あっ、ああ。分かったけど、眠りネズミはこのままでいいのか？」

「眠りネズミ？　復活されたら面倒だと言いたいのね。分かったわ、ティーポットに詰め込んでおきましょう」

　あまりにも哀れなネズミを助けてやらなくていいのか？　そう言ったつもりだったが、勘違いされたあげく、眠りネズミはティーポットの中へと封印されてしまった。

　

「さあ、次の扉に行きましょう」

　赤の扉を攻略したアリスたちは、隣にあった青の扉の前に立つ。

「よく考えたら、あと二つも鍵を集めないといけないのね。ハッタ、良い事を思い付いたわ。
近所のおじさん
 ドードー

 に魔王の間の扉を開けて貰いましょう」

「
近所のおじさん
 ドードー

 は無理だろ？　魔王直属の配下だぞ」

　魔王直属の配下に、近所のおじさんがいるとしか思えない会話だ。

「そう？　ヘイヤが筋肉について語りたいって誘えばいけそうじゃない？」

「……絶対に嫌だよ」

　誰にも賛同を得られなかった為、渋々青い扉を開ける。

「あっ、アリス！　わーい！　僕を助けに来てくれたんだね！」

　魔物の洞窟に忘れてきたはずの白うさぎが、部屋の奥で縛られていた。

「この部屋はハズレよ。次に行きましょう」

「ちょっ、ちょっと待ってよ！　助けて……」

　悲痛な叫びも虚しく、扉は閉められてしまう。

「次は黄の扉ね」

「アリスちゃん、ちょっと待って」

「ヘイヤ、どうしたの？」

「青の扉も攻略しないと鍵は三つ揃わないよ。それに……」

　ヘイヤはハッタへと視線を移した。

「何だよ。俺の顔に何かついてるのか？」

「分かったわ。ハッタの為に一肌脱ぎましょう。一つ貸しにしておくからね」

「どういう意味だよ！」

　アリスたちは、ハッタと白うさぎが相思相愛だと勘違いしたままらしい。

　ただ、魔王とジーンではなく、この二人では、まったく萌える要素が無いと言えよう。

「さあ、ハッタ。かっこよく飛び込んで白うさぎを助けるのよ」

「何で俺が……」

　ハッタを先頭に、やる気無く部屋へと入る。

「わーい！　戻ってきてくれたんだね！」

　よく見ると、縛られた白うさぎの横に大きなカメがいた。

　

「ようこそ。待っていたよ、アリス」

「何で私の名前を知っているの？　白うさぎから聞いたのかしら？」

「私はウミガメ。数百年生きているから、何でも知っている。この白うさぎが君たちの仲間だって事もね」

　数百年は凄い。しかし、何を知っていると言うのだろう？　仲間だったら、魔物の洞窟に置き去りなどしない。

「卑怯者だと
罵
 ののし

 るかい？　光栄だね。私は常に情報を集め、敵にとって一番嫌がる攻撃をするのが好きなのさ。どうだ？　激闘の末に失った仲間が目の前にいる。助けたいと思うだろ？　悪魔だと思ってくれても構わないよ」

　まったく思わない。激闘もしてないし、忘れていただけで失った訳でもない。

「誰に情報を聞いたの？」

「フフッ、有名だから知っているだろう。チェシャという魔物だ」

　……あいつ、適当な事を言いやがった。暇つぶしにどこかで見ていたのだろう。面白おかしくする為に、無茶苦茶な情報を流したと考えられる。

「さあ、どうする？　大人しく私に忠誠を……」

「分かったわ。半分ずつ食べましょう」

「フフッ、
潔
 いさぎよ

 いな。では、半分ずつ食べ……えっ？」

「丸焼きでも鍋でも、あなたの指示に従うわ」

　……

　……

　目がマジだ。

　白うさぎは恐怖に怯え、急に暴れ出す。

「僕なんて食べても美味しくないよ！　ヘイヤちゃん、助けて！」

「白うさぎさん、待っててね。きっと、お兄ちゃんが助けてくれる」

「何でハッタが!?
 　いや、ハッタでもいいよ。助けて！」

　アリスとヘイヤの視線が気持ち悪かったので、ハッタは素直に答えた。

「嫌だ」

「何ですと!?
 　くそっ、この縄さえ解ければ時を操って逃げ出せるのに」

　まったく状況が理解出来ないウミガメは、もはや空気のような存在となっている。

「アリス様、ウミガメが混乱しているようです。今は畳みかけるのが得策かと。惜しいですが、白うさぎはウミガメに譲りましょう」

「そうね。ウミガメ、よく聞きなさい。白うさぎはあなたが全部食べてもいいわ。代わりに鍵を渡して」

「えっ？　私が食べるの？」

　余計に混乱した。それもそのはず、ウミガメは白うさぎを食べたいなんて言ってないし、思ってもいない。

「さあ、どうするの？　スープになりたいの？」

　ウミガメが逆に追い詰められていく。

　アリスの後ろでは、セバスが調理準備を始めていた。このままいけば、ディナーは白うさぎの丸焼きとウミガメのスープだ。

「よっ、よく分からないが、人質は通用しないらしいな。ならば、この私が直接葬り去ってくれよう」

　ウミガメが襲いかかる。

　しかし、悲しくなるほど動きが遅い。

　アリスは背後に回り、甲羅の上に乗ってみた。

「何をする!?
 」

「硬いわ。それに、ヌメッとしてる。十点ね。ヒツジを見習いなさい」

「何の話!?
 」

　アリスが遊んでいる横で、セバスは転がっていた木の棒に火をつけ、白うさぎに迫る。

「やっ、やめろ、やめてくれ！　あわわわ……」

　白うさぎは泡を吹いて気絶した。

「おい、やり過ぎじゃないのか!?
 」

　自称悪魔のウミガメが、思わず白うさぎの心配をしてしまう。

　私たちは本当に、魔王の城にいるのだろうか？

　繰り広げられる意味不明なバトルを見て、ハッタとヘイヤは首を傾げた。

「セバス、よく考えたら小腹が空いている程度よ。白うさぎの調理は後にしましょ」

「了解しました」

　時を操るという最強のアイテムを持っているのに、何故かいつも絶体絶命の白うさぎ。

　今回もギリギリのところで九死に一生を得た。

　

「おい、アリス。さっさと鍵を奪って次に行こうぜ」

「待って。この部屋はカメしかいないのよ？　戸棚には紅茶のセットもあるし、ここで休憩しましょ」

　やりたい放題だ。

　アリスたちは勝手に部屋を物色して、ティータイムを始めてしまった。

「お前たち、いい加減にしろよ」

　当然だが、ウミガメは怒っている。

「私たちとバトルするの？」

「当然だ。鍵が欲しければ私を倒すのだな。数十年ぶりのバトルだ。本気を見せてやろう」

　ウミガメがその場でクルクルと回り出した。

　どんどん加速していき、コマのように回りながら迫ってくる。

「ハッタ」

「おう、任せろ」

　ハッタは鞭で応戦するが、簡単に弾かれてしまった。

「これは厄介だぞ」

「フハ……ハハ……ハハ……私の……誰が……壊す……止め……教え……丸……だぞ……」

　勝ち誇ったような声が聞こえる。

　しかし、高速回転しているので何を話しているのか分からない。

「私に任せなさい。えっと……腐敗した私の体は誰が食べても美味しくない。それに、お腹を壊す危険性がある。だから、止めておけ。それと、一つ教えてやろう。白うさぎは丸焼きがオススメだぞ……そう言ってるわ」

　絶対に違う。

「アリス様、理解しました。自分は食べられたくないから、白うさぎを食べてくれと懇願しているのですね？」

　セバスの理解の仕方が怖すぎる。

　何故、アリスたちはこんなにも余裕があるのか？　それは、高速回転していてもウミガメの動きが遅いからだ。

　そして、誰にも触れずに回転は止まってしまった。

「オェェェ……」

　数十年ぶりのバトルは辛かったのだろうか？　ウミガメは目を回して動かない。

　

「アリスちゃん、これ……ウミガメさんの体から飛んで来たんだけど」

　ヘイヤが青色の鍵を拾ってくる。

　ウミガメを見ると、嗚咽交じりの涙を流していた。

「産卵するのかしら？」

「気持ち悪くて泣いてるだけじゃないの？　どちらにしろ、邪魔しちゃ悪いよ」

「そうね。休憩は十分取れたし、鍵も手に入ったから行きましょう」

　まったくバトルをせずに、アリスたちは二つ目の鍵を手に入れる。

　縛られたまま気絶している白うさぎは？

　やはり今回も存在を忘れられ、置いてきぼりにされてしまった。

　

　三つ目の鍵を手に入れるべく、アリスたちは黄色い扉の前へと立つ。

「私は魔王をぶん殴りたいだけなのに、何でこんなにも面倒くさい事をしないといけないのかしら？」

　それに付き合わされている俺たちは何だ？　そう言いかけたところで、ハッタは言葉を飲み込む。

「アリスちゃん、文句を言っても状況は変わらないよ」

「ヘイヤの言うとおりね。行きましょう」

　アリスは緊張感の欠片も無く黄色い扉を開けた。

　殺風景な部屋の中心で、二羽のフラミンゴが体を寄せ合っている。その内の一羽が目の前へと飛んで来た。

「ようこそ。君の名前は？」

「アリスよ」

「鍵が欲しいんだよね？　僕たちと遊んでくれたらあげるよ」

「遊ぶだけでいいの？」

「ああ、暇なんだ。魔王の城に来る人間なんてほとんどいないし、ごく
稀
 まれ

 に魔王討伐の勇者が来たなんて聞くけど、ここまで辿り着けないんだよ。魔王様も、人間が来たら適当に遊んでやれって言ってたしね」

　遊んでやれの意味が違う。だが、真実は告げないでおこう。

「何をして遊ぶの？」

「僕たちの特技を見て欲しいんだ。この世界には姿を自由に変える魔法があるって知ってる？」

「ええ、知ってるわ。ジャバウォックの詩の魔法書でしょ？」

「アリスは物知りだね。じゃあ、よく見ててよ」

　後ろにいたフラミンゴが、ヘイヤの横へと移動する。そして、ヘイヤそっくりに変身してしまった。

「凄いでしょ？　僕たちは魔法無しでも姿を変えられるんだ。それに、記憶もコピー出来るんだよ。さあ、挨拶してみて」

「ヘイヤです。アリスちゃん、宜しくね」

　姿を変えたフラミンゴは、見た目だけで無く声や口調もヘイヤそのものだ。

　偽物のヘイヤは本物のヘイヤの手を握り締め、その場でクルクルと回る。

「本物はどっちだ？　アリスちゃんに分かるかな？」

　……既に分かってしまった。質問をした方が偽物だ。本物のヘイヤが、どっちだなんて言うはずがない。そもそも、本物のヘイヤの肩にはタマネギの魔物が乗っている。

「これは、難しいわね」

「ああ、難しいな」

「難しいですね」

　面白くなりそうだと感じたアリスたちは、気づかないふりをした。

「見た目では分からないとなると、質問して本物を見抜くしかなさそうね。ハッタ、何か質問はある？」

「記憶までコピーするんだろ？　普通の質問をしても同じ答えが返ってくるんだよな。これは難しいぞ」

「そうね。では、普通ではない質問をしましょう。ヘイヤはうさぎのマネが得意なの。記憶だけコピーした偽物のヘイヤには出来ないはず。さあ、うさぎのマネを見せて」

「えっ、ちょっと、アリスちゃん？」

　本物のヘイヤが焦り始めた。しかし、ハッタに体を押さえつけられて身動きが取れない。

「あちらのヘイヤは出来ないみたいね。偽物かしら？　あなたは出来るの？」

「簡単だよっ」

　偽物のヘイヤは手でうさぎの耳を作り、部屋の中をぴょんぴょんと飛び回った。

「いやー！　やめてー！」

　本物のヘイヤが訴えている。でも、誰も耳を貸さない。

「どう、私が本物でしょ？」

「そうかしら？　本物のヘイヤは語尾に何かをつけていたような気がするわ」

「えっと……私が本物だぴょん。みんな大好きだぴょん。愛の魔法をかけるぴょん」

　ジタバタしながら

「ぴょんぴょん言わないで！」

　と叫ぶ、可哀想な本物のヘイヤ。少し涙目だ。

「偽物のヘイヤは黙っていなさい」

「私が本物だよ!?
 　分かってて言ってるよね!?
 」

「まだ、決定的な証拠が無いわ。愛の魔法を見て判断しましょう」

「愛の魔法なんて無いよ！　言ってみたかっただけだよ！」

「あちらのヘイヤは愛の魔法なんて無いと言ってるわ。あなたはどうなの？」

　偽物のヘイヤに注目が集まる。

「愛の魔法は……あるぴょん。これが、みんなを幸せにする愛の魔法だぴょん！」

　少し屈んだ体勢になり、頬を赤く染めながら背中で手を組む。そのまま上目遣いで可愛らしく微笑み、アリスたちに向かってウインクした。

「私の笑顔で、みんなを幸せにしちゃうぞ？　……ぴょん」

　……

　……

　本物のヘイヤは白目をむいて気絶した。

「セバス……これは凄いわね……」

「ええ、凄まじい破壊力です。これなら、アイドルとして一儲けできますよ。白うさぎのような男はたくさんいますから、ヘイヤ様ならトップアイドルも夢ではありません。うさぎの星から来た事にすれば尚更良いでしょう」

「うさぎの星も良いけど、月からの使者って肩書きでも良いわね。フラミンゴも連れて行って双子アイドルにすれば、稼ぎも二倍になるかしら？　ハッタ、道具屋よりこっちの方が儲けられそうよ」

「うーん……金は欲しいけど、道具屋のプライドもあるしなあ……」

　誰もヘイヤの心配をしていない。

　薄情？　違う。この精神的なダメージを回復する手立てなど存在しないから仕方が無いのだ。

「さて、十分遊んだでしょ？　鍵を渡しなさい」

「まだ足りないよ。もう一回だけ遊ぼう。ねっ？」

　アリスの横にいたフラミンゴが、ハッタに飛びつき姿を変える。今度は本物のハッタを見抜かないといけないらしい。

「これで最後だよ。さあ、本物はどっちだ？」

　またしても、偽物のハッタが余計なことを言ってしまった。

「分からないわ」

「分かりませんね」

　ハッタで面白くなるのかは分からないが、アリスとセバスは取り敢えずのってみる。

「俺なんかに変身しても面白くならないよ。なあ、アリス」

「そんな事は無いわ。えっと……その……あれよ、あれ。その……ごめんなさい。何も無かったわ。セバス、面白い質問はあるかしら？」

「申し訳御座いません。あまりにもハッタ様が平凡過ぎて、私にも分かり兼ねます」

「そうなのよ。間違えてフラミンゴを連れて行っても問題なさそうなのよね」

「……」

　凄い勢いでディスられた。何もしていないのに、既にハッタは涙目だ。

「ああ、思い出しました。本物のハッタ様だけが答えられる質問があります」

「さすが、セバスね。どんな質問なの？」

「ハンプティの質問ですよ。あの質問は途中でうやむやになりましたよね？　本物のハッタ様ならどんな質問だったか答えられるはずです。確か、本当はアリス様を押し倒して……というところまでは聞けましたが……」

「ダアーー!!
 　待て、待て、待て！　セバスさん、待ってくれ！　セバスさん、待ってくれ！　セバスさん、待ってくれ！」

　同じ言葉を繰り返し叫んでいる。何が彼をここまで追い詰めたのだろう？

「ハッタ、何も聞こえないわ。耳を塞がないで」

「だめだ、ダメだ、駄目だ！　魔王の城を丸ごと吹き飛ばす、自爆用の爆弾を起動させるぞ！」

　血走った目のハッタが爆弾を抱えている。

　デジャヴ？　どこかで見た光景だ。

「よく分からないけど、爆弾はやめなさい」

　アリスが爆弾を取り上げようとしても、ハッタは獣のような動きで逃げていく。偽物のハッタは理解出来ず、その様子を茫然と眺めていた。

「セバス、質問を変えましょう。このままでは本当に危ないわ」

「そうですね。では、別の質問にします。私は見ていないのですが、ハッタ様はただのヒツジに向かって見事な土下座をしていたと……」

　話し終える前に、ハッタはセバスの前で見事な土下座を披露している。

「お願いします。ハンプティの質問は忘れて下さい」

　両手両膝を床につけ、頭を
擦
 こす

 る姿は鬼気迫るものが感じられた。

　それ以上は何も追及できず、アリスとセバスも黙ってしまう。

　そして、偽物のハッタは最後まで立ち尽くしたままだった。

　

「遊びはここまでよ。面白かったでしょ？」

「面白いというよりは、ちょっと怖かったけど……」

　ハッタとヘイヤに姿を変えていた二羽のフラミンゴは、変身を解いてアリスの前に立つ。

「はい、約束通り鍵を渡すよ。魔王の間に行くんだよね？　他の鍵は？」

「もう集めたわ」

「じゃあ、この部屋で休んでいきなよ。仲間が
疲
 ひ

 
労
 ろう

 
困
 こん

 
憊
 ぱい

 でしょ？　ここなら他の魔物も来ないしね」

　ハッタはまだ土下座をしていて、ヘイヤは気絶したままだ。

「お言葉に甘えようかしら？」

「そうこなくっちゃ。美味しい紅茶もあるから奥のテーブルにどうぞ」

　敵意は感じられないので、ハッタとヘイヤの心が回復するまで休む事にした。

「あなたたちは魔王の配下よね。何でこんなにも優しくしてくれるの？」

「僕たちは面白ければいいのさ。そんな魔物も結構多いと思うよ」

　確かに、チェシャはその代表だと言える。魔王に忠誠を誓っているドードーも、普段は気ままに暮らしていそうだ。

「そうなのね。他にもいくつか質問していいかしら？　魔王は、魔王の
間
 ま

 にいるのよね？」

「たぶんね。新しく迎え入れたお
妃
 きさき

 様と仲良く歩いていたから、そのまま魔王の間に向かったんだと思うよ」

　どうやら、ジーンはまだ無事らしい。

「中に魔王以外の魔物はいないの？」

「基本は魔王様以外入れないから、いないと思う。でも、扉の外にはウジャウジャ見張りの魔物がいるよ。人間はあんなところまで辿り着けないのにね。少しでも点数を稼いで直属の配下になりたいのさ。魔王様直属の配下になれば自由に動けるし、威張れるからだろうけど」

「魔王の間はどこ？」

「入口に戻って真っ直ぐ進めば着くよ。だけど、一つ注意しなければならない場所がある。途中で絶対に通らないといけない大きな部屋があるんだ。そこには魔王様の右腕と呼ばれる魔物がいるよ。撃破しないと先には進めないからね」

「ありがとう。これだけ教えて貰えれば十分よ。そろそろ行きましょう」

　いつの間にか、ハッタとヘイヤも横で話を聞いていた。アリスに鍛えられ、心が強くなったのだろう。魔王退治には関係ないが、違う意味で頼もしい限りだ。

「セバス、爆弾の設置はひとまずおいておきましょう。まずは魔王の右腕とやらに挨拶しないとね」

「
仰
 おお

 せのままに」

　こうして、三つの鍵を手に入れたアリスたちは城の入口へ引き返した。

　

　エントランスまで戻ると、アリスたちは一旦状況を整理する。

「鍵は手に入れたわ。そして、中央の道を真っ直ぐ進めば魔王の間に辿り着けるのよね。その途中で魔王の右腕と呼ばれる魔物がいて、魔王の間の扉付近には見張りがいる……こんなところかしら」

「扉付近にウジャウジャいる魔物は爆弾で引きつければどうにかなりそうだな。問題は魔王の右腕ってやつだ。まあ、今までの傾向から言わせて貰えば、まともなバトルじゃなさそうだけど」

　ハッタの言う通り、ボスクラスの魔物とは普通のバトルをしていない。今回は何をするのだろう？　普通のバトルの方がよっぽど楽だと考え、ハッタは深いため息を吐いた。

「アリス様、魔王の右腕と呼ばれる魔物も気になりますが、そこまでの道のりにも注意しなければなりません。出会った魔物は確実に仕留めないと、仲間を呼ばれてしまいます」

「そうなのよね。入り口の魔物はまだ寝てるし、幸いエントランスに魔物はいない。でも、先へ進めば魔物に遭遇するはず。だから、泳がしておいたのよ」

「泳がしておいたとは？」

　アリスはエントランスを見渡し、何も無い壁に向かって歩く。そして、勢いよく手を伸ばした。

「そこっ！」

「うわっ!?
 」

　アリスに服を掴まれ、驚いた表情のチェシャが姿を現す。

「気づいてたの!?
 　野生の勘ってやつ!?
 」

「そうよ。城に入ってからずっと気配を感じてたわ。白うさぎを連れてきて、ウミガメに変な事を吹き込んだのはあなたね？　どこかで覗きながら笑っていたのでしょう？　ここぞってところで協力して貰おうと思ったから泳がせておいたのよ」

　相変わらず恐ろしい。

　何故、温室育ちであるはずの姫が野生の勘を持っているのか？　そんな謎がハッタたちの頭に浮かび上がったが、答えは見つからなかった。

「私たちを利用して十分楽しんだのよね？　本来ならぶっとばしてるところだけど、協力してくれるなら許してあげるわ」

「分かったから睨まないで。魔王様にはナイショにしてよ？」

　チェシャが手を振ると、アリスたちは黒く怪しい煙に包まれる。

「前にトランプの国で見せた能力ね」

「魔王様の城の魔物でも、僕の亜空間は見破れない。中間地点までは安全に進めるよ。じゃあ、僕はこれで……」

「あなたがいなくなったら誰が亜空間を解除するのよ？　一緒に来なさい」

「あっ、やっぱり？」

　無理やりチェシャの力を借り、城の奥へと向かって駆け出した。強そうな魔物とすれ違ってもまったく気づかれず、そのまま大きな扉の前まで辿り着く。

　辺りを見渡し魔物が近くにいない事を確認してから、チェシャは亜空間の能力を解除した。

「この部屋を通り抜けないと、魔王様のところにはいけないよ」

「魔王の右腕と呼ばれる魔物の部屋ね。せっかくだから、あなたも来なさい」

「ちょっ、ちょっと待って！　ここは本当にヤバイ……」

　ろくに話を聞かず、アリスはチェシャの腕を掴んだまま部屋の中へと飛び込む。すると、目を疑う魔物が視界に入った。

「あれは、ドラゴン？」

　部屋の中心で巨大なドラゴンがあくびをしている。

「人間がこの部屋に入ると起きちゃうんだよ。それと同時にテリトリーが発動するんだ」

　ハッタとヘイヤが必死に出口を探すが、既に扉は消えてしまっていた。

「眠りネズミのテリトリーと一緒なの？」

「もっと単純で、物理攻撃も魔法も何だってありだよ。ただ、テリトリーが発動してる間は外から中に入れても、中から外には絶対に出られない。そこは一緒なんだ。僕の亜空間でも脱出は無理だね」

「外から中に入るのは可能なのね。知らなかったわ。まあ、部屋の中に全員入ってしまったから関係ないけど。それで、テリトリーを解除する方法は？」

「ドラゴンを眠らせるか気絶させれば解除されるよ」

　今までとは違い、今回は本当のバトルをしなければならないらしい。タマネギの魔物も過去最高に震えている。

「ドラゴンを正攻法で倒さなければ先に進めないって事ね。でも、何でチェシャが焦っているの？　魔物同士だから攻撃されないでしょう？　巻き込まれるのが怖いなら亜空間へ逃げればいいだけよね」

「あのドラゴンは数千年生きている。だからボケているんだよ。敵と味方の区別がつかないし、亜空間でガードしても全てを吹き飛ばしちゃうんだ。過去に亜空間が通用しなかったのは、魔王様にアリス、それと目の前にいるドラゴンだけだよ」

　アリス魔物説、魔王説に続き、ドラゴン説が浮上した。だが、今はどうでもいい。

「失礼ね。私は可愛くて可憐な少女よ。さて……どうしましょう？　セバス、あのドラゴンに勝てる？」

「難しいですね。相性が悪すぎます」

「ハッタはドラゴンを倒せるかしら？」

「アリスの盾にされて、黒焦げになった記憶しか無いよ……」

「懐かしい思い出ね」

　とても無理そうだ。とは言え、やるしかない。

　セバスが氷の魔法を唱え、ハッタは隠していた複数の短剣を投げつけた。しかし、全て硬い鱗に弾き返されてしまう。

　そして、ドラゴンは大きく口を開いた。

「まずい……ヘイヤ様、炎の防御魔法を！」

「はい！」

　ドラゴンが激しい炎を吐き出す。間一髪、ヘイヤの防御魔法で回避した。

　一瞬も気が抜けないバトルが続く。

「あれっ？　アリスは？」

　先ほどまで横にいたはずの、アリスとチェシャが姿を消していた。

「ドラゴンの鱗が高く売れるのよね。チェシャもどう？」

「気づかれたら攻撃されちゃうだろ？　遠慮するよ」

　……ドラゴンの背中に乗って鱗を剥いでいる。

　敵意が無い小柄なアリスと、同じく敵意の無い小柄なチェシャはドラゴンの視界に入らないらしい。

　二人の悪ふざけを止めるのは、ドラゴンの攻撃を止めるよりも難しいだろう。

「セバスさん、アリスは大丈夫なのか？　ドラゴンに乗ってるぞ？」

「アリス様なら問題無いでしょう。しかし、このままでは私たちが危険です」

　アリスが無事でも、状況はまったく好転していない。セバスたちにドラゴンの激しい攻撃が迫る。

　その時、アリスをよく知る者が部屋へと飛び込んで来た。

「やっとウミガメから逃げ出せたぞ。この部屋でしばらく休ませて貰おう」

　……白うさぎだ。なんてタイミングが悪いのだろう。

「あれっ、ヘイヤちゃん？　わーい！　やっぱり、僕たちは赤い糸で結ばれてるんだね。えっ？　あれを見ろ？　あれって、アリスが何かしてるけど……どっ、どっ、ドラゴン!?
 」

　白うさぎは鬼の速さで逃げ出した。しかし、出口が見当たらない。

「何なの!?
 　どういうことなの!?
 　ハッタ、説明して！」

「あのドラゴンを倒さないと、この部屋から出られないらしいぜ」

「何ですと!?
 　ぎゃー！　何で僕を狙うんだ!?
 」

　ドラゴンはターゲットを白うさぎに絞って追いかけ回す。どうやら、食べ物と判断したようだ。

　そんな状況でも、アリスはドラゴンの背中で鱗を剥いでいた。ある意味、素晴らしい集中力とも言える。

「ハッタ様、ヘイヤ様、今の内に対策を練りましょう」

　白うさぎがドラゴンを引きつけている間に、セバスたちは部屋の隅で作戦会議を始めた。

「さて、どうしたものでしょう。ハッタ様、何か考えはありませんか？」

「白うさぎをドラゴンの炎で焼いて、口の中に放り込むのは？　お腹が膨れて眠くなるかも知れないぜ」

　無神経な兄だと、ヘイヤは軽蔑の眼差しを向ける。ハッタと白うさぎが相思相愛という誤解は、いつになったら解けるのだろう？

「あの巨大なドラゴンが白うさぎ程度でお腹を満たすとは思えません。ヘイヤ様は何か思いつきませんか？」

「えっ、私ですか？　えっと……白うさぎさんがドラゴンさんの内部に入って攻撃するのは？」

「やってみる価値はありますが、恐らくダメージを与えられずに消化されてしまうでしょうね」

　どんな作戦も、白うさぎは食べられる事が前提らしい。

「セバスさんは何か思いつかない？」

「そうですね……二つほど考えましたが、不確定要素が多すぎます」

「二つもあるの？　まあ、とりあえずやってみようぜ」

「了解しました。では、一つ目の作戦を実行に移しましょう。白うさぎの能力を使ってドラゴンを無力化させます。まずはヘイヤ様。魔法で防御壁を作って、ドラゴンを足止めして下さい。その隙をつき、ハッタ様は白うさぎにドラゴンの時を操らせるのです」

　ハッタとヘイヤは小さく頷き、それぞれ動き始めた。

　

「もっ、もうダメだ……疲れて……」

　逃げ回っていた白うさぎの体力は尽き、その場に座り込んでしまう。

　ドラゴンの牙が届く寸前で、ヘイヤが防御魔法を発動して跳ね返した。

「ヘイヤちゃん!?
 　助けてくれたんだね。わーい！　やっぱり僕のことが……」

「白うさぎ、今がチャンスだ」

「チャンス？　ハッタ、どういう事なの？」

「ヘイヤがドラゴンを足止めしてる間に、時を操る能力で無力化させるんだよ」

「あっ、そうか！　よし、ドラゴンの時を五十年くらい進めてやる。ヨボヨボのおじいさんになっちゃえ！」

　懐中時計をドラゴンに向け、スイッチを押す。しかし、何も変化は無い。

「あれっ？　確かにドラゴンの時を五十年進めたのに……足りないのかな？　じゃあ、百年進めてやる！」

　もう一度、懐中時計のスイッチを押す。やはり、何も起きない。

「どういうこと？」

「あっ、分かったぞ。ドラゴンの寿命は数千年って聞いた事がある。百年やそこらじゃ変化しないんだ。白うさぎ、一気に千年単位で時間を進めろよ」

「ああ、なるほど。でも、千年以上時を進めるには数時間かかるけど大丈夫？」

「いや、無理だな」

「そうだよね。あははは……ぎゃー！」

　ヘイヤの防御魔法が破壊され、ハッタと白うさぎは吹き飛ばされた。

「セバスさん、お兄ちゃんと白うさぎさんが……」

「やはり、ダメでしたか。では、次の作戦に移行しましょう」

　セバスとヘイヤは安全なところでのんびりと話している。

「ヘイヤ様、白うさぎの体力を回復して下さい」

「分かりました」

　ヘイヤが魔法を使うと、白うさぎが元気よく飛び跳ねた。

「あれっ？　元気が出てきたぞ……あっ、ちょっと待って！」

　再びドラゴンが追いかけ回し始める。

　ドラゴンの意識を白うさぎへと逸らしたセバスは、チェシャに合図を送って呼びつけた。

「僕に何か用？」

「質問しても宜しいでしょうか？　ドラゴンが眠るか気絶すれば、テリトリーは解除されると言いましたよね？　では、ドラゴンが部屋から出てしまった場合、テリトリーはどうなるのでしょう？」

「ドラゴンが部屋から出る？　そんな事はあり得ないけど、たぶん解除されると思う。テリトリーの発動条件は、ドラゴンがいることを前提にしているはずだからね」

「そうですか。では、この作戦は成功するかも知れません。まずは、アリス様を……」

　セバスは素早くドラゴンの背中へと飛び移り、アリスを抱え戻ってきた。

「セバス、どうしたの？」

「そろそろ、先へ進みましょう」

「何か作戦を思いついたのね」

「チェシャ様の能力があれば、この部屋を抜ける事は可能と思われます」

「僕の能力？」

　作戦の内容を伝えると、チェシャは驚いた顔を見せる。

「発想の逆転だね。僕たちが外に出る訳じゃなく、ドラゴンを……分かった、やってみる。ただし、これも魔王様にはナイショにしてよね。絶対だよ」

　チェシャは両手を掲げ、意識を集中させた。大きな黒い煙が頭上で膨らみ、それをドラゴンに向かって投げつける。

　黒い煙に包み込まれたドラゴンは亜空間へと姿を消し、テリトリーは解除されて扉が出現した。

「はあっ、はあっ……もう……力が出ないよ……」

「チェシャ様、有難う御座います。ヘイヤ様、チェシャ様とハッタ様に回復魔法を」

「はい」

　ヘイヤが回復魔法をかけている横で、アリスは首を傾げている。ドラゴンの鱗を取るのに夢中だったので、何が起きたのか分からないのだろう。

「セバス、状況を説明して。何でテリトリーが解除されたの？」

「簡単ですよ。この部屋のテリトリーを発動しているのはドラゴンです。ドラゴンを部屋の外に出し、ドラゴンと部屋の繋がりを無くしてしまえばテリトリーは解除されるという訳です」

「なるほど……亜空間も部屋の外だと言いたいのね」

「ドラゴンに亜空間の能力が利かなくても、その周囲を亜空間で囲む事は可能でしょう。問題はドラゴンを閉じ込めるほどの巨大な亜空間が作り出せるのか？　それを心配していましたが、さすがチェシャ様です。そんな心配など
杞
 き

 
憂
 ゆう

 でした」

　セバスに褒められ、チェシャは嬉しそうに笑った。

　魔物とは思えないほど可愛い笑顔だ。

「はははっ。大きい亜空間を作るのは難しくないよ。アリスたちに初めて会った時も、草原一帯を亜空間に変えてたでしょ？　ただ、ターゲットを決めて囲むように作るのは疲れちゃうんだ。そんな繊細な作業より、部屋ごと亜空間に変えた方がよっぽど楽だね」

　確かに、部屋ごと亜空間に変えてしまっては、ドラゴンと部屋を切り離せないのでテリトリーは消滅しない。あくまで、ドラゴンだけを亜空間に閉じ込める事が必要だった。

「チェシャ、よくやったわ。あなたなら、ヘイヤとユニットを組んでトップアイドルになれるわよ」

「へへっ……って、何の話？」

　アリスはヘイヤとチェシャを使って儲けようとしている。

「よく分からないけど、急いだ方がいいよ。ドラゴンを封印した訳じゃなく、周囲を亜空間で囲んだだけだからね。グズグズしてたら出てきちゃう」

「分かったわ。ハッタ、復活したの？」

「おお……まだ、ちょっとクラクラするけどな」

「では、行きましょう」

　部屋を飛び出し、アリスたちは魔王の間を目指して駆け出した。

「あっ、おーい！　白うさぎを忘れてるよ」

　いつの間にか気絶していて、今回も存在を忘れられた白うさぎ。

「このまま放置しとくのは、さすがに可哀想だよね。連れてきたのは僕だし、城の外に放り投げておこうかな？」

　チェシャは白うさぎを引きずりながら入口へと戻って行った。

　

＊　＊　＊

　

　その頃、魔王に連れ去られた兄のジーンは……

　

「可愛い……」

　アリスが魔王の城に居るとは気づかず、鏡に映る自分のドレス姿に見惚れていた。

「じゃなくて、僕は男なんだよ！　このままじゃ危ない。僕は流されやすいから、気が付いたら魔王と結婚していたなんて事もあり得る。魔王が着替えている内に脱出するんだ」

　一人になって冷静さを取り戻したらしい。

　自分の性格を把握しているからこそ思う。このままでは、魔王に心を奪われてしまうと……

「よし、逃げよう」

　用意された部屋を飛び出し、あても無く城の中を駆け回った。

　そして、三十分後。

「どうして部屋に戻って来ちゃうの!?
 」

　スタート地点に戻って来た。

　別に魔王の城が複雑なのではない。単に、ジーンが方向音痴なのだ。

「お妃さまは元気だなあ」

　そんな姿を魔王の側近は微笑ましく眺めている。

「もう一度だ！」

　再び廊下を走り出す。すると、廊下の曲がり角で何者かとぶつかり尻餅をついてしまった。

「痛たた……」

「大丈夫か？」

「まっ、魔王!?
 」

「足を擦り剥いているな。じっとしていろ……」

　ハンカチを取り出し、傷口に優しく縛り付けられる。

　ジーンの残された理性が崩壊の危機を迎えていた。

「あの、えっと、その……」

「さあ、部屋へ行くぞ」

　このまま部屋に戻れば、魔王の事を好きになり離れられなくなってしまうだろう。いや、もう魔王の事を好きになっている。これ以上、一緒にいてはいけない。

　嫌われないと……違う、真実を魔王に伝えるんだ！

「どうした、ジーン？　ドレスが汚れてしまったのなら着替えを……」

「僕は姫じゃないって言ってるだろ！　胸も無いし、見れば分かるじゃないか」

「巨乳だから良いとは限らない。たとえ貧乳でも、ジーンの全てを愛している」

　よく分からない事を言い出した。

　こうなったら、男の証を見せるしかない。恥ずかしいけど、
躊躇
 ためら

 ってる場合じゃないんだ。

　スカートに手を掛け、勢いよく捲り上げようとする。その手を魔王が押さえ付けた。

「はしたないぞ」

「放せよ！」

「大事に……したいんだ……」

　強く抱きしめ、真っ直ぐな瞳で見つめる魔王。見上げるジーンは頬を赤く染め、視線を外す。

「痛いよ……そんなに激しく……抱きしめないで……」

　……

　……

　ジーンの理性が崩壊する前に、魔王の理性が吹っ飛んだ。

「わっ、えっ、ちょっ……」

　ジーンをお姫様抱っこして、魔王の間の奥にある部屋へと飛んで行く。

　そこは、魔王の寝室だった……





　

第八話　魔王をぶっ飛ばせ！

　

　アリスたちは真っ直ぐに城の中を進んで行く。

「魔物はいないわね」

「ドラゴンがいるから、気が緩んでいるのかもな。あの部屋を突破出来る人間なんていないと思ってるんだよ」

　たしかに魔物の気配がしない。ヘイヤの肩に乗っているタマネギの魔物も静かだ。

「そうだといいわね。しかし、本当に大きな城だわ」

　途中で幾つもの分かれ道があった為、このまま進めば良いのか少しだけ不安になる。

「アリス様、身を隠して下さい。どうやら正解のようです」

　セバスに止められ廊下の陰から様子を
窺
 うかが

 うと、遠目に魔物の群れが確認出来た。その先には立派な扉がある。恐らく、あれが魔王の間へ続く扉なのだろう。

「本当にウジャウジャいやがる。アリス、どうする？」

「引き返して、どこかの部屋に爆弾を設置しましょう。当初の予定通り、爆発音で魔物をおびき出す作戦よ」

「その隙をついて魔王の間に入るんだな。よし、行こう」

　来た道を引き返し、爆弾が設置出来る場所を探した。下手に設置すると身動きが取れなくなってしまう恐れもある為、慎重にならざるを得ない。

「アリス、こっちに扉がたくさんあるぞ」

　ハッタの指差す先には同じ形の扉が幾つか見られた。その先も通路になっており、調べてみると中央の道へ戻れることが分かる。

「魔物の部屋かしら？　ここにある部屋のどこかへ爆弾を設置しましょう。奥の通路から迂回していけば、この場所に魔物の注意を引きつつ魔王の間の扉へ戻れるはずよ」

「じゃあ、取り敢えず適当に中を覗いてみようぜ」

　一番手前の扉を選んで中に入ると、多くの書物が置かれている書庫だと分かった。

　ヘイヤが目をキラキラと輝かせ、几帳面に並べられた本を確認していく。

「アリスちゃん、この部屋凄いよ。貴重な本がたくさん並んでる」

「そう？」

　アリスは近くの棚の本を手に取ってみた。表紙には『愛とは何か？』と書かれている。

「本当に貴重な本なの？」

　
栞
 しおり

 が挟まれていたので開くと、名言らしき言葉にアンダーラインが引かれていた。

「『恋とは、人生において最も
難
 むずか

 しく理解し
難
 がた

 いものである』……何これ？　恋に飢えた魔物がいるのかしら？」

　まさか魔王がアンダーラインを引いているとは、さすがのアリスも気付かない。

　

「この部屋に爆弾を仕掛けるのは
止
 や

 めない？　勿体無いよ」

「私は全てを爆破したい衝動に駆られたけどね。ヘイヤが言うならそうしましょうか」

　特にこだわる必要など無いので、次の部屋へ移動した。中には煌びやかな財宝や、歴史的に価値の高いものなどが飾られている。

　今度はハッタが目を輝かせた。

「宝の山じゃないか！　アリス、ここの爆破は止めよう。どれも高値で取引される貴重な物ばかりだぞ」

　宝物庫なのだろう。鍵がかかっていないのは、こんな場所まで盗みに入れる者がいないからだと思われる。

「本当に宝なの？」

　アリスの目の前には泥だらけの花冠が飾られていた。これだけは透明なケースに入っていて、防犯設備も施されている。まさに国宝級の扱いだ。

「歴史的に有名な物なのね。私には全く分からないわ」

　分かるはずが無い。つい先ほど、ジーンが魔王の為に作った花の冠なのだから。

「何故か分からないけど、この花の冠は気持ち悪いのよね。呪われてるのかしら？　まあ、いいわ。周辺にある全ての部屋を回ってから、爆弾の設置場所を決めましょう」

　宝物庫を出て、次の部屋へと移動する。そして、全員の足がピタリと止まった。

「これは……」

　視線を集めた先には、巨大な魔王の肖像画が飾られていた。イケメンではあるが、決め顔が相当ウザい肖像画だ。

　ハッタは
懐
 ふところ

 から爆弾を取り出し、迷わず肖像画にセットする。

「やるわね、ハッタ」

「さすが、お兄ちゃん」

「お見事です」

　どうやら、満場一致でウザかったらしい。

「ハッタ、この爆弾の説明をして」

「前に音だけ大きい爆弾を作るって言ったよな？　これがその新型爆弾だ。威力的には肖像画を吹き飛ばす程度だけど、部屋ごと吹っ飛ばしたくらいの音がするぜ。爆弾は四つ作ってある。タイマーセット出来るから、三十分後に爆発するようセットしておいた。他の部屋にも仕掛けよう」

　爆弾をよく見ると、数字がカウントダウンしている。

「三十分後？」

「タイマーは上書き出来るぞ。三十分後が不満なら変えればいいだけの話だ」

「どうやって変えるのかしら？」

「数字の下にある丸いボタンで時間を設定して、その横の四角いボタンを押すだけだよ。簡単だろ？」

「では、三秒後にセットしましょう」

　アリスは爆発の時間を三秒後に上書きしてしまった。

　

「何をやってんだ!?
 」

　セバスがアリスを抱え、爆弾から距離を取る。ハッタも頭を抱えながら飛び退いた。

　直後、凄まじい爆発音が鳴り響く。

　……

　……

「……凄い音ね」

「お前は何がしたいんだ!?
 」

「面倒なのよ。誰なの、こんな作戦を考えたのは？」

「お・ま・え・だ・よ！」

「そうだったかしら？」

　興奮するハッタを無視して、セバスは部屋の外に飛び出し耳を澄ました。

「足音が聞こえる……アリス様、魔物が集まって来ているようです。すぐにここを離れましょう」

　こうなっては仕方が無い。アリスたちは迂回路を使い、魔王の間へ向かって駆け出した。

「着いたわ。魔物は……いないみたいね。ハッタ、あなたのお蔭よ」

「……」

　魔物は正規のルートで爆発音のした部屋に向かったのだろう。予定していた通りの素晴らしい結果だ。しかし、当たり前だがハッタは腑に落ちない顔を見せている。

「さて、中に入りま……あら？　この扉、鍵穴が無いわ。セバス、どういう事なの？」

「確かに見当たりませんね。魔王の間の扉ではないのでしょうか？」

「ヘイヤ、何かを感じない？」

「……扉の奥に強大な魔力を感じるよ。こんな魔力の持ち主は魔王しかいないと思う」

「やっぱり、ここで間違いなさそうね。どうすればいいのかしら？」

「アリス様、鍵を貸して頂けますか？」

　セバスは三つの鍵を受け取り、一つ一つじっくり観察した。すると、それぞれの鍵が小さな光を放っている事に気づく。

「なるほど。つまり、こういう事でしょう」

　鍵を握り締めたまま、セバスは扉を軽く押した。

　不気味な音をたてながら、ゆっくりと扉が開いていく。

「セバス、どういう事なの？」

「別に鍵を使う必要は無かったみたいですね。持っているだけで扉が開くようです。鍵が放つ小さな光は扉を開く為の魔法なのでしょう」

「そういうことね。では、行きましょう」

　アリスを先頭に魔王の間へと足を踏み入れた。

　とうとう、最後の戦いが始まる……そう思っていたのだが、見渡す限り誰もいない。

「この広さなら結界石が使えるわ。でも、誰もいないのよね。ヘイヤ、魔力の波動を探って」

「もっと奥から感じるよ」

　玉座の前まで進んでも、魔王は姿を見せない。

「困ったわ。取り敢えず座ってみようかしら？」

　アリスが魔王の玉座に腰を下ろし、足を組んで不敵に笑った。新たな魔王が誕生した錯覚を受け、ハッタの背筋に冷たいものが走る。

「悪くない気分ね。でも、私は魔王をぶっ飛ばしに来たのよ。セバス、どうすればいいの？」

「玉座の後ろに扉があります。そこに魔王がいるのでは？」

「後ろ？」

　立ち上がって確認すると、控え目な扉が視界に入った。その扉から聞き覚えのある声が耳に届く。

「やめてー！」

　明らかに、ジーンの悲鳴だ。

　ハッタとヘイヤの表情に緊張感が走る。

　アリスはゆっくりと扉を開けた。

　……

　……

　半裸の魔王と、乱れたドレス姿のジーンがベッドにいる。

　……

　……

　アリスはゆっくりと扉を閉めた。

「誰もいなかったわ。帰りましょう」

　異様な空気を察して、セバスたちも無言で帰ろうとする。

「ちょっ、ちょっと待ってよ！」

　勢いよく扉が開き、ドレス姿のジーンがアリスの足にしがみついた。

「アリス、助けに来てくれたんだね！　魔王が僕のことを男って信じてくれないんだよ。アリスからも言って……ぶげっ」

　ヒールで顔を踏まれるジーン。

「
鬱
 うつ

 
陶
 とう

 しいのよ、この
愚
 ぐ

 
兄
 けい

 が。私は魔王をぶっ飛ばしに来たの」

「ツンデレだよね!?
 　ツンデレだと信じていいよね!?
 」

　妹にヒールで踏まれ続ける兄……とても、見ていられない。ハッタとヘイヤは無意識に目を背けた。

「止めろ！」

　奥の部屋から魔王が飛び出し、ジーンを抱えてアリスから距離を取る。

　半裸ではないところを見ると、焦って着替えたのだろう。

「大丈夫か、ジーン」

「魔王……」

　見つめ合う魔王とジーン。

　美男美女の絵になるワンシーンかと思ってしまうが、忘れてはいけない。二人とも男だ。

「よくも、愛しのジーンを……許さん。許さんぞ！」

　暗黒の魔力が魔王を包み込む。

「消し炭にしてくれるわ」

　魔王がアリスに襲いかかった。

　しかし、寸前でセバスが攻撃を弾く。

「私がお相手しましょう」

「貴様、ジーンの城にいた男だな。不意を突いたとはいえ、我が攻撃を防ぐとは何者だ？」

「ただの執事ですよ」

　お互いが動きを止め、魔王の間の中心で睨み合う。

「お兄ちゃん、タマちゃんをお願いね」

　タマネギの魔物を受け取り、アリスとハッタは部屋の隅へ避難した。

　ヘイヤは結界石と聖水を用意して、セバスの後ろへと隠れる。

「まずは結界石に聖水を一滴。一番輝く角度で魔力を注入して……もう一度、聖水。光が強くなり始めたら頭上に掲げ、一気に魔力を流し込む……結界石発動！」

　ヘイヤを中心にドーム型の光が広がっていく。そして、半径二十メートルほどの結界が張られた。

　効果が切れるまでは誰も入れない。結界の中には、魔王、セバス、ヘイヤ、逃げ遅れたジーンがいる。

「これは、結界石？　小賢しい真似を……だが、墓穴を掘ったな。結界石の中は完全に隔離された空間となっている。我が全力を出しても城に被害は出ないはずだ。魔王の真の力を見るがよい」

「では、こちらも本気を出させて頂きます」

　魔王とセバスが激しくぶつかり合った。

　魔王の力強い攻撃を受け流し、セバスが反撃する。

　流れるような体術に、ヘイヤとジーンも見惚れてしまった。
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「やるではないか。武器は使用しなくてよいのか？」

「お気遣い、有難う御座います。でも、武器は重たいので全て置いてきてしまいました」

　武器を持たない理由が普通じゃない。

「ふざけた事を」

「遠慮はいりませんよ。私が一番得意とするのは体術ですから」

「そうか。ならば、この連撃をかわせるか？」

　目にも止まらない速さで突きを繰り出す魔王。セバスは冷静に見極め、全て紙一重でかわす。そのまま反撃して、重い一撃を与えた。

「グハッ！　貴様、本当に人間か!?
 」

　ハッタに宣言していた通り、直接攻撃でセバスに敵う者などいないのかも知れない。

　体術ではセバスが圧倒した為、魔王は距離を取って様子を
窺
 うかが

 った。

「フフ……フハハハハ！　確かに強い。だが、貴様からは強い魔力を感じられぬ。魔法は苦手か、使えぬのであろう。それでは我を倒す事など
敵
 かな

 わぬぞ」

　たしかに、まだ魔王は得意の魔法を見せていない。

　余裕をみせる魔王に対し、セバスは爽やかな笑顔で答えた。

「おっしゃる通り、私は魔法が苦手です」

「……何故、笑う？」

「魔法は苦手ですが、こんな物なら持っていますよ」

　セバスは隠していた魔法書を懐から取り出す。

「それは、ジャバウォックの詩の魔法書ではないか！」

　魔王の額から汗が噴き出した。それもそのはず、ジャバウォックの詩の魔法書の効果は信じられないものが多すぎる。

　ヘイヤの持つ幻覚を見抜く魔法書でも凄いのに、白の女王の持つ全ての魔法の無効化などは本来あり得ない代物だ。

　魔王が名無しの森全域にかけた大魔法も、ジャバウォックの詩の魔法書の力を借りている。魔王自身が使用し、効果を目の当たりにしている為、余計に恐ろしいのだろう。

　だからこそ、セバスが持っているのが卵の中身を知る魔法書だとは夢にも思わなかった。

「さあ、どうします？」

「グッ……」

　卵の中身を知る魔法書で、ここまで威圧するセバス自身が一番恐ろしい。

「なっ、なめるな！　我が雷の魔法をもってすれば、ジャバウォックなど恐れるに足らず。受けてみよ！」

　追い詰められた魔王は無数の黒い雷を乱射した。

「ちょっ、ちょっと待って！」

　ジーンが結界の中にいる事なんて、いつの間にか忘れてしまっている。魔王の目には、セバスしか映っていない。

「きゃー！」

　ヘイヤも必死に防御魔法を発動させるが、強力な雷の魔法に消し飛ばされてしまった。

「そんなものですか？　これでは、ジャバウォックの詩の魔法書を使うまでもありませんね」

　ほとんど逃げ場のない雷の雨を、セバスはかすりもせずにかわし続けている。そんな芸当などセバスにしか出来ず、ジーンとヘイヤは必死に逃げ回った。

「あぶっ、危ないって！　まっ、まお……ぎゃー!!
 」

　雷がジーンにクリーンヒット。でも、魔王は気づかない。

　魔法を駆使して防ぐヘイヤも風前の灯火だ。

　魔王とセバスの戦いより、こちらの方が面白いのでは？　そう感じたアリスとハッタは、ジーンとヘイヤから目が離せなかった。

「チョロチョロと逃げおって……こうなったら、爆発の魔法で吹き飛ばしてくれるわ！」

　魔王が両手を広げると、結界の中で爆発が巻き起こる。逃げ場など与えないらしい。

　セバスは爆発の被害が一番小さい場所を見極めて移動し、風の攻撃魔法で爆発を防いだ。

　勿論、ジーンとヘイヤはかわしきれず黒焦げになっている。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん！　死んじゃう、死んじゃうよ！」

　結界石の壁を必死に叩き、ヘイヤは泣きながら叫んだ。

「何とかしてやりたいけど、結界石の効果が切れるまでは不可能だよ。頑張れ、ヘイヤ。前にお守りをやっただろ？」

「金運アップのお守りでしょ!?
 　もう無理だよ、助けてよ！」

　助けてやりたいが、どうしようもない。

　アリスに至っては、黒焦げのジーンを見て笑い転げていた。

「この魔法までかわすとは……こうなったら、全てを吹き飛ばしてくれるわ。結界の中に逃げ場はないぞ。消し飛ぶがよい！」

　我を忘れた魔王の魔力が膨れ上がっていく。

「やれやれ、仕方が無いですね」

　黒焦げのジーンを抱えて、セバスは魔王の前へと立つ。

「あっ、セバス！　助けてくれるんだね。あれっ？」

「魔王、よく見なさい。愛しの姫君がどうなっても良いのですか？」

　セバスはジーンの首元にナイフを突きつけていた。

「えっ？　冗談だよね？　セバス……目が怖いよ！　まっ、魔王！　助けて！」

「なっ、ジーン!?
 　ボロボロではないか。一体、誰にやられたのだ!?
 」

　お前だ。

「クッ……我はどうなってもいい。ジーンの命だけは……」

　もはや、どちらが正義か分からない。

　魔王の魔力がしぼんでいき、セバスの回し蹴りがクリーンヒットした。

　豪快に吹き飛び、天を仰ぎ倒れる魔王。それと同時に結界石の効力が切れる。

「魔王ーーー!!!
 」

　駆け寄って手を握り締めるジーンの瞳には涙が溢れていた。

「……無事だったか……ジーン」

「僕は大丈夫だよ。それより、魔王が……」

「ジーンが無事なら……構わないさ……」

「魔王？　まっ、魔王！」

　魔王は優しい笑みを浮かべたまま目を閉じる……はずだったが、アリスに顔を踏まれた。

「グエッ」

「勝手に気絶しないで」

「おっ、お前は……王子……ブベッ、ガハッ、グワッ」

　容赦なくヒールで踏みまくる。

「久しぶりね。私が不思議の国で美しいと評判の姫よ。ジーンは私の兄上なの。あなた、男に子供を産ませるつもりだったの？」

「まさか、本当にジーンは……いや……でも……」

「まだ言うのね。分かったわ。歯を食いしばりなさい」

　アリスの体から、魔王よりもドス黒いオーラが立ち
上
 のぼ

 った。

　そのまま胸ぐらを掴んで起き上がらせ、ぶん殴って壁際まで吹き飛ばす。
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「グワァァァ！」

　壁に激突した魔王は倒れる事も許されず、詰め寄ったアリスの往復ビンタを喰らい続けた。

「たっ、助け……」

「助けて欲しいの？　私は誰？」

「うっ、美しい姫です……」

「ジーンは？」

「おっ、お兄様？」

「どちらが美しいのかしら？」

「勿論……あなた様です……」

「よく出来ました」

　腹に重い一撃を喰らい、魔王は血を吐いて気絶する。

「これで許してあげるわ。あっ、忘れてた……」

　アリスは魔王の手足を動かし、土下座のポーズをさせて可愛らしく微笑んだ。

　

　魔王の返り血を浴びたアリスが、不気味な笑みを零しながら戻ってくる。

「アリス、落ち着け！　何で笑ってるんだ!?
 」

「いやっ、いやっ、いやー！」

　ハッタとヘイヤは抱き合って震えた。

「……」

　恐怖により、ジーンの魂は抜けかかっている。

「何を怖がってるの？　ハッタ、ヘイヤ、帰るわよ。セバスは気絶してる兄上を連れてきて。男らしくなる為の調教をするわ」

「仰せのままに」

　スッキリしたアリスは、上機嫌で魔王の間を後にした。

　魔王に従っていた魔物は大人しく道を空け、あのドラゴンですら怯えて近寄らず丸くなっている。

　

　こうして、どうでもいい理由でアリスが魔王を退治した為、結果的に平和が訪れた。終わり良ければ全て良しとは、まさにこの事だろう。

　グリフォンが守る馬車へと戻り、セバスが
手
 た

 
綱
 づな

 をとって帰路につく。

　本来なら魔王を倒して凱旋気分であるはずの馬車の中。

　震えが止まらないハッタとヘイヤ。

　我関せずのセバス。

　気絶したままのジーン。

　帰りに捕まえたニンジンの魔物を、ジャガイモの魔物の横に並べて微笑むアリス。

　ご機嫌なのは、アリスだけだった。

　目的を果たしたアリスたちは、帰る途中でトランプの国へと立ち寄った。

　さすがに、ジーンをドレス姿のまま城へ戻す訳にはいかない。アリスとヘイヤが服を選んで着替えさせ、そのまま赤の女王にジャバウォックの詩の魔法書を返却する。

「赤の女王、お蔭で助かったわ」

「役に立ったみたいだね」

「それで、もう一つお願いがあるの。私が魔王の城に乗り込んだって噂を、幻獣王と協力して揉み消して欲しいのよ」

「本当に魔王の城へ行ったのかい？　まあ、噂を聞いた時にアリスならやりかねないと思ったけど……分かったよ。一つ貸しにしておくからね」

「ありがとう」

　ユニコーン騎士団は黙ってくれていたが、ライオン騎士団は
近所のおじさん
 ドードー

 の伝説と共に、アリスの話も広めてしまっていた。

　このままでは城を抜け出した事がバレてしまう。そこで、不思議の国の近くで一番権力のある赤の女王を利用すると決めたらしい。勿論、セバスの提案だ。

「ああ、そう言えば白うさぎに逃げられたよ。どこかで見なかったかい？」

「知らないわ。天に召されたんじゃない？」

　召されてはいない。でも、何度も召されそうにはなっていた。

「見つけたら連絡をおくれ」

「わかったわ。では、ごきげんよう」

　トランプの国を出て、故郷に向かって馬車を走らせる。

　たった数日だが、内容の濃い旅だった。自国を思い浮かべると懐かしく感じる。

　

「セバス、どれくらいで城に着くの？」

「魔物の襲撃が一切ないので、ここから数時間もあれば着くと思われます」

　行きの道のりが嘘のように、グリフォンの馬車は軽快に進んで行く。

　不思議の国の城下町が見えたところで、ジーンを先に城へと戻した。

　表向きにはジーンが魔王から逃げてきたとするようだ。

「じゃあな、アリス。俺たちは道具屋へ戻るぜ」

「アリスちゃん、お茶会だったらいつでも誘ってね」

「ありがとう、ハッタ、ヘイヤ」

　ハッタとヘイヤは笑顔で去って行く。この二人も、終わり良ければ全て良しなのだろう。さっぱりした性格だからこそ、ずっとアリスの友達でいられるのだ。

「あっ……」

「アリス様、どうなされました？」

「タマネギの魔物をヘイヤに持って行かれてしまったわ」

「同じ国に住んでおられるのですから、いつでも会えますよ」

「それもそうね。私たちも帰りましょう。グリ、ありがとう。とても助かったわ。さあ、お家に帰りなさい」

「クエッ」

　
手
 た

 
綱
 づな

 を外し、グリフォンと別れる。

　そして、馬車を処理して宮殿の裏口から忍び込み、何も無かったかのように替え玉のリリスと交代した。ジーンが戻って来た事に城内は沸いていて、アリスに誰も気づかない。

　その日の夜は、ジーンの無事を喜んだ国王により盛大なパーティーが催された。

　人々には笑顔が溢れ、その後は平穏な日々が過ぎていく。

　ただ一人、ジーンだけは平穏とかけ離れた世界に突入しようとしていた……。





　

エピローグ　またつれさる相手を間違っていませんか？

　

　宮殿に戻ってから数日後。

　誰もが普通の日常に戻った頃を見計らい、アリスは動き出す。

「セバス、ジーンの様子はどう？」

「鏡の前で可愛らしい表情を作っていました。他には花の冠を作って遊んだり、美しい女性物の装飾品を集めています。確実に乙女の道を突き進んでいますね」

「あの
愚
 ぐ

 
兄
 けい

 ……」

　北の魔王にチヤホヤされ過ぎたのだろう。ジーンは新たな世界へと足を踏み入れたらしい。

「どうされますか？」

「食事と睡眠以外は拘束して。調教を始めるわよ」

「それは面倒ですね」

「聞こえないわ。何て言ったの？」

「お任せ下さいと言いました」

　

　その日から、ジーンの地獄が始まった。

　無茶苦茶な体力作り。

「腹筋千回なんて出来る訳無いだろ！」

　非常識な精神修業。

「何ここ！　真っ暗で怖いよ、助けて！」

　手ごわい魔物とのバトル。

「アリス、どこに行ったの!?
 　木の棒でサーベルタイガーなんて倒せないよ！」

　命を懸けたサバイバル。

「この崖を登れと!?
 　落ちたら死んじゃうよ!?
 」

　アリスの片寄った知識が、ジーンをじわりじわりと苦しめる。

「ううっ……もう勘弁してくれ……」

「泣いてもダメよ。一人前の男になったら解放してあげるわ。それとも、魔王の城に戻って元気な赤ちゃんを産む？」

　その方が幸せかも知れない。そう思えるほど、アリスの調教は辛かった。
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「情けないわね。か弱い妹を守るくらいの事が言えないの？」

「……か弱い？」

「何か文句でも？」

「……」

　逃げられない。

　少しずつではあるが、ジーンは男らしくなっていく。

　そして、数ヶ月が経過した。

　魔物も大人しいままで、ジーン以外の誰もが平和な日常を謳歌している。

　勿論、アリスも例外ではない。優雅に午後のティータイムを楽しんでいるようだ。

　そこへ、ハッタとヘイヤが遊びに来た。

「遊びに来たぜ」

「アリスちゃん、元気だった？」

「久しぶりね。急にどうしたの？」

「ジーンがどれくらい男らしくなったかを見に来たんだよ」

「少しだけマシになった程度よ。それより、紅茶はいかが？　セバス、お願いね」

　ハッタとヘイヤの紅茶も用意され、平和なお茶会を楽しむ。話題は勿論、北の魔王討伐の思い出だ。

「……まあ、色々あったよな。魔王を倒すなんて無茶苦茶な依頼は勘弁だけど、簡単な依頼だったら報酬次第でまた仲間になってもいいぜ」

「私もあんなに面倒な旅は御免だわ。まさか、魔王をぶっ飛ばすまでの道のりがあそこまで……」

　話を遮るように、どこからか悲鳴が響き渡る。

　ただ事ではない。アリスたちは万が一に備え、戦闘準備を始めた。すると、召使いのリリスが駆け込んでくる。

「アリス様、大変です！　庭園に南の魔王が現れました」

　四人は顔を見合わせ、勢いよく駆け出した。

　庭園に着くと信じられない光景が映し出される。

「あっ、アリス！　助けて」

　デジャヴ？

　ジーンが南の魔王にお姫様だっこされていた。

「フハハハハ。姫は頂いて行くぞ」

　……

　……

「もう、どうでもいいわ」

「そうですね」

「そうだな」

「そうだよね」

　……

　……

　アリスたちは冷めた目でジーンを見送った。

　

「じゃあ、俺たちはそろそろ帰るよ」

「アリスちゃん、またね」

「次は私が遊びに行くわ」

　まるで、何事も無かったかのような会話がされている。

「セバス、ティータイムの続きよ」

「了解しました」

　ジーンが再び
攫
 さら

 われ、宮殿内がパニックに
陥
 おちい

 っても我関せずだ。

　ハッタたちと別れ、アリスは自室へと向かう。すると、部屋の前で見覚えのある魔物が手を振っていた。

「チェシャじゃないの。魔物が宮殿内に忍び込むなんて大胆不敵ね」

「面白そうなことが起こってるから見に来たんだ」

「面白そうなこと？　何かあったかしら？」

　一瞬で忘れられたジーンが
不
 ふ

 
憫
 びん

 すぎる。

「まあいいわ。チェシャも一緒にティータイムを楽しみましょう。美味しいクッキーもあるわよ」

「わーい！」

　アリスたちは部屋に入り、のんびりとした空気が流れた。

「それで、面白いことって何なの？」

「あっ、忘れてた。南の魔王様が王子を攫って行かなかった？」

「……遠い昔、そんな事もあったわね」

　忘れていた訳ではなく、既に過去の事らしい。

「昔じゃなくて、さっきの話でしょ」

「それで、どうしたの？」

「実は、南の魔王様は北の魔王様の弟なんだよ。北の魔王様が間違えて男を連れ去り、さらに取り返されたと聞いて爆笑したらしいんだ。絶世の美少女を間違える馬鹿はいない、俺が本物の姫を攫ってやるってね。でも、やっぱり攫われたのは……」

　……

　……

　パリン……

　アリスの持っていたティーカップが音を立てて壊れた。

「……セバス、南の魔王は私を見ていたかしら？」

「ハッキリと見ていましたね。それでも、高笑いしながらジーン様を連れて行きました」

「どういう事なの？　私より兄上の方が絶世の美少女と判断したの？」

「落ち着いて下さい」

「私はドレスで、兄上は王子の服を着ていたはずよね」

「落ち着いて下さい」

「お姫様抱っこされてた兄上は、顔を赤くしていたわ。変態なの？」

「落ち着いて下さい」

　……

　……

「ふっ、ふざけるなあ!!
 　魔王の一族は馬鹿しかいないの!?
 　本当は男にしか興味が無いんじゃないの!?
 　私じゃなくて兄上を選ぶなんて許さない、絶対に許さない！　五回殺す！　ヒールで踏みまくって、胸ぐら掴んで、壁までぶっ飛ばして、往復ビンタして、
血
 ち

 
反
 へ

 
吐
 ど

 の中で土下座させてやるわ！」

　その最強コンボは、既に北の魔王が身をもって体験済みだ。

　気がつけば、チェシャは姿を消している。焚き付けておいて、後は面白おかしく観戦するつもりなのだろう。

「セバス、ハッタとヘイヤを連れて行くわ」

「そう言えば、別れ際にハッタ様が手紙を置いていかれました」

「手紙？」

『旅に出ます。探さないで下さい』

「……逃げたわね。まだ、遠くには行ってないはず。リリス、リリスはどこ!?
 」

「お呼びですか、アリス様」

「言わなくても分かるわね？」

「お任せ下さい」

　もう一度、替え玉になって堕落した生活がおくれるかも……そう考えていた召使いのリリスは、近くで息を潜めていたらしい。

「ハッタとヘイヤを仲間にして、南の魔王の城へ突撃よ。セバス、準備はいい？」

「三十年ほど待っていただけますか？」

「聞こえないわ。何て言ったの？」

「急ぎましょうと言いました」

　またしても、どうでもいい理由で宮殿を飛び出してしまった。

　まだ、アリスたちの冒険は終わらない。

　

　その頃、アリスにぶっ飛ばされた北の魔王は……

「ジーン……お前は本当に男だったのか？　ああ、ジーンよ……」

　魔王の間でしゃがみ込み、一人でブツブツと呟いていた。

　すると、魔王の間の扉が開く。

「魔王様、お久しぶりです」

「ドードーではないか。どうした？」

「南の魔王様が、ジーン殿を連れ去ったと耳にしました」

「何だと!?
 　クッ、弟め……だが、今の我にはどうする事もできぬ」

　魔王は立ち上がる事ができず、暗い表情で俯いてしまった。

「何故ですか？」

「我は敗れたのだ。たとえジーンを取り返したとしても、あの姫や執事が許すまい」

「そうでしょうか？　アリストセバスたちは、そんな細かい事など気にしないでしょう。一緒に助け合えば、ジーン殿との婚約も認めてくれるはずです」

「……ジーンは男だぞ？」

「性転換の秘術を使えば良いのです。過去に魔王様自身がおっしゃられていましたよ。愛があれば、どんな障害も乗り越えていける……私には難しい言葉ですけどね」

「弟は強い。それに、配下の魔物のレベルも高すぎる」

「だからこそ、アリストセバスたちと協力するのです。この私も、必要であれば尽力致します」

「……まだ、我について来てくれるというのか？」

「みんな、魔王様の復活を願っていますよ」

　北の魔王は立ち上がり、自ら封じていた凄まじい魔力を解放する。色を失っていた瞳には、力強い光が宿っていた。

「ドードー、召喚の鈴を二つ渡しておく。この鈴が鳴った時に開く亜空間へ飛び込めば、すぐに私のもとへと来れる。一つはチェシャに持たせておけ。いつでも戦えるよう、準備だけはしておくのだ」

「了解しました。行ってらっしゃいませ」

　こうして、ジーンを救うべく北の魔王も動き始めた……





大滝タクミ（おおたきたくみ）

仕事も遊びも妄想も、何でも全力前進！　道端でしゃがみ込んで小説のネタを深く考えていたら、通りすがりの小学生に本気で心配された過去を持つ。（二〇一八年十二月現在）
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